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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　本隊が門に取りつくよりひと足早く、フルルロッサ・ミショーは城壁の上に跳び上がり、そこから友軍に矢を射かけようとしていた敵兵たちを駆逐した。

「……剣聖チヤルダーシユどころか剣士シユラフタのひとりすらいない砦とりでとは、こうもたやすく落とせるものか」

　白銀の兜かぶとを軽く押し上げ、フルルロッサは砦の内部を見下ろした。

「おっ、押さえろ！」

「門が破られる！　もっと人手を呼んでこい！」

　硬い樫かしの無む垢く材ざいと鋼で作られた砦の門もん扉ぴを、数十人の兵士たちが必死で押さえている。敵であるはずのフルルロッサが悠ゆう然ぜんとそのさまを見下ろしていることにも気づかない。彼らはひたすらに砦の正面門を打ち破られることだけを恐れていた。

「うおっ!?」

　門扉が大きく揺れた。

「くっ、くそ……！　王国軍は新型の攻城兵器でも開発したのか!?」

「馬ば鹿かな──そんな大がかりな兵器がこれほどの速さで進軍してこられるはずがない！」

　外側から激しく門が叩たたかれ、兵士たちの声が次第に悲痛さを帯びてくる。フルルロッサはゾルダーンを構え、その穂先を敗北間近い敵兵たちに差し向けた。決定的な敗北をあたえてやれば、これ以上の犠牲は出さずにすむ──そんなフルルロッサの気き遣づかいは、轟ごう音おんとともに吹き飛んだ。

「ぐあ──」

　不気味なきしみとともに激しく揺れていた門扉が、それを押さえていた兵士たちを巻き込んではじけ飛んだ。

「──オメーらムダな努力もいい加減にしとけよ！」

　舞い上がる粉ふん塵じんの向こうから現れたのは、巨大なハンマーをかついだ少女だった。

「ここより北にある大公国軍の砦は、もうぜーんぶ落ちたんだよ！　でもってここもたった今、オレが落とした！　〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟の九の剣、〝金きん蓮れん公こう主しゆ〟のジャミーさまがな！」

「……相変わらず見み栄えを張るのが好きだね、あの子も」

　フルルロッサはゾルダーンを降ろし、苦笑混じりに肩をすくめた。

　数十人の兵士たちもろとも強固な門扉を吹き飛ばしたのが、この幼さを残した一三歳の少女──ジャミー・ザカリアスだと知れば、大公国軍の士気も激減するだろう。事実、ジャミーを取り囲んだ兵士たちは、ただ茫ぼう然ぜんと彼女を見つめて目を丸くするばかりで、立ち上がって武器を取ることもできずにいる。

「──けどよ、オメーらがハッキリと降伏の意志を見せねーかぎり、オレはこのドラムロッドを納めねー！」

　声高に宣言したジャミーは、大男の手にすらあまるほどのハンマーを片手でやすやすと振り回し、そのまま地面に叩たたきつけた。

「！」

　周囲でへたり込んでいた兵士たちの身体からだが、その瞬間、明らかに地上から浮いた。それほどの衝撃を片手で生み出す少女を目の当たりにして、ようやく兵士たちは、恐慌の声をあげて砦とりでの奥のほうへと逃げ出し始めた。

「あっ!?　おいこら、オメーら！　逃げるんじゃねー！　もうこの砦は我が軍に包囲されてんだぞ!?　おとなしく降伏して──」

「よしなよ、ジャミー。きみがこれ以上わめいても、みんな怯おびえるだけだから」

　ゾルダーンを鞘さやに納めたフルルロッサは、ジャミーの目の前へと降りてくると、あらためて大公国軍の兵士たちに告げた。

「──自分はラドガヴィガ王国軍ギュンター・ユーミール将軍麾き下か、フルルロッサ・ミショーである！　すでにこの砦は我が軍に包囲され、門も破られた！　これ以上の抵抗は、貴軍の将兵の命をいたずらに失うだけの殲せん滅めつ戦となりかねない！　すみやかに武装を解除し、降伏の意志をしめすのであれば、いたずらに危害を加えないと保証しよう！」

　凜りんとした声が砦中に響き渡り、慌てふためいていた兵士たちの混乱はいつの間にか収まっていた。

　フルルロッサの隣に立ったジャミーは、いかにも不満げに頰ほおをふくらませ、

「何だよ……オレとオメーのいってることのどこが違うんだ？　要するにおとなしく降参しろってことだろ？」

「そうだよ。ただ、いい方が違う。きみのいい方より、ボクのいい方のほうが正しいし、平和的だし、ひいてはサロメア殿下の名声を高めることにもなる。──ほら」

　砦の本陣から、兜かぶとを脱いだ身なりの立派な軍人が数人、武器を持たずにぞろぞろと出てきた。その服装からして士官クラスの人間だろう。

　フルルロッサは年下の剣友を見下ろし、にっと唇を吊つり上あげた。

「──ほらね？」

「ちっ」

「そうやって舌打ちしない。絶ぜつ華か十じゆつ剣けんの一員には品格も必要なんだよ」

　ジャミーをたしなめるフルルロッサの後ろから、王国軍の兵士たちが門をくぐって陸続とやってくる。それは、一いつ気き呵か成せいに雪な崩だれ込こむような、戦場でしばしば目にする荒々しい光景ではなく、どこか儀式めいた荘そう厳ごんさをともなうものだった。

　やがて、両りよう脇わきに王国軍の兵士たちが居並ぶ間を、青ざめた長髪をなびかせた美び丈じよう夫ふと、黒い鎧よろいに身を固めた美女とが、馬に揺られて入城してきた。フルルロッサたちにとっての上官に当たるギュンター・ユーミール将軍と、その援軍として王都からやってきたルシール・サルゲイロ将軍である。

「──よう！」

　やってきた両名を見て、ジャミーは馴なれ馴なれしげに声をかけた。

「ソーロッドのあんちゃん！　これでめぼしい砦とりでは全部落としたんだろ？」

「……ザカリアス卿きよう」

　小こ脇わきに黒い兜かぶとをかかえていたルシールが、小さな咳せき払ばらいとともにジャミーにいった。

「いかに貴き嬢じようが王家の遠縁に当たる生まれとはいえ、ここではあくまで下士官待遇──最低限の軍の規律も守れないというのであれば、今すぐ荷物をまとめて都へ帰るがいい」

「細けーこというなよ、おば──」

　ジャミーが無礼千万な暴言を最後まで口にする前に、フルルロッサは少女の頭をゾルダーンの柄えで小突いて黙らせた。

「確かに、これは自制心のない者には任せられない任務だ」

　聞こえよがしにギュンターが呟つぶやくと、フルルロッサを睨にらみつけていたジャミーは、ハンマーをかたわらに置いて慌てて直立不動の姿勢を取った。

「申し訳ありませんでした！」

「……ひとまず、ここまでの貴嬢らのはたらきは見事の一言に尽きる。我が軍の逆侵攻作戦も、この砦を落としたことでひと段落したといえるだろう」

　砦に籠こもっていた大公国軍の兵士たちは武装を解かれ、広場の一角へ集められている。奥から出てきた司令官をはじめとする士官たちは、同じように武器と鎧よろいを奪われ、縛られた上で檻かん車しやに乗せられた。大公国の士官はそれなりの家柄の生まれであることが多く、その身柄は外交交渉の場では重要なカードになるのである。












　捕ほ虜りよとなった士官たちがヴルショヴァラに護送されていくのを見送り、ギュンターはルシールにいった。

「サルゲイロ将軍、こちらの処理はお任せしてもよろしいでしょうか？」

「いつものように……ですね。うけたまわりました。取り急ぎ、ここに備蓄されている物資や財宝など、目録を完成させてから要よう塞さいに戻ります」

「お願いします」

　要塞司令官とヴルショヴァラ総督代行を兼ねているとはいえ、ギュンターはルシールよりも若い。年上の剣聖チヤルダーシユに慇いん懃ぎんに後事を託すと、ギュンターはフルルロッサとジャミーを連れて要塞への帰途に就いた。

「貴き嬢じようら、どうしても行くというのか？」

「当ったり前だろ！　つーか、オレらはあんちゃんの妹を捜しにいくっていってんだぜ？　もっと喜べよ、なー？」

　背が低くてうまく手綱をさばけず、フルルロッサの馬に相乗りしていたジャミーは、さっき頭を小突かれたことも忘れて、またぞんざいな口調でギュンターにいった。

「ユーミール卿きようの行方を捜すことに異存はないが、そのお役目を貴嬢らに任せるのはいささか酷だろう」

「あ？　どーゆー意味だよ、それ？」

「──確かに貴嬢らは、小官の指揮下を離れれば軍人でも官僚でもない。絶ぜつ華か十じゆつ剣けんのひとりという身分に立ち戻れば、忠誠を誓うべきはサロメア殿下のみ……殿下がお許しになったのであれば、好きにするがいい」

　しかし──と、ギュンターは肩越しに少女たちを振り返り、冷ややかにつけ足した。

「……ミショー卿。ザカリアス卿には、貴嬢からよくいって聞かせてやってほしい」

「は……」

　ギュンターがいわんとするところを察して、フルルロッサは思わずうつむいた。

　たぶんジャミーは、今回サロメアから下された任務の本当の過酷さを、まだ理解していない。

　ソーロッド・ユーミールを連れ去った男は、それほど危険な男なのである。


















　ソーロッド・ユーミールは、目の前に突きつけられた木のスプーンを見てあからさまに眉まゆをひそめた。

「要するにさあ」

　少女の鼻先でスプーンをふらふらと揺らし、リューイン・アズダハはワインのジョッキを傾けた。

「──きみは子供の頃ころに谷から転げ落ちて、その時に記憶を失ったってこと？」

「たぶん……」

「はっきりしないね」

「仕方ないでしょ、記憶喪失なんだから！」

　ソーロッドは眉み間けんにしわを寄せてリューインのスプーンをはたき落とそうとしたが、その手はむなしく空を切った。

「食事中にはしたないなあ」

「くっ……ど、どっちがよ!?　少なくともわたしは、スプーンで人の顔を指すなんて無作法な真ま似ねだって、ちゃんと教わってるから！」

「あ～、はいはい、そうだね。おにいさまの教育のタマモノだね」

　にやついた笑みを張りつかせたまま、リューインは地図に見入った。

　ソーロッドとリューインは、今、小さな町の酒場で食事をしている。ここが何という町なのかは知らないし、そもそもどこに向かっているのかさえも判わからない。リューインに引きずられてここまで来たというのが現実だった。

「それにしてもぉ、ソーロッドさんて意外に律りち儀ぎなんですねえ」

　リューインの隣でハトのレバーのクリーム煮を食べていた大公国の軍人が、緊張感に欠ける間延びした声でいった。

「──わたしてっきり、さっさと逃げ出すと思ってたんですけどぉ」

「そっ、そんな恥知らずな真似、するわけないでしょ！」

　椅い子すから立ち上がり、ソーロッドはキリリク・プスカシュを睨にらみつけた。

「だってぇ、別にソーロッドさんは、剣を突きつけられてるわけでも人質を取られてるわけでもないですよねえ？　なら、リューインさんに唯い々い諾だく々だくとしたがう必要ないじゃないですか。いくら決闘で負けたからって……」

「そっ、そのくらい重いものなのよ、剣聖チヤルダーシユ同士の、金きん打ちようっていうのは！」

「そうそう、キリリクちゃんには今ひとつ判らないかもしれないけどね」

　スプーンを置き、リューインは空になったジョッキにあらたにワインをそそいだ。

「──負けたらぼくの従者になるって誓った以上、その約束を破った時点で、剣士シユラフタとしてのソーロッドちゃんは死んだも同然なわけ。だからね、剣士としての誇りがある間は、ソーロッドちゃんはぼくから逃げられないんだよ。──ね、ソーロッドちゃん？」

「……っ」

　リューインのいっていることはまったく正しい。が、それをあらためてリューインからいわれるとひどく腹が立つ。

「そ、そんなことより！」

　苛いら立だちと腹立ちをぶつけるようにミートボールをかき込んだソーロッドは、逆にリューインに尋ねた。

「あなた、どうしてわたしにそんなこと聞くわけ？　どうだっていいでしょ？」

「いやぁ、主人としては従者のことをよく知っておくべきかと思ってね」

　これも食べなよと、リューインは自分のミートボールの皿をソーロッドのほうへ押しやった。半分どころか三分の一も減っていない。

　宿屋も兼ねる昼下がりの酒場は、客の入りは六割といったところだが、ソーロッドたちのテーブルの上には、今この場に居合わせた客の数よりも多いワインの空あき瓶びんが並んでいる。そしてそのほとんどを、リューインがひとりで飲み干していた。ワインが主食とうそぶくリューインの言葉が決して誇張ではないということを、ソーロッドはこれまでの道中で正確に理解していた。

　要するに──ワインはともかく、それ以外の食べ物については、リューインに遠慮する必要はどこにもない。不ふ遜そんな若者への怒りをぶつけるかのように、ソーロッドはあらたなミートボールの皿にスプーンを入れた。

「──わたしのことを知っておくべきとかいうけど、本当はあなた、もっといろんなことを知ってるんでしょ？　わたしの……記憶を失う前のわたしのこととか！」

「んー……ま、そのへんは自力で思い出してよ」

　地図に見入っていたリューインは、ちらりと上目遣いにソーロッドを見やった。

　決闘に敗北したソーロッドにリューインはいった。リューインが捜し求める四本の神剣マズルカをすべて集めるか、あるいはソーロッド自身が失われた記憶を取り戻すまで、従者として彼の旅につき合ってもらうと。

　ならば、みずからそういったリューインが、ソーロッドの過去についてやすやすと口を割るはずもない。先ほどよりもさらにつのってきた苛立ちを、ソーロッドは今度はやわらかい白パンにぶつけて細かく引きちぎった。

「──ところで今度はキリリクちゃんに聞きたいんだけどさあ」

　ジョッキや皿を脇わきに押しのけ、リューインはテーブルの上に地図を広げた。

「ぼくたちって、今ここにいるわけじゃん？」

「そうですねえ」

「えっ？　そ、そうなの？」

　三人で額を突き合わせるように地図を覗のぞき込こんだソーロッドは、リューインが予想外の場所を指差しているのを見て目を丸くした。ついこの前までラドガヴィガ王国の南端ともいうべきヴルショヴァラにいたはずなのに、今はそこからずっと北方の、西の国境線付近にいるのである。

「いつの間にこんな西のほうに……」

「これでもけっこう時間をかけて移動してきたほうだけどね」

「そ、そうなの？」

　王都をほとんど離れることなく暮らしてきたソーロッドには、馬を使うと一日でどれだけ移動できるかまるで見当がつかない。王都からヴルショヴァラへの行軍が旅だというなら、あれが初めての長旅ということになる。だが、それがふつうの旅とはまったくペースが異なるものだということは、世間知らずのソーロッドにも想像がついた。

　リューインはヴルショヴァラの上に指を置き、ゆっくりと地図をなぞった。

「今のところはねえ、ヴルショヴァラから……こう、西のほうに移動して、ぐる～っと国境線をなぞるようにここまで北上してきてるんだけど」

「どうしてわざわざ国境線のそばを通るの？　ヴルショヴァラからまっすぐ北西に進めば、この町までもっと早く来られたんじゃない？　地図上で見るかぎり……ほら、直線距離なら半分くらいみたいだし」

「一応は追手を警戒してるからさぁ。もし王国軍に捕まりそうになったら大公国領に逃げ込むんだ。さすがに国境線を越えてまで追いかけてはこないだろうし」

「というより、わたしが思うに、このまま大公国に来ていただくのが一番面倒がないんですけどぉ」

　デザート代わりのリンゴを丸のままかじっていたキリリクが、眼鏡めがねのレンズを磨きながら嘆たん息そくした。

「──リューインさんの剣の腕なら大公国での栄えい達たつは思いのままですし、何だったらソーロッドさんもごいっしょに亡命なさってもいいんですよう？　天下に名高い〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟が一輪、王国を捨てて大公国に走ったとなれば、大陸中に衝撃が走りますしぃ」

「ありえないでしょ、絶対！」

「って従者さんはいってますけど、リューインさんはどうなんですかぁ？」

　キリリク・プスカシュというこの少女は、どうやら大公国軍のスパイらしい。はっきりそう聞いたわけではないが、リューインとキリリクのやり取りを聞くかぎり、ソーロッドにはそう思えた。おそらくリューインの剣士シユラフタとしての腕を高く評価し、どうにか大公国軍に引き入れようとしているのだろう。

　リューインは肩をすくめ、キリリクを追い払うかのように手をひらひらさせた。

「ぼくにはやらなきゃいけないことがあるからね。それにケリがつかないうちは、何百万フリント積まれても宮仕えなんかしないよ」

「別にいいですよう？　わたしはリューインさんのご用事がすむまで気長に待たせてもらいますから」

「はいはい、それじゃここの支払いもよろしくね」

　リューインは飲みかけのワインの瓶びんと剣を摑つかんで立ち上がると、勘かん定じようをキリリクに押しつけてさっさと酒場を出ていった。

「ソーロッドちゃんてさあ」

「は？」

「──あんまりお屋敷を出たことのない世間知らずとはいえ、王国貴族の家庭でそれなりの教育を受けてきた以上、一般教養としてはいろいろと知ってるはずだよねえ」

「一般教養……って？」

「これ、ここにある国。この町からだと馬を全速で飛ばして半日くらいなんだけどさ」

　酒場の裏手につないでおいた馬のところまでやってくると、リューインは手にしていた地図をふたたび広げて一点を指ししめした。

　この彩色地図はもともとキリリクが持っていたもので、大公国の軍部で広く使われているものなのか、かなり正確なようだった。上質の紙に王国と大公国を中心とした大陸諸国がかき込まれていて、かなり小さな町の場所まで記されている。

　リューインが指差したのは、その地図上の、王国と大公国の間にある小さな国だった。

「え……？　この地図おかしくない？　こんなところにこんな国なんてないでしょ」

　ソーロッドが知るかぎり、王国と大公国の間に第三国など存在しない。王国とも大公国とも違う色で塗られている地図上のこの部分も、ソーロッドの記憶に間違いがなければ王国領の一部のはずだった。

「ちょっと貸しなさいよ」

　リューインから地図を取り上げ、ソーロッドはぐっと顔を近づけてよく見てみた。

「……レハール公国……？　やっぱりこの地図間違ってるでしょ。ここはレハール公国じゃなくて、王国のレハール公領だもん。何これ、大公国で作ってる地図ってこんなヒドい間違いがあるの？」

「間違ってませんよう」

　支払いをすませて出てきたキリリクが、ソーロッドの肩に手をかけ、背後からひたりと抱きつくようにして地図を覗のぞき込こんできた。

「──王国ではいざ知らず、大公国のほうでは、すでにレハール公領は王国の一部とは見なしてませんから。もう独立国としてあつかってるんですよぅ」

「何よ、それ!?　勝手なことしないでよ！」

「わたしにそんなこといわれても……だいたい、レハール公領が事実上の独立国というのは、大公国のみならず、大陸諸国の間ではもはや常識なんですよ？　現にレハール公は、王国とは別べつ箇こに我が国と独自の外交交渉をしてますし」

「た、大公国と外交──う、裏切りじゃないの、それ!?」

「今の王国にかつてほどの力がないってことは、もう世間の常識でしょう？　だったら、自分を高く買ってくれるところに鞍くら替がえしようと考える人間が現れてもおかしくないと思いますけど？　少なくともレハール公はそうお考えなんじゃないんですか？」

「でっ……でも！　レハール公は確か王族の遠縁のはずよ!?　それが王国を捨てて大公国と接近するなんて──」

「何いってるんですかぁ？　血がつながってるかどうかでいえば、ゼゼルク大公家とレハール公だって遠縁ですよう。そもそも初代のゼゼルク大公は、腹違いとはいえ、当時のラドガヴィガ王の実の弟だったじゃないですかぁ」

「血がつながってるって、それは五〇〇年前の話でしょ!?　血の濃さで考えれば、王家と大公家なんてもうほとんど他人じゃない！」

　そう反はん駁ばくしながら、ソーロッドは自分の言葉にたいした説得力がないことに気づいていた。長きにわたる王国と大公国の対立は、血のつながった異母兄弟たちの対立に起因しているからである。血のつながりが濃ければ決して裏切られることはない──そんな幻想はすでに歴史によって否定されてきた。

「ま、とにかく行ってみようよ」

　ワインの瓶びんを傾けていたリューインは、馬の手綱をほどいて鐙あぶみに足をかけた。

「えっ？　い、行くの？」

「ソーロッドちゃんだって、実際にその目で見てみれば納得するんじゃない？　……ぼくにもちょっと気になることがあるしね」

　馬上の人となったリューインは、遠くを見つめて目を細めている。

　この少年は、ほとんどいつも口もとに薄ら笑いを浮かべているが、ああいう目つきをする時には、いつにも増してろくなことを考えていない。ここまでの短い旅の間に、ソーロッドは何となくそれが判わかるようになっていた。
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　正式に軍人として送り出すのであれば、もっと盛大にとはいわないまでも、せめて従者や兵卒の一〇人なりともつけてやりたいところだったが、フルルロッサもジャミーも、ギュンターの指揮下を離れてあくまで私人として行くのであれば、これ以上してやれることは何もない。

　手を振りながら遠ざかっていくふたつの人馬を見送り、ギュンターは気苦労にいろどられた溜ため息いきをもらした。

「正直、意外です」

　要よう塞さい最外郭の城壁の上で、ギュンターと並んで少女たちを見送っていたルシール・サルゲイロは、ギュンターの横顔を見やって小さく笑った。

「──ユーミール将軍が、あの娘らをそこまで気に懸かけておいでとは……それとも気に懸かるのは妹御のことで？」

「いや」

　ギュンターは即答し、きびすを返した。

「国くに許もとの父や祖父がどう考えるかは判わかりませんが、すでに小官の中では、妹は死んだものと考えております。いずこかで野垂れ死のうと大公国に囚とらわれようと、すべてはあの娘の浅せん薄ぱくさが招いたこと……ですが、サロメア殿下の大計のためにソーロッドの神剣マズルカが必要とあれば、それを取り戻しにいくべきは小官でしょう。あの子らを行かせるのは……小官は気が進みません」

「あのふたりとて〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟です。ザカリアス卿きようはともかく、ミショー卿はそれなりに世慣れもしておりますし、さほど心配する必要もないのでは？」

「ソーロッドといっしょにいるのは〝笑しよう面めん飛ひ虎こ〟なのですよ、サルゲイロ将軍」

　城壁を降り、詰所の兵士たちに声をかけて馬にまたがったギュンターは、ルシールとともに要よう塞さい区へと向かった。

　一時、大公国軍の攻撃を受けて騒然としていたヴルショヴァラの街は、王国軍が逆侵攻を開始してからは、一転して真逆のにぎわしさに満ち満ちていた。命のやり取りをさせられる当事者でさえなければ、戦争というものは、基本的には商業活動を大きく後押しするきっかけとなる。

　にぎわう市場を眺めながら、ギュンターは続けた。

「──おそらくあのふたりが同時に仕掛けたとしても、リューイン・アズダハを倒すことは難しいでしょう。それほどまでにあの若者の剣技は冠かん絶ぜつしている。それに加えて、彼は我々の矜きよう持じを逆手に取る悪あく辣らつさも兼ね備えているのです」

「確かに殿下がお選びになった絶ぜつ華か十じゆつ剣けんは、よくも悪くも高潔で誇り高い女性剣士シユラフタばかり……特にあのふたりはまだ若い。そこを〝笑しよう面めん飛ひ虎こ〟につけ込まれる、と」

「剣士としての誇りを捨てる覚悟があるならまだしも、そうでなければあの剣魔の相手などできません。が、彼女らにはその覚悟がない。というより、そのような覚悟を持ってはならぬのです。絶ぜつ華か十じゆつ剣けんである以上、彼女らは殿下の名みよう代だいも同然なのですから」

「ですが、ミショー卿ならばそこもわきまえているのでは？」

「ええ」

　フルルロッサはソーロッドが敗れたところを目の当たりにしている。リューインの策に乗ってはならないと判っているだろうし、充分すぎるほど警戒もしているだろう。だが、サロメアからの指示はリューインを倒すことではない。

「ミショー卿はもちろんそれに気づいています。おそらくザカリアス卿はまだ判っていないが……」

「将軍がお心を痛めておられるのはそのことでしたか」

　額にかかる黒髪をそっと指でととのえ、ルシールはうなずいた。漆黒の髪に挿した百日紅さるすべりの花は、彼女の敵たちに対するささやかなはなむけ──〝一いつ枝し花か冥めい王おう〟の異名を持つルシール・サルゲイロは、さすがにサロメアからの命に込められた真意を正確に読み取っていたらしい。

「何をおいてもジェグマダールを奪い返せ──とは、いい方を換えれば、ソーロッドは見捨てることになってもジェグマダールだけは持ち帰れということでしょう」

「いや、さすがに殿下もそこまではお考えではないでしょう。妹御の神剣マズルカを持ち帰ったとて、それはあくまでユーミール家のもの。いかに殿下とはいえ、好き勝手はできないとご承知のはず」

「ひとたびソーロッドを殿下にお預けした以上、そうもいきますまい。何よりソーロッドは、小官の配下にありながら勝手な行動によって我が軍の名誉を傷つけた。ジェグマダールを献上してでもお詫わびしなければならぬ──と、小官は考えております。祖父や父が承知するかどうかは別の話ですが」

「いずれにしても」

　ルシールは小さく咳せき払ばらいをした。

「──あのふたりに妹御を見捨てることができるかどうか……確かにそういう意味では、あの子らには過酷かもしれません」

　救えないのであれば見捨てる──至極単純なその決断は、しかし、ソーロッドと友ゆう誼ぎの深いフルルロッサたちには難しいことかもしれない。いずれにしろ、少女たちの誰だれかが傷つくことは避けられないだろう。
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　さすがにレハール公領の中心都市だけあって、イリヤスハールのにぎわいはかなりのものだった。ヴルショヴァラより人口は少ないという話だが、ここには城じよう塞さい都市にはありえない解放感がある。ものものしい城壁を持たない街は豊かな田園地帯の真ん中にあり、吹き抜ける風にはみずみずしい緑の香りが混じっていた。人の往来も盛んで、四方から多くの人々がここへ集まり、自由に商売をしているのがよく判わかる。

「──軍隊に攻められたら守りようがないわね、こんな平地だと」

「こんな活気のある街に来て、最初に出てくる感想がそれですかぁ？　つくづく物騒な人ですねえ、ソーロッドさんて」

　馬を引いて歩いていたソーロッドは、キリリクのその言葉に眉まゆをひそめた。

「なっ、何よ!?　わたしはただ、国境近くの街なら、それなりに守りを固めるべきじゃないかって──」

「つまりさあ、こんなにのんびりしてても、いざって時にはどうにかできるだけの軍備か何かがあるんじゃないの？」

　リューインが少女たちの口論に割って入る。

「そのへんどうなってるの、ソーロッドちゃん？」

「うん……確か、公と大公には、自分の所領を守るために独自の軍事力を持つことが許されてるから──それに、確か今のレハール公は、かなり腕の立つ剣士シユラフタだったはずよ？」

「そうなの？」

　ひっきりなしにあくびをしていたリューインの目に、きらりと輝きがともった。

「少し前に、宮中で男性版の〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟を選んだらどういう人選になるかって話題になって、その時に名前が挙がったって──たぶん、それってここの領主のことだと思う」

「男性版の絶華ナントカってことはさ、若手の剣士シユラフタ限定って意味だよね？　要するに、少なくとも王国の貴公子って呼ばれそうな連中の中では十指に入るわけだね、そのレハール公って。──ちなみにきみのおにいさまはどうだったの？　やっぱり十の剣とか？」

「一の剣に決まってるでしょ」

　ソーロッドは目を細め、冷ややかなまなざしでリューインを睨にらみつけた。

　若手だけにかぎらず、王国のすべての剣士の中でも、ギュンターは五指に入る腕を持っている。それはソーロッドだけの勝手な思い込みではなく、ソーロッドの祖父や、ほかならぬサロメアも認めていることだった。なかば引退している達人と呼ばれる老剣士たちを除けば、王国でもっとも腕が立つ剣士といえば、男ではギュンター、女ではサロメアというのが大勢の意見といえる。

「へー、そんなに強いんだ？」

　どこか小こ馬ば鹿かにするような口ぶりで、リューインは大おお仰ぎようにうなずいた。

「──じゃあ、最後の手段はアレだ、ソーロッドちゃんを懸かけておにいさまに戦ってもらうってのもアリじゃない？」

「は!?」

「だからさあ、きみがいよいよぼくの従者として暮らすのがイヤになったら、おにいさまに手紙でも書いて、ぼくと決闘してもらえばいいんじゃない？　それで負けたら目も当てられないけどさ」

「兄さまがあなたなんかに負けるわけないでしょ！」

　雑踏の中で、周りの人々が思わずこちらに注目したのが判わかったが、こればかりは黙って流すわけにはいかなかった。

「じゃあ、どうしておにいさまは追いかけてこないんだろうね？　そんなに強いんだったら、さっさと追いかけてきてぼくを斬ざん殺さつすればいいのに」

「そ、それは──に、にいさまには、軍での立場ってものがあるから」

「また立場？　妹よりも立場が大切なの？　もしぼくに弟や妹がいたらさ、立場なんか放ほうり出だして助けにいくけどねえ」

「あっ、あなたに何の立場があるのよ!?　そういうものも守らなきゃいけないの、にいさまは！　ユーミール家の跡取りなんだから！」

「守らなきゃいけないものが多いってめんどうだねえ。そういうのって、結局はみんな弱点になるんだけど、判ってるのかなあ？」

　リューインは大おお袈げ裟さに肩をすくめてかぶりを振った。

「──ぼくがもしとことん卑劣な人間だったら、きみのおにいさまは剣を抜く間もなくぼくに殺されてるよ？　きみを人質にすればいいんだから」

「────」

　ギュンターの真の強さがどれほどのものかは、ソーロッドにも判わからない。ただ、リューインの強さが底知れないのも事実である。なら、リューインがソーロッドを盾に取って戦えば、いかにギュンターであろうと無事にはすまないだろう。

　それを思うと、いまさらのように自分のしでかしたことの罪深さが身に染みてくる。いっそみずからの命を絶ってしまえば、これ以上ギュンターたちに迷惑をかけることもないと、そんなことを考えることさえあった。

　しかしその一方で、ソーロッドがそんな最後の手段を選ばずにすんでいるのは、今の状態が、彼女が想像していたほど最悪ではないからだった。

　実際、リューインの従者にされてからのソーロッドは、リューインの気まぐれであちこち引っ張り回され、荷物を持たされ、宿の手配を押しつけられたりはするものの、いってしまえばただそれだけだった。理不尽に折せつ檻かんされたり──ソーロッドがもっとも恐れていた──嫌らしい真ま似ねをされるといったようなこともない。

　辛しん辣らつな皮肉をたびたび聞かされることはあっても、それを除けば、むしろリューインは紳士的でさえあった。宿屋ではかならず別に部屋を取ってくれるし、移動の際はソーロッドにも馬を用意してくれる。本人がワインばかり飲んでいるせいもあるが、食事の内容はソーロッドのほうが豪華なこともしばしばだった。

　だからこそソーロッドは困惑している。

「──ねえ、聞いてる、ソーロッドちゃん？」

「え？」

「ぼーっとしててご主人さまの話を聞いてないなんて、従者としては失格だよ？」

　唇の端を吊つり上あげ、リューインはソーロッドの鼻の頭をつんと指でつついた。

「──リューインさん、聞いてきましたよう！」

　ソーロッドが上の空になっている間にいったい何をしていたのか、キリリクが市場の雑踏の中から駆け戻ってくる。

「──どうやらこの街をはじめとしたレハール公領では、王国の基準より高めの税が徴ちよう収しゆうされてるみたいですね。一応、国境警備とかの軍備を充実させるための予算確保っていうのが名目らしいですけど、住民たちはちょっと困ってるみたいです」

「え？　聞くって何？　何を聞いてきたの？」

「ですからぁ、この街についてですよう」

「でっ、でも今、住民が困ってるって──」

　ソーロッドは首をかしげてあたりを見回した。ざっと見たかぎりでは、市場は盛況で活気があり、人々が暮らしに困っている様子はあまり感じられない。

「ほ、ほら、地方の街としてはかなりにぎわってるみたいだけど……？」

「それはですねえ、民間レベルでの大公国との交流があるからですよ」

　キリリクはそこで声を落とし、ソーロッドとリューインの耳もとでささやいた。

「あそことぉ……それにあの赤いマント、その隣のおヒゲのおじさん、みんな大公国から来た商人たちです。たぶんほかにもまだたくさんまぎれ込んでると思いますよう」

「えっ!?」

　王国と大公国とが断続的な交戦状態に突入して以来、両国の間に正式な交易ルートが開かれたことはない。しかしそれゆえに、双方の国では手に入りにくいものをあつかう密貿易は莫ばく大だいな富を生む。キリリクがいうには、どうやらこのイリヤスハールは、大公国からもたらされる特産品の一大集積地になっているらしい。

「一見すると市場は活気にあふれてるように見えますけどぉ、実際に潤っているのは大公国側の商人と、その取引相手の一部の商人だけでしょうね。そうした富とは無縁の農民たちとかは、もっとカツカツな暮らしをしているって話です」

「じゃあ、そういう稼いでる商人からも高めの税金を吸い上げてるここの領主は、相当貯ため込こんでるってことかな？」

「だと思いますよう」

　ラドガヴィガ王国では、各州から徴ちよう収しゆうされた税をいったん国庫に納め、各州の状況をかんがみて必要と思われる額を再分配する。だが、レハール公領をはじめとする三つの公領は、独自の軍備力を維持する必要性から、徴収した税を国庫に納める義務がない。すなわち、ここでは住民から集めた税がすべて領主の懐に入るのである。

「そ、それっておかしくない!?」

　誇り高いラドガヴィガ王家の一員でありながら、民衆から通常より高い税を搾取しているだけでもすでに許しがたいのに、その一方では大公国ともつながりを持とうとしているここの領主に対し、怒りがふつふつと湧わいてくる。ソーロッドは唇を嚙かみ締しめ、腰の後ろのジェグマダールに手を伸ばした。

「もしそれが本当なら、中央の監察院に告発しないと──」

「ちょっとちょっと、物騒なこといわないでよ。……あと、みっともないから爪つめを嚙む癖ももうやめて。せっかく綺き麗れいな指してるのに」

　親指の爪を嚙もうとするソーロッドの手を押さえ、リューインはふたりをうながしてふたたび歩き出した。

「別にさぁ、ここの領主がポケットに入れた税金を全部自分勝手に使ってるわけじゃないでしょ？　実際、軍備をととのえるにはかなりの予算が必要なわけだし、領主が好きにできるのは、そういう必要経費を差っ引いた残りのお金だけなんだから」

「そっ、それはそうだけど……」

「それに、ここの住人は好きでここに住んでるんでしょ？　税金が高いのが嫌ならほかの土地に引越せばいいのに、そうしないんだったら、問題はそこまで深刻じゃないんだよ。ここなら領主サマが自分たちの暮らしを守ってくれるって、そう納得してるから住み続けてるんでしょ、みんな。高い税金はその代価じゃないの？」

「う……」

「本来なら自分の身は自分で守るべきところを、大多数の民衆は、国王なり領主なりの軍事力に頼たよってるわけじゃない？　つまり、代わりに誰だれかに血を流してもらってるわけでしょ。自分で血を流したくない人間が、身を守るために高い代価を払わされるのは当然だと思うけどねぇ？」

　リューインのその理屈は、もしかすると正しいのかもしれない。が、納得はできなかった。そのせいで、ソーロッドの胸中にやり場のない憤ふん懣まんが溜たまっていく。何かを悪役にして思い切り吐き出したいのに、それができないジレンマがあった。

「────」

　ふと気づくと、リューインがじっとソーロッドを見つめていた。

「な、何よ？」

「それじゃ、実際に会ってみようか」

「会う……って？」

「だから、ここの領主サマにだよ」

「どっ、どうして？」

「レハール公って王家の親戚なんでしょ？　で、剣の達人なんでしょ？　でもって独自に軍備を増強していいっていわれてるんでしょ？　じゃあさあ、たぶんそれなりに神剣マズルカとか持ってるわけだよねえ？」

「たぶん──」

　曖あい昧まいにうなずいてから、ソーロッドははたと思い出した。リューインの旅の目的のひとつは、確か奪われた四本の神剣を捜すことだといっていた。

「こっ、ここにそれがあるかもしれないっていうの？」

「そこまでは判わからないよ。そもそもさあ、神剣を盗んでいったのが誰で、そのあと誰の手に渡ったのかも判らないわけだしね。──ただ、ここにぼくの求める剣がありそうだってさ、ささやくんだよ」

「誰が？」

「さあ、誰だろうね？」

　はぐらかすように笑ったリューインは、背負った剣の柄つかを軽く撫なで、街の北側に広がるなだらかな丘を見上げた。

「領主さまのお屋敷は丘の上にあるっていってましたから、きっとあれですよう」

　蛇行しながら丘を登っていく白い道の先に、ここからでもはっきりと判る大きな屋敷があった。屋敷というより、城館といったほうがいいのかもしれない。イリヤスハールの街には壁がないが、さすがに領主の館はそうもいかないのか、かなりしっかりした石造りの壁が周囲を取り囲んでいる。

　市場の雑踏を抜けて人気が少なくなってきたところで、リューインはあらためて馬にまたがると、ソーロッドを振り返って念を押した。

「──でまあ、これからあそこに乗り込むわけだけどさぁ、ぼくは流る浪ろうの美少年剣士シユラフタで、きみとキリリクちゃんはぼくの従者。そういうことにしておくからうまくハナシ合わせてね？　特にきみは絶対に名乗らないように。ユーミールなんて名前出したらすぐに素性がバレるから」

「行くのはいいけど、紹介状もないんじゃ門前払いされるだけでしょ？」

「自分でも剣をあつかう領主とか貴族っていうのは、旅の剣士シユラフタが来たらこころよく迎え入れてもてなすのが礼儀だよ。そこをケチるような領主サマなら、ま、あとでこっそり忍び込んで勝手に捜させてもらうけどね。──とにかく行くよ」

　市街地から屋敷へと続く道は、真っ白な化け粧しよう石いしで舗装されていた。路傍には腰ほどの高さに揃そろえられた薔ば薇らの垣根があざやかな花を咲かせている。屋敷と街の往来くらいにしか使われないであろうこの道を美しく維持するのに、いったいどれほどの予算や手間がかかるのか、ソーロッドには想像もつかなかった。

「そういえばさ」

　屋敷の正面門が見えてきたあたりで、リューインが低い声で尋ねた。

「──ここの領主サマって、何て名前だっけ？」

「え？　えっと……み、み？　ミクロス……？　だったっけ？」

　自分の答えに自信が持てず、ソーロッドは首をすくめてキリリクを見やった。

「ソーロッドさん……ご自分の国のことなのにご存じないんですかぁ？」

「じゃ、じゃああなたは、大公国の辺境を治めてる領主の名前を全部記憶してるわけ？」

「してますよう。職業柄、そういう情報がいつ必要になるか判わかりませんし」

「んぐ……っ」

　ソーロッドの反論を封じたキリリクは、愛用のカバンの中から手製のメモ帳を取り出すと、ぺらぺらとページをめくり、したり顔で眼鏡めがねを押し上げた。

「我が軍の調べによると……現在のレハール公は、ミクローシュ・パラシューヌ・レハール、二七歳。エキセントリックな芸術家肌の貴公子ですけど、剣の腕はかなりのもので、人呼んで〝白びやく炎えん剣けん〟、〝金きん蛇じや派は〟の剣聖チヤルダーシユだそうですよう」

「金蛇派？」

「金蛇派はですねえ、王国発祥の〝孤こ舟しゆう派は〟をもとに大公国で独自に発展した流派なんです。……パラシューヌ家の人間が、あえて王国ではなく大公国の流派を学んだ時点で、何となくこのへんの情勢が判る気がしませんか？　ねえ、ソーロッドさん？」

「…………」

　いちいち神経を逆さか撫なでするようなことをいうキリリクから目を逸そらし、ソーロッドは静かに深呼吸した。

　思えば、これまでソーロッドはあまりに世間知らずだった。兄を追うように剣の修練にばかりかまけていて、国外のことはもちろん、国内の情勢もろくに知らずに生きてきた。いかに貴族の娘ではあっても、ものを知らないのは決してほめられたことではない。

　リューインの従者という今の立場は、ソーロッドにとっては屈辱的なものだった。しかし、何も知らなかった自分が世界を学ぶ機会という意味では、無駄な時間ではない。というより、この試練を無駄にしないために、学べることは何でも学ぶべきだと気持ちを切り替えなければ、ソーロッド自身がやっていけそうになかった。

「──さあ、お嬢さんたち。せいいっぱいお澄まししてくれるかな？」

　馬の歩みをゆるめ、リューインが呟つぶやく。いかめしい鎧よろい姿すがたの衛兵に守られた鉄の門を見上げ、ソーロッドはごくりとのどを鳴らした。





　　　　☆






　旅の剣士シユラフタだと名乗ると、門番の衛兵たちは、拍子抜けするほどあっさりとリューインたちを通してくれた。

「……まだ名乗ってもいないのに不用心すぎない？」

「別にいいんじゃない？　門前払いはされなかったわけだし」

　馬を預けたリューインたちを出迎えたのは、薄絹をまとった女だった。おそらくここではたらく侍女だろう。

「どうぞこちらへ──」

　涼やかな影を落とす回かい廊ろうを渡り、リューインたちは屋敷の奥へと案内された。

　さすがに芸術家肌といわれる領主の屋敷だけあって、季節の花々にいろどられた無数の中庭や噴水のある池、どこかの遺跡から運んできたかのような女神像などがあちこちに配されている。驚きに目を丸くしているソーロッドの表情から察するに、広さはともかく、おそらくその瀟しよう洒しやな造りは王都の宮殿にもひけはとらないのだろう。

　ただ、そんな屋敷のそちこちに、この落ち着いた華やかさとあまりに不釣り合いな男たちがいるのが解せない。門のところにいた衛兵たちとは明らかに違う、服装や得え物ものもまちまちな、ぎらつく目をした男たちが、庭先や池のほとりにいて、やってきたリューインたちに値踏みするような視線を投げかけてくるのである。

　キリリクが小さな声でリューインに尋ねた。

「……何でしょう、あの連中？」

「屋敷の用心棒……ってカンジでもないしなあ」

　本当にここの主人が美意識の高い人間なら、自分の部下にあんな粗野な恰かつ好こうはさせないだろう。現に衛兵たちの鎧は調度品かと思うほどに綺き麗れいに磨かれていた。

「──お客さまをお連れいたしました」

　侍女がリューインたちを連れてきたのは、屋敷の奥まったところにある広間だった。床には黒と白の大理石のタイルがモザイク状に敷き詰められており、中庭に面した大きな扉はすべて開け放たれ、花の香りが混じる風が自由に吹きぬけていく。おそらくここの作りも、王宮の広間とはまるで違うのだろう。

　それを端的に表しているのが、玉座があるべき場所に置かれた大きなベッドだった。そこにひとりの男がクッションを枕まくらに寝そべっているのである。

「ふぅん……ようやくマシなのが来たか──な？」

　美しい女たちに大きな団扇うちわであおがせながら、ベッドの男は面白そうに笑った。

　日に当たったことなどないのではないかと思うほどに肌が白く、肌き理めの細かさは女のようで、白い髪は艶つややかに光っている。アイスブルーの瞳ひとみにはねっとりとした輝きがともり、うっかりすると女かと見間違いかねない妖よう艶えんさを醸し出していた。たとえばソーロッドの兄ギュンターも美男子には違いないが、そこには凜りんとした剛ごう毅きさがあり、そういう意味では、この男はまるでタイプが反対だった。

　金の杯に盛られた赤い果実を口もとに運び、気だるげに咀そ嚼しやくしながら、男──ミクローシュはリューインたちをなめるように見つめている。逆にリューインは、すばやく左右に視線を走らせ、この広間に護衛役らしい男たちの姿がいっさいないのを確認していた。

　王家に連なる血筋の美び貌ぼうの領主と、あとは一〇人にも満たない侍女たち──リューインたちがここまで身元をいっさい問われることなく通されたことも含めて、ずいぶんと警備体制がゆるく感じるが、それはおそらく、この男が自分自身に絶対の自信を持っているからに違いない。

　ミクローシュのかたわらに、金色の輝きを放つ剣の鞘さやがあるのを見て、リューインは薄く笑った。

「──私はね」












　クッションから身を起こし、ミクローシュはリューインを指差した。

「ここへ来る剣士シユラフタたちに、いちいち名前や素性は尋ねないんだよ。ここへは毎週何十人もの剣士たちがやってくるが、そのうち私の目に留まって役付になる者はほとんどいない。月にひとりいればいいほうで、あとはすぐに追い出されるわけだから、名前を聞くだけ無駄というものだ。……だろ？」

「役付？」

　ミクローシュの言葉の意味が咄とつ嗟さに理解できず、思わずリューインが聞き返すと、ミクローシュの表情が怪け訝げんそうなものに変わった。

「……ここではたらきたくて来たのではないのかな？」

「あー、いや、まあ……特に仕事は求めてないけどね」

「リューインさんリューインさん」

　歯切れの悪い受け答えをしているリューインの袖そでを、キリリクがそっと引いた。

「──ここの領主は積極的に軍備を拡張していると聞いてます。もしかすると、つねに門戸を開いて腕のいい剣士たちを雇い入れようとしているんじゃないですかぁ？」

「ははぁ……するとあの庭先にいた薄汚い連中は、職業の安定を求めてここに来た食い詰め者ってことか」

　だいたいの事情は呑のみ込こめたが、だからといって、あんな不潔な男たちといっしょにされるのは心外だった。

「ぼくたちは……まあ、かの名高き〝白びやく炎えん剣けん〟なら、旅の剣士に一夜の宿をこころよく提供してくれるんじゃないかとやってきたまでのことで、別に仕官先を求めているというわけじゃあないんだ。そもそも仕官するならそれなりの大国じゃないと意味ないし」

「……大きな口を叩たたくじゃないか、貴公」

　ここは大国ではないから仕えるつもりはない──遠回しにそう告げたリューインの言葉に対し、ミクローシュは目を細めて笑っただけだった。高慢な自信家だが、狭量で短気な性格の持ち主ではない。リューインの発言をとがめることなく聞き流したその鷹おう揚ようさは、おそらく、彼我の生まれの差をわきまえた上での余裕の表れだろう。下々の者の無礼な発言を笑って許すのが為政者の度量の広さだと、本気でそう考えていそうな男だった。

　リューインは芝居がかった仕し種ぐさで腰に手を当てた。

「ちょっと失礼だったかもしれないけど、噓うそをつくのはもっと失礼だと思ってさ。ぼくがたびたび大公国から誘いを受けているのは事実だし、腕が立つのも本当だし……」

「なるほど……弱者の大言壮語というものは見苦しいことこの上ないが、どうやら貴公にはその資格があるようだ。──だろ？」

　身を乗り出し、ミクローシュはワインのグラスに手を伸ばした。

「──先刻もいったが、私は本来、ここを訪れた剣士たちにいちいち名前など尋ねない。が、確かに貴公は、これまでやってきた剣士たちとは違うらしい。よければ貴公の名と流派を聞きたいが？」

「ぼくはリューイン・アズダハ、流派は我流だよ」

「我流？」

「そこはまあ、おおっぴらに名乗れないっていうか」

「脛すねに傷あり──か？」

「ま、どうとでも」

　リューインは肩をすくめて首を振った。

「──仕事を捜してる剣士シユラフタにしか用がないっていうのなら、おとなしくよその土地に行くよ。邪魔して悪かったね」

「そう急せくな。旅の剣士に一夜の宿も提供しないなどという噂うわさが広まれば、今後は誰だれも私の屋敷の門を叩たたかなくなるだろう。アズダハ卿きよう──でかまわないかな？　いいだろう、好きなだけ逗とう留りゆうするといい。私の客人として」

「そりゃあありがたい」

「その代わりといっては何だが、旅の話なり剣についての話なり、酒の肴さかなに語ってもらいたい。──要するに、酒宴につき合ってもらうということだが」

「ますますもってありがたいね。ぼく、毎日ワインを飲まないと死んじゃう厄介な難病にかかってるから」

「そんな病は聞いたことがないが、もし本当だとすればずいぶんとうらやましい病だな。──シャロルタ！」

　ミクローシュが軽く手を振ると、ベッドのかたわらに控えていた美女が立ち上がり、足音もなく進み出てきた。

「お客人を部屋に案内してやれ。東の離れの客間だ」

「はい」

　粛しゆく然ぜんと主人の言葉にしたがい、先に立ってリューインたちを案内するシャロルタは、艶つややかな黒髪をシンプルに結い上げた長身の美少女だった。おそらくリューインとそう変わらない年とし頃ごろだろう。この屋敷に仕える侍女たちは、白い絹をゆるく巻きつけたようなルーズな衣をまとっているが、この黒髪の美少女は少し違っていて、白いチュニックに太ふと腿ももが剝むき出だしになった短いズボン、それに革製のサンダル履きという、まるで神話に出てくる美少年のような恰かつ好こうをしている。

「……ちょっと」

　東の離れに続く回かい廊ろうを歩いていると、ソーロッドが小声でリューインにいった。

「何をイヤらしい目で見てるわけ？」

「ん？　何が？」

「あなた、さっきからじーっとあの子のお尻しりばっかり見てるでしょ！　恥ずかしいからやめてよね！」

「あのねぇ、ソーロッドちゃん。嫉しつ妬とは賢人の目さえ曇らせるというよ？　よく覚えておくといい」

「は!?　べっ、別に嫉しつ妬ととかじゃ──」

「彼女のお尻しりだけじゃなくて、うなじから背中にかけてのラインをよく見てみなよ」

「はぁ!?」

「あのシャロルタちゃんはかなりの使い手だよ？　歩き方やちょっとした所作を見てすぐにそうと判わからないようじゃ、ナントカ十剣の名前も返上したほうがいいね」

　顔を紅潮させたソーロッドにそうささやき、リューインはシャロルタに声をかけた。

「……ねえ、シャロルタちゃん？」

「はい、何でしょう？」

「あのさ、きみは何派？　まさかぼくみたいに我流ってわけじゃないよね？」

「…………」

　シャロルタは肩越しにリューインを振り返り、わずかに躊ちゆう躇ちよしてから答えた。

「……〝摩ま天てん派は〟です」

「へえ、摩天派かぁ。──っていっても、ぼくはそういう流派とかのハナシはぜんぜん知らないんだけどね」

「摩天派は槍やりや長なが柄えの剣の流派よ！」

　ソーロッドがリューインの耳を引っ張って小声でわめいた。

「──あなたもフルルのことは覚えてるでしょ!?」

「ああ、あの子の流派ね」

「そちらの従者のかたも」

　リューインとソーロッドのやり取りを見ていたシャロルタが、控えめな口調でいった。

「剣のたしなみがおありのようですが……？」

「あー、うん、この子はちょっとね、ちょっとだけ。──で、こっちのメガネちゃんはまるっきりダメ」

　リューインはソーロッドとキリリクの頭をぺたぺたと撫なでた。

「ここの領主サマがやけにのんびりしてるのは、自分が剣の達人てこともあるけど、周りにきみみたいな腕利きを侍女としてはべらせているからかなあ？」

「リューインさまは、こちらへは旅の途中でお立ち寄りになられたのですか？」

「うん。そういわなかったっけ？」

「申し訳ございません。ご自身の腕を少しでも高く売りつけようと、思わせぶりな芝居をなさるかたもしばしばおりますので……ですが、リューインさまは確かにそのような小細工など無用のご様子。旅の途中で偶然お立ち寄りになられたのであれば、ご存じなくとも当然でございます」

　リューインたちを東の離れへと案内してきたシャロルタは、窓のカーテンをすべて開いて部屋の中に光を入れた。

　この離れには、大小ふたつの居間と四つの寝室、それに浴室が揃そろっていた。ここだけを切り取ってもちょっとした屋敷といえる。素性もよく判らない旅の剣士シユラフタの一行に、豪ごう奢しやな調度の揃そろった離れを丸ごとぽんと貸してくれるところは、さすがに懐の広いご領主といったところだろう。

　庭に面した戸を開いて風通しをよくしたシャルロタは、香こう炉ろに火を入れながらリューインたちに説明した。

「──大公国に接するこのレハールでは、領地を守るための軍事力を維持することが必要とされます。そのためレハール公は、広く触れを出して腕の立つ剣士シユラフタたちを集めておられるのですが、これはという達人はなかなか……」

「じゃあ、きみもそうやって雇われた口？」

「いえ、わたしは……ここの生まれで、公の側室のひとりでございます」

「側室!?　お、奥さんてこと!?」

　ふかふかのソファに座って気分よさげにしていたソーロッドが、それを聞きつけて頓とん狂きような声をあげた。

「側室と申しましても、わたしに多少なりとも剣の才があったために、たまさか公のご寵ちよう愛あいを受けることになっただけのことでございます。曽そう祖そ父ふの代から多くの剣士を輩出してきた家系に生まれましたので……」

「側室のひとりっていったけど、もしかして、ほかの奥さんも──？」

「はい。レハールの軍は公ご自身が指揮なさいますが、その際に公をお守りする近衛このえを〝落らく鳳ほう騎き〟と申しまして、わたしをはじめ、すべて公の側室たちで構成されております」

「全員が側室ってことは……つまり、全員が女性の〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟とおな──」

「あー、シャロルタちゃん？」

　余計なことを口走りかけたソーロッドにクッションを投げつけて黙らせ、リューインは馴なれ馴なれしげに声をかけた。

「──タダでお世話になっておいて厚かましいかもしれないけど、ぼく、荷をほどいて少し静かに休みたいんだよね。三時頃ごろに、上等なワインを持ってきてくれるかな？　あと、この子たちには何か甘いものと香りのいい紅茶をお願い」

「……承知いたしました」

　リューインとソーロッドを交互に見やっていたシャロルタは、感情を抑えた声で一礼すると、足早に客間を出ていった。

「……ソーロッドちゃん？」

　シャロルタが回かい廊ろうの向こうに消えていくのを見送ってから、リューインはソーロッドを振り返った。

「最初にうっかり名乗ったりしないでねっていったよね？　きみが絶ぜつ華か十じゆつ剣けんのひとりだなんてことがバレたらさ、無駄に警戒されちゃうでしょ？　……ああ、つまりはそこまでしてぼくを窮地におとしいれたかったんだ？　手段としてはズルいよねえ。真正面からの勝負で勝てないからってさぁ」

「そっ、そういうわけじゃなくて！　女の子たちだけの集団だって聞いたらちょっと嬉うれしくなっちゃって、それで、つい──」

　クッションを抱き締め、ソーロッドはリューインを上目遣いに見やった。

「確かにソーロッドさんはうっかり屋さんですけどぉ」

　部屋の隅に置かれていた青磁の壺つぼをためつすがめつしていたキリリクは、眼鏡めがねを押し上げて首をかしげた。

「──さっきの反応、妙だと思いませんかぁ？」

「ああ、シャロルタちゃんの？　それはぼくも気になったかな」

「えっ？　な、何が？」

「まあ、ついうっかりのきみは気づかなかっただろうけどねえ。──公の側室だってことを否定したがってる感じだったんだよ、彼女。……政略結婚とかかな？」

「政略結婚──」

　そのフレーズを耳にしたソーロッドが、あからさまに表情をこわばらせた。

「大公国が把握しているかぎりでは、レハール公には正室も世継ぎもまだいません。ですけどぉ、先ほどのお話の通り、何人もいる側室はすべて近衛このえの剣士シユラフタなんですよねぇ。……これはもしかしたら、何かしら裏があるのかもしれませんねえ」

「じゃ、着いてそうそうご苦労だけど、キリリクちゃんはそのあたりのことを調べてきてくれるかな？」

「了解で～す」

　軽く敬礼をして、キリリクはさっそく部屋から出ていった。

「キリリクちゃんもいなくなって、ふたりっきりだねえ」

「……え？」

　ソファの乱れを直していたソーロッドが、そのひと言にびくっと肩を震わせたのが判わかった。思えばヴルショヴァラを離れてからこっち、いつもキリリクがいたせいで、リューインとソーロッドがふたりきりになる時間はほとんどなかった。聞こえよがしのセリフに彼女が警戒心を強めるのも当然かもしれない。

「……しばらくヒマになっちゃったなあ」

　肩越しに一いち瞥べつすると、ソーロッドはさりげなくソファの端のほうに移動していた。何でもないふうをよそおってはいるが、膝ひざ頭がしらに置かれた指が落ち着きなく動いているところを見れば、彼女が緊張していることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　リューインは壁にかかっていたきらびやかな剣を手に取り、鞘さやから引き抜いてソーロッドに投げ渡した。

「──はい」

「ひゃぶっ……!?」

「危なくはないよ。刃は研がれてないし」

　続けてもう一本、抜き身の剣を放ほうり投なげると、リューインは中庭を指ししめした。

「……え？　な、何なの？」

「天才のぼくと違って、きみくらいの中途半端な才能の持ち主にとっては、時間てすごく貴重でしょ？　きみの稽けい古こにつき合ってあげるっていってるんだよ」

　ワインが届けられるまで、少しばかり汗をかいておくのも悪くない。リューインは挑発的な笑みをソーロッドに向け、先に立って中庭に出た。


















「っくしゅん！　──ったい！」

　唐突にくしゃみをした直後、ソーロッドの脳天に軽い痛みが走った。

「こらこら、稽けい古この最中にくしゃみが出るなんて、たるんでる証拠じゃない？」

「だって──し、仕方ないでしょ！　止めようと思って止められるものでもないし！」

　剣の鞘さやでごつんとやられたソーロッドは、脳天と鼻の頭をこすって弁明した。

「そんなこというけどさぁ、もしぼくが持ってるのが抜き身の剣だったら、今いま頃ごろソーロッドちゃん、死んでるよ？　それともきみは、戦いの最中にもよおしたら、その場でじょび～って漏らしちゃうタイプなわけ？」

「げっ、下品！　たとえが下品すぎるでしょ！」

「ほらほら、そういうところもダメダメ！　こんなことくらいで顔を赤くして動揺してちゃぼくの思う壺つぼだよ？　いつまでたってもぼくを倒せない」

「……そんなことない！」

　ソーロッドは表情を引き締め、あらためて剣を構えた。

　ソーロッドが従者にされてひと月ほどたつが、リューインが稽古うんぬんと口にしたのはこれが初めてのことである。












「さっきもいったけど、天才のぼくには、本来なら稽けい古こなんてものは今さら不要なんだ。でも、きみはそうじゃない。ぼくの従者として恥ずかしくないくらいの実力はつけておいてもらわないと、ぼくが恥をかくからね」

「好きにいってれば……っ！」

　リューインの暇ひま潰つぶしだろうと何だろうと、ソーロッドにとってはチャンスである。リューインの剣を実地で知るのは、いつか意趣返しをする時のために必要なことだったし、どんな経緯であれ、ソーロッドは自分が強くなるための努力は惜しむつもりはなかった。

「──はっ！」

　ふだんのスタイルに合わせて、ソーロッドは剣を両手に持っている。リューインは右手に剣の鞘さやを持ち、左手は腰の後ろに回して、矢継ぎ早に繰り出されるソーロッドの攻撃をすべてしのいでいた。

　いかに刃が研がれていないとはいえ、それ以外は真剣と同じである以上、防ぎそこねれば血を見ずにはいられない。にもかかわらず、リューインは涼しい顔で鞘をたくみにあやつり、ソーロッドの剣をさばくだけでなく、逆にごつんごつんと反撃さえしてくる。自分との力の差をあらためて思い知らされた気がした。

「そういえばさあ」

　ソーロッドの剣が斬きり飛とばした木の葉が舞い落ちてくるのをふっと吹き飛ばし、リューインがさも今になって思い出したかのように切り出した。

「──さっきシャロルタちゃんの話してた時、きみ、何だか顔色変わらなかった？」

「────」

　図星を突かれ、ソーロッドは愁しゆう然ぜんと剣を降ろした。

「どしたの？」

「たぶんあの子、わたしとそんなに年とか変わらないと思うけど、何だかすごく哀かなしそうだった……」

「確かにそうだったね。……でも、ああいう黒髪の子には憂い顔も似合うもんだよ」

　身勝手な感想を口にするリューインを睨にらみつけ、ソーロッドは小さな石造りのベンチに腰を降ろして汗をぬぐった。

「やっぱり、その、政略結婚、とかなのかな……？」

「どうだろうね。本人に聞けば判わかると思うけど──何？　気になるの？」

「気になるっていうか──ここの領主、やっぱりわたしは許せないっていうか、認められないっていうか……」

「まあ、ぼくがいうことじゃないけど、端整な顔をしてるわりにはエグいよねえ」

　リューインは豪ごう奢しやな部屋の中を見やり、何度もうなずいた。

「いくら国王の親戚だっていったって、地方領主がやっていいゼイタクじゃないでしょ、これ？　おまけにあんな可愛かわいい子たちをはべらせて、完全に王サマ気取りだよねえ」

「でしょ!?　やっぱりそうよね？　きっとシャロルタさんだって、無む理り矢や理りここへ嫁がされてきたのよ。そんなの許せない……！」

「……何だかすっごく義憤に駆られてるところを悪いんだけど」

　ソーロッドの怒りに冷水をかけるかのように、リューインがいった。

「──きみのその怒りって、大きなお世話じゃないの？」

「どういう意味よ!?」

「んー……大きなお世話っていうか、何ていうのかな？」

　グミの木に寄りかかり、リューインはしばらく思案してから口を開いた。

「ここの領主サマみたいな男に嫁いだのに、ああも判わかりやすく暗い顔をしてるっていうのはさぁ、ぼくが思うに、たぶんゼイタクな悩みをかかえてるってことなんだよ」

「ぜいたくな悩み？」

「だってそうじゃない？　結婚相手として考えたら、あのミクローシュってほとんど最高ランクだよ？　この地方ではほとんど独裁者みたいな権力があって、自分の軍隊があって、もちろんお金も持ってる。自分自身が綽しやく号ごうで呼ばれるほどの剣聖チヤルダーシユで、芸術家肌で、しかも美形なわけでしょ？　これだけ揃そろってるダンナの何が不満なの？　たとえ政略結婚、側室のひとりだとしても、文句いうのは筋違いだと思うけどねえ」

「そんなこと……！」

「まあ、自分のことでも他人のことでもいいけどさ、そんなイライラしてるなら、それ、ぼくにぶつけてみなよ。ほら、稽けい古こ再開」

「……！」

　ベンチに腰かけている間に呼吸の乱れも収まった。しかし、心の水面に立ったさざ波は消えていない。昼間の市場でのやり取りの時から、ソーロッドはすっとリューインの主張に反論したくて仕方がなかったのである。その憤ふん懣まんが、今の挑発的な言葉でぐぐっとまた頭をもたげてきた。

　ソーロッドはベンチから立ち上がり、剣を構え直した。

「──市場でもいったけど」

　鋭く切り込んできたソーロッドの一撃を半身になってかわし、リューインはいつもと変わらない調子で続けた。

「人間はさ、基本、何かを手に入れるためには代償を支払う必要があるんだよ。民衆が税金を払って安全な暮らしを手に入れるのもそうだし、兵士が身体からだを張ってお金を稼ぐのもそうだよね」

「だから何よ……っ！」

「だからさ、領主の側室として何不自由ない暮らしを手に入れた代償として、好きでもない男に抱かれるくらいは我慢すべきだと思うんだよね。それすら不服に思うのなんて、ホントにゼイタクだよ。世の中の大半の女の子は、そんなめぐまれた生活、望んでも絶対に手に入れられないんだからさ」

「それをシャロルタさんが望んでるのなら、あなたのいうことは正しいかもしれない！　だけど、もし彼女が意に染まない結婚をさせられてるんだとしたら──」

「ああ……なるほどね」

　リューインは唇を吊つり上あげ、目にも留まらぬ速さでソーロッドの双剣を立て続けに脇わきへはじいた。

「──きみ、自分にかさねて考えてるでしょ？」

「……！」

　がら空きになったソーロッドの胸の谷間を、リューインが繰り出した鞘さやの先端がすばやく突く。激しい痛みを感じるほどの一撃ではなかったが、絶妙なタイミングと角度によってバランスを崩されたソーロッドは、足をもつれさせて尻しり餅もちをついてしまった。

「……きみだって一応は名門ユーミール家の娘だしねえ。何ごともなければ、ここ二、三年のうちには縁組が決まってもおかしくない。清すが々すがしいほどの政略結婚ってヤツでさ」

「────」

　ソーロッドは唇を嚙かみ締しめ、上目遣いにリューインを睨にらみつけた。

「きみ自身はどう思ってるの？　たぶんきみは、いずれそういう駒こまとして使われることになると思うけど、それでいいわけ？　シャロルタさんの境遇に勝手に同情して憤慨するってことは、自分が同じ立場になればやっぱり不条理だって怒るわけ？」

「だって……わたしは、ユーミール家に救われた人間だし」

「だから？　じゃあいわれるままに政略結婚するのもアリなんだ？　たとえ相手が大っ嫌いな相手でも？」

「……そうよ！　わたしにはほかに恩を返す方法がないんだから！　大嫌いな相手っていったって、誰だれだろうとあなたほどじゃないはずだし！」

「なら、ぼくのいってることが正しいってことだよね」

　ソーロッドが手放してしまった剣を拾い上げ、鞘に納めたリューインは、勝ち誇った顔で少女を見下ろした。

「──意に染まない結婚だろうと何だろうと、ユーミール家から受けた恩に対する代価として、きみには自分自身を差し出すしかないわけでしょ？　シャロルタちゃんだってきっとそうなんだよ。ほかに何も差し出すものがないなら自分を差し出すしかない。借りたものは返す、恩を受けたら返す──当たり前のことだよね？　返せるものがほかになければあるもので勘弁してもらうしかないよね？　じゃあ、ぼくがいってることも正しいんだ」

　リューインの言葉を否定したい。否定したかったが、しかしできなかった。リューインのいっていることはこの上もなくまっとうなのである。

　剣を壁に戻したリューインは、へたり込んだままのソーロッドを引き起こすと、いきおいよくソファに飛び込んだ。

「──世の中なんてそんなもんなんだよ。何かを手にしたければ代価を支払わなきゃならない。問題は、その〝取引〟が当人にとって妥当かどうかってことで、たぶんソーロッドちゃんがぼくの正論にそうやって不満顔をしてるのは、手にするものと支払うもののバランスが取れてないように思えるからじゃない？」

「そう……かも」

　いわれてみれば確かにそうかもしれない。結婚そのものに夢やあこがれをいだいている少女にとっては、相手がどんなに美形で裕福な王侯貴族だろうと、意に染まない結婚には何の価値もない。少なくともソーロッドは、どんな金銀財宝を積まれてもそんな結婚はしたくなかった。

　ただ、ユーミール家のためならそれを受け入れざるをえないと考えるのもまた、ユーミール家から受けた恩義には、どんな金銀財宝をもってしてもむくいることができないと判わかっているからだった。

「でもまあ、よかったねえ、ソーロッドちゃん？」

「……え？　な、何が？」

　じっと考え込んでしまっていたソーロッドに、リューインがいった。

「ぼくに負けたおかげで、きみが政略結婚の駒こまに使われる機会は無期限に先延ばしになったよ。このまま五、六年も待てば、ユーミール家もきみを閨けい閥ばつ作りに利用する気はなくなるかもしれないし」

「ばっ……馬ば鹿かいわないでよ！　そんな、五年も六年もあなたの従者を続けるなんて、わたしは絶対にごめんだから！」

「つれないなあ」

　リューインは背負っていた自分の神剣マズルカを引き抜き、その刃を磨きながら、皮肉っぽく唇をゆがめた。

「──ま、きみのことはさて置き、シャロルタちゃんの場合、領主の近衛このえを任されるほどの剣士シユラフタだっていうんだから、いっそ悪評覚悟で逃げるって手もあるよね」

「悪評覚悟で逃げる……？」

「んー……もしぼくが彼女の立場なら」

　ロカマドゥータの銘を持つ神剣をかざし、リューインは笑った。

「入浴中とかベッドの中とか、とにかく隙すきをついてあの領主をブチ殺してから、金目のものを持てるだけ持って逃げ出すけどね」

「……それ、ただの悪人じゃない？」

「そういう選択肢もあるでしょってことだよ。本当に今の境遇が嫌なら、ただのかよわい娘じゃないんだから、〝汚名をかぶる〟ってことを対価にして今の状況から逃げ出すことだってできるはずなのに、彼女は暗い顔をしてこの屋敷に残ってる。……ってことは、ほかに彼女を縛る何かがあるんじゃないかな？」

「何かって？」

「さあね。……だいたい、シャロルタちゃんがどうだっていうのは全部ぼくらの想像のハナシでしょ？　そんな下げ衆すの勘繰りをしてるヒマがあるなら、きみはもう少し自分自身のことを考えるべきじゃない？」

「くっ……！」

　それを持ち出されるとソーロッドに返す言葉はない。いくらミクローシュのやりように腹を立てようがシャロルタの境遇に義憤を覚えようが、そもそもソーロッドは、ソーロッド自身をリューインから解放してやることさえできていないのである。他人の心配をしている場合ではなかった。

　ソーロッドは小さく舌打ちすると、あらためてジェグマダールを引き抜き、庭先でひとり稽けい古こを続けた。やはり借り物の剣より手に馴な染じんだジェグマダールのほうがあつかいやすい。それに、自分自身と剣との一体感が得られるのは、相性のいい神剣マズルカを使えばこその感覚だった。

　ソーロッドが懸命に剣を振るっているのを、ロカマドゥータの手入れを終えたリューインは、ソファに横たわってあくび混じりにじっと見つめている。いったい何を考えているのか、リューインはついに最後まで口にはしなかったが、ソーロッドには無性に彼の視線が気になった。





　　　　☆






　王都パラスの郊外にあるユーミール家の本邸は、三代前の当主──〝不ふ抜ばつ門もん神しん〟と称された剣聖チヤルダーシユカルーベクが、大公国との戦で目覚ましい功績を立てた折、その恩賞として国王より下か賜しされたものである。

　もともと王族の邸宅として建てられただけあり、その壮そう麗れいさは、王都に数ある貴族たちの屋敷の中でも群を抜いている。特に噴水のある中庭の見事さは、歴代の王たちが、わざわざ花の季節にここを訪れていたことからも窺うかがい知れるだろう。

　その噴水を望む四阿あずまやで、ミコワイ・ユーミールは黙然と思索にふけっている。以前はこの庭で、ギュンターやソーロッドが剣の稽古をしている姿がよく見られたものだが、今はふたりともここを離れ、めっきり静かになってしまった。

　といって、別にミコワイはそんな風景を懐かしんでいるわけではない。ミコワイの頭の中にあるのは、ユーミール家の権力をいかにして拡大するか、この栄華をいかに長続きさせるか──ただそれだけである。

「父上」

　屋敷の中から、杖つえをついて長男のハイムが出てきた。生まれつき足が悪いハイムは、父ミコワイのように剣の道に進むことはできなかったが、代わりにその明めい晰せきな頭脳で王国の国政に深くかかわる立場となっている。それを差し引いても、ギュンター・ユーミールという稀き代たいの青年剣士シユラフタをこの世に送り出したという一点において、ハイムはユーミール家のために十二分にはたらいてくれたといえるだろう。

「──ブルガーダ将軍はすでに都を離れたそうですね。勅命が下ってから三日とかけずに軍容をととのえて出立とは、さすがはブルガーダ将軍だ」

「もともとヴルショヴァラへの援軍として集めていた兵力が、ギュンターが大勝してくれたおかげで不要になっていたからな。行き先が変わっただけだ。そういう目算でもなければ、ワシとて今回の作戦を陛下に奏そう上じようなどしなかった。……それより、おまえは出仕しなくていいのか？」

「きょうは午後からです。──そうそう、ギュンターからの書状が届いていましたよ」

「何といってきた？」

「ソーロッドの処遇について意見を求めております」

　四阿あずまやに入り、ハイムは難儀そうにベンチに腰を降ろした。

「……確かに悩ましいところではあるな」

　ミコワイは溜ため息いきに髭ひげを震わせた。第一線を退いたとはいえ、ミコワイはいまだに将軍職にあり、国王の軍事顧問として、何かあれば意見を具申する立場にある。そんなミコワイにとって、孫娘ソーロッドの問題はいささか複雑で厄介だった。

「あれを殿下に預けたのは、いずれ〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟の名が役に立ってくれると考えたからだが……よもや閨けい閥ばつ作りの駒こまに使う前に、どこの誰だれとも知れぬ若わか僧ぞうに連れ去られるとはな」

「といっても、相手は裏の世界では〝笑しよう面めん飛ひ虎こ〟として名の通った男ですよ？　殿下の命で、今はミショー卿きようとザカリアス家の末娘が追跡に出ているようですが……」

「娘の不名誉な敗北のツケを軍に払わせるわけにもいくまい。身勝手な真ま似ねをしたのはソーロッドだ。今しばらくは小娘どもに任せておくしかなかろうが……今はそれよりも、殿下のこだわりようのほうがよほど気になるな」

「それはギュンターも申しております」

　手にしていた書状を父に差し出し、ハイムは綺き麗れいに切きり揃そろえた顎あご髭ひげを撫なでた。

「となると……あの噂うわさ、実はまんざら的はずれでもないのかもしれませぬな」

　いかめしげな面構えのミコワイとは逆に、ハイムは若い頃ころから美男子として知られていた。そのおだやかな紳士然とした笑顔の下では、時にミコワイすら鼻白むほどの策さく謀ぼうをめぐらせることがある。ミコワイが今も軍部に大きな影響力を持っているのと同じように、王国の財務大臣を務めるハイムは、宮廷内に独自の情報網を確立していた。

「父上はいかが思われます？　例の噂──サロメア殿下の」

「〝世界を統べる最後のひと振り〟──か？　本当にそのような剣が存在するというのか、おまえまで？」

「私がどう思うかは関係ありませんよ。……重要なのは、サロメア殿下が本気でその存在を信じているということと、どうやら何らかの形で、そこにソーロッドの神剣マズルカがかかわっているらしいということです」

「そのような剣が仮に存在するとしても、それは殿下がご自分の腰に帯びておられるヘルガベルーガのことではないのか？」

　国王ランスロー一世の姪めいサロメアの名は、ラドガヴィガ建国の英雄、聖剣王オッドマールの娘サロメアに由来する。いにしえのサロメアが白き龍りゆうからさずけられ、父の覇業を手伝うために振るったとされる伝説の神剣マズルカがヘルガベルーガであり、長く王家の宝物庫で眠り続けていたその剣を、数十年ぶりに抜き放つことができたのが、ほかならぬサロメア・ラドガ・パラシューヌであった。

　だが、そのような仰ぎよう々ぎようしい伝説を持つヘルガベルーガとは別に、サロメアは、〝世界を統べる最後のひと振り〟と呼ばれる神剣を長く捜しているという。そこがミコワイには今ひとつ理解しがたかった。

「もしその最後のひと振りとやらが本当に存在するのなら……それをそのまま殿下にお渡しするのもいかがなものかな」

　真っ白な髭ひげを撫なでつけ、ミコワイはかすかに唸うなった。

　サロメアが捜し求めるその剣には、あらゆる敵を退け、文字通り世界を制する力があるという。もちろんミコワイは、そのような都合のいい代物があるなどとは思っていない。たかだか剣一本でこの世界のすべてが手に入るのなら、それはもはや神の所業だからである。

　が、そうしたいわれを持つ剣には、いわれだけであってもそれなりの価値がある。現にサロメアは、ヘルガベルーガに選ばれた剣聖チヤルダーシユであることから、いにしえのサロメアの生まれ変わりと呼ばれていた。

　あたたかい紅茶を侍女に持ってこさせたミコワイは、ふたたび息子とふたりきりになると、カップを手に取って感慨深げに呟つぶやいた。

「殿下よりも先にその剣を手に入れるか、さもなくば永遠に誰だれの手にも渡らぬようにするか……いずれにしろ、殿下がこれ以上この国での存在感を増すのはあまり面白くない。何か手を打たねばならんな……」

　ソーサーにカップを置き、ミコワイは我知らず苦笑いを浮かべてしまった。
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　てっきり夜は美女をはべらせた宴席でもてなしてもらえると思っていたのに、実際にリューインたちに用意されたのは、離れの食卓での夕食だった。城下の庶民たちが口にするものとくらべればはるかに豪勢だが、やはり拍子抜けという感は否めない。

「どうせあなた、食べるよりワイン飲んでるほうが多いじゃない」

　リューインの向かいに腰を降ろしたソーロッドが、じろりと上目遣いにひと睨にらみする。

「そりゃまあそうだけどね。……もしかしてきみ、昼間ぼくにコテンパンにやられたことを根に持ってる？」

「別に」

　そういいながら、ソーロッドの前には、あたたかな湯気の立つキジ肉のローストがふた皿並んでいる。リューインはこれを食べないと決めつけて、勝手にソーロッドがふたりぶん食べるつもりでいるのだろう。

「……まあ、ワインはけっこう上等なのを用意してくれたからいいんだけどさ」

　ザリガニのフリットを肴さかなに、リューインはワインを飲んでいる。内陸地らしく、テーブルに並んだ料理の素材は魚介より肉や野菜が圧倒的に多かったが、ここにも主人の美意識が反映されているらしく、どれも上品で味つけがいい。

　揺らめく蠟ろう燭そくの炎にワイングラスをかざしていたリューインは、テーブルのそばに張りついて給仕をしてくれていた侍女にいった。

「あー、ここはいいからさ、ちょっとはずしてくれる？」

「は？　いえ、ですが……」

「いいからさ、厨ちゆう房ぼうに戻って、ワインをあと五、六本と、それにカモかウズラのハムあるかな？　それにチーズが欲しいんだけど、用意してきてくれる？」

「はい。少々お待ちください」

「急がなくていいからね～」

　用事をいいつけて侍女を居間から追い払ったリューインは、グラスを置いてキリリクを見やった。

「それではわたしが調べてきたことをご報告しますねえ」

　口もとをぬぐって食事を中断し、キリリクはメモ帳を開いた。

「やっぱりここの領主サマ、かなりのやり手のようですよぅ。やり手というかぁ、狡こう猾かつというかぁ──」

「狡猾？」

　ひくっと眉まゆを震わせ、ソーロッドが聞き返す。が、食事をする手は止まっていない。長旅のせいか、それとも稽けい古このせいか、そうとう腹が空すいているらしい。

「具体的には？」

「レハール公は、少なくとも領内に二万、この街の周辺だけで五〇〇〇以上の兵力を常備していて、その装備もかなりいいものを揃そろえてるようです。軍馬や秣まぐさ、そもそもの兵糧なんかもきっちり備蓄されてますしぃ、確かにこれだけの軍事力を維持し続けるには、それなりの予算が必要になってくると思います」

「高めの税金にも裏づけがあるってわけか」

　リューインが何かいいたげにソーロッドを見やる。ソーロッドはあえてそれを黙殺し、甘めのソースがよく合う肉を頰ほお張ばって、丸まる眼鏡めがねの女スパイの次の言葉を待った。

「ただ、税金が高めっていうのは前にお伝えした通りなんですけど、ほかにも別の形で住民から搾取……いえ、徴税しているようなんですよねえ」

「ほかにも？」

「はい。わたし個人としては、そこまでするのはちょっと微妙かとも思うんですけど……レハール公、領内の若者に兵役と労役を課してます。──男女関係なく」

「え!?　そんなの絶対おかしいでしょ!?」

　ソーロッドのように衆にすぐれた剣技を身につけているというのならまだしも、年若い娘に兵役を課すなどという話はついぞ聞いたことがない。男子の兵役にしても、数十年前に大公国の大攻勢があった際、激減した軍事力をおぎなうために一時的に民間から強制的に徴兵したことがあったと聞くが、それを例外とすれば、ラドガヴィガ王国で兵役が常態化したことはないはずだった。

　それをこのレハールでは、男女ともにおこなっているという。

「レハール公のいいぶんとしては、自分はお妃きさきたちを近衛このえ兵へいとして戦場に連れてってるわけだから、おまえらも息子や娘を兵力として差し出せってことらしいですよ？」

「そんなムチャクチャな──」

「もちろん抜け道はありますけどね。兵役も労役も、代わりに現金を納めればまぬがれるそうです。──ただ、庶民にはまず払えない額みたいですけど。実際、領内の住民の大半は、経済的な理由から、子供たちを兵役か労役に出してるそうです。……で、もう少し続きがあるんですけどぉ」

　キリリクは侍女が去っていった扉のほうを一いち瞥べつし、声をひそめた。

「……このお屋敷ではたらいている侍女たちのほとんどは、そういう貧しい家の娘さんだって話です。労役としてここではたらいてるんですよう」

「年季奉公ってヤツかな？」

「それと、アレについても調べてきました」

「アレって？」

「レハール公の近衛──落らく鳳ほう騎きのことですぅ」

　マスタードを添えたブタ肉の燻くん製せいを口に放ほうり込こみ、キリリクは続けた。

「わたしたちを案内してくれたシャロルタ・ゾイカさんは、〝摩ま天てん派は〟の剣聖チヤルダーシユで、現在の落鳳騎を束ねるいわば近衛隊長です」

「あの子がトップなの？」

「ええ。隊員は一〇人ほどいて、一応は全員が剣聖だそうですよう」

「一応？」

「かろうじて神剣マズルカを抜ける、というレベルというか……」

「要は二流三流ってこと？　だとしても、剣聖を一〇人、全員女の子で揃そろえるってすごいねえ。ただのお飾りじゃないってことか」

「国境沿いに出没しがちな野盗たちの討伐なんか、軍を出すまでもなく彼女たちでささっとやってしまうそうですよう」

「そういうところは風ふう姿し衛えいに似てるわね」

　サロメアの組織した〝救きゆう国こく剣けん士し団だん〟の中から、若く美しい民間の少女剣士シユラフタばかりを選んで構成されたのが、彼女の近衛騎士団的な存在である風ふう姿し衛えいである。風ふう姿し衛えいは軍に協力して軍事行動をおこなうこともあるが、ふだんはあくまで私設の自警団として、王都の治安の維持のためにはたらいていた。

「ただ、彼女たちがレハール公の近衛という立場に誇りを感じているかどうかは怪しいですけどねえ」

　メモ帳を閉じ、キリリクは本格的に食事に戻った。

「……たとえばシャロルタさんは、没落した実家をささえるために莫ばく大だいな援助を受けてますし、ほかの子たちも、罪を犯した身内を保釈してもらったとか、借金の肩代わりをしてもらったとか、結局みんな、何らかの形でレハール公に弱みを握られてるんですよう」

「そんなの……お、お金で買われたようなものじゃない！」

「ちょっとちょっと、静かに食べなよ。ホコリが立つから」

　ナイフとフォークを放ほうり出だして思わず立ち上がったソーロッドを、リューインが軽く睨にらみつけた。

「──また世間知らずのきみは義憤に駆られてるみたいだけど、そんなのよくあることだよ？　借金の形かたに金持ちのオヤジに若い娘が嫁ぐとかさぁ。まあ、綺き麗れいどころを集めた近衛このえなんて、あの領主サマの見み栄えのカタマリみたいなものかもしれないけど、実際に軍事力として機能してるなら無駄ってわけでもないし、別に法に触れるようなやり方で無む理り矢や理りかき集めたわけでもなし、きみが文句をいう筋合いじゃないでしょ？」

「それは……」

　リューインの言葉に、ソーロッドはトーンを落として椅い子すに座り込んだ。

　リューインのような人間が法を持ち出しても説得力はないが、シャロルタたちが今の境遇に納得しているのであれば──はなはだ癪しやくに障るが──確かにソーロッドが口出しすることではない。現にミクローシュは、落らく鳳ほう騎きをはじめとした強力な常備軍によって、辺境のレハール公領を何年にもわたって堅持している。

「でもまあ、レハール公が大公国軍を寄せつけずにいられる理由は、軍事力ばかりが理由ってわけでもなさそうですけどねえ」

　皿に残っていたソースをクルミパンに塗り、大口を開けてかじりついたキリリクは、ずいぶん冷めてしまったスープをすすってひと息ついた。

「──とりあえず、レハール公がリューインさんを今夜の食事の席に呼ばなかったのは、ちょうど大事な客人が大公国から来てるからみたいです」

「大公国？」

「正確な素性は摑つかめませんでしたけど、たぶん、大公国からの密使じゃないかと……厨ちゆう房ぼうの料理人たちに聞き込みをしたかぎりでは、月イチくらいで定期的にやってくるお客人だそうですよ」

「ふぅん……やっぱり王国と大公国を秤はかりにかけてるんだね」

　自分が大公国の密使より後回しにされたと知っても、リューインは特に気分を害した様子はなかった。しかし、ソーロッドとしては納得がいかない。

　まだはたちにもならない少女たちを、その立場の弱さにつけ込んで側室にした事実だけ見ても、ソーロッドにとってのミクローシュは許しがたい男だった。百歩ゆずって、それが国土を敵から守るために必要なことだというのなら許せなくもないが、裏で大公国とつなぎを取っていたとなれば、もはやミクローシュは王国にとっては叛はん逆ぎやく者しやである。彼のやることには一分の正当性も認められない。

「あなた……それ、事実なのよね？」

「はい？　大公国の使者が来てるって話ですか？」

「そうよ」

「目的はともかく、来ていることは事実ですよう」

「ちょっとちょっと、何考えてるの、ソーロッドちゃん？」

「だって──これはれっきとした国家に対する裏切りよ!?」

「え～？　ただ敵国の使者を迎えただけで裏切りになるわけ？　最前線にだったらそういう使者が来るのってわりと日常茶飯事なんじゃないの？　そりゃあ王国を裏切る相談をしてるならともかく」

「案外、そのくらい突っ込んだ話をしてるかもしれませんよう」

　テーブルの上に置いてあったメモ帳をめくり、とあるページを開いたキリリクは、それをリューインにしめした。

「──我が軍の記録によるとですねえ、以前はかなり頻繁に我が軍がレハール公領に侵攻しようとしてたんですけど、ここ一年ほど、ぱったりとそれがやんでるんです。で、この屋敷に定期的に密使が訪れるようになった時期とかさなるんですよぅ、それが」

「ふぅん──」

　テーブルの上に残っていたワインの瓶びんをすべて空にしたリューインは、首をこきこき鳴らして目を細めた。

「つまり、力攻めではレハール公領を落とせないと考えた大公国は、方針を切り替えて、領主サマを籠ろう絡らくして抱き込もうとし始めたってことかな？　大公国側に寝返らないまでも、ここが独立してくれればそれだけ王国の国力は下がるわけだし」

「そ、それ！　何か証拠になるものはないわけ!?」

「残念ながらありませんねえ。……っていうかぁ、ソーロッドさんて、わたしの立場覚えてますぅ？」

　両手にフォークを持ってブタとキジを交互に味わいながら、キリリクが肩をすくめる。いわれてみればキリリクは大公国の軍人──一時的にリューインのサポートをしているとはいえ、大公国の不利益になるようなものをたとえ持っていたとしても、素直にソーロッドに渡すはずがない。

「レハール公はこの自治領の政治と軍事の最高責任者なわけですから、大公国から使者が来れば面会するのは当然のことです。それでもレハール公を叛逆者だと中央政府にうったえたいのなら、かなり強力な証拠が必要じゃないでしょうか？」

「そんな証拠を判わかりやすいところに置いとくほど、あの男はバカじゃないと思うけどね。どっちにしても、きみが首を突っ込むことじゃないよ」

　意気込むソーロッドを小こ馬ば鹿かにするように、リューインは小さくおくびをもらした。

「──だって、今のきみはぼくの従者でしょ？」

「誰だれの従者だとか、従者じゃないとか、そんなの関係ないでしょ！　わたしは王国の人間なんだから！」

「判わからない子だねえ」

　びん！　と何かが震える音がした。ソーロッドがふと視線を落とすと、厚みのあるテーブルの天板に銀のフォークが突き立っている。リューインがそばにあったフォークを手に取り、小さなモーションで投げつけた──そうとしか思えなかったが、ソーロッドにはその動きをまったく捉とらえることができなかった。

「……！」

「今のきみに、そういう意味での自由はないんだよ。文句があるなら自分自身をぼくから取り戻すことだね。そのための条件は、もうきみに伝えてあるじゃない？」

　浅い角度でテーブルに刺さったフォークを引き抜き、その先端を少女の鼻先で揺らしたリューインは、いつものあの薄い笑みを浮かべた。

「きみが支払うべき代価はぼくを納得させること──ぼくの出した条件を満たすことができれば、きみはいつでも自由を取り戻せる。でも、それができないなら不自由に甘んじるしかないよ。……ああ、ほかにもうひとつ、約束を守らない卑ひ怯きよう者ものって評価を受けることと引き換えに、今すぐすべてを捨てて逃げ出すこともできるけど？」

　ソーロッドにはそんな真ま似ねができないと知りながら、リューインはあえてそういった。ソーロッドのプライドを定期的に刺激することで、逆にソーロッドが逃げ出せないよう、巧妙に追い詰めるのがリューインのやり口なのだろう。そして、それが判っていても、やはりソーロッドはここから逃げ出すことができなかった。

「──お、追加の料理とワインが来たみたいだよ」

　回かい廊ろうをやってくる複数の足音に気づいたのか、リューインは何ごともなかったかのように椅い子すに腰を落ち着け、嬉うれしそうに舌なめずりをした。

　おそらくリューインにとっては、シャロルタやこの街の住人たちがどうなろうとどうでもいいのだろう。死のうと生きようと自分には関係ない。関係ないうちは気に留めることもない。リューインにとって本当に大切なものは自分自身だけ、それ以外のあらゆるものを気にかけない、何ごとにもこだわらないというそのスタンスこそが、リューイン・アズダハという剣士シユラフタの強さの秘密なのだと、今のソーロッドには何となく理解できた。

　ソーロッドはもちろん、ソーロッドの兄ギュンターさえも、リューインは自分より弱いと断じる。それは、ソーロッドたちに守るべきものがあるからだった。守らなければならないものは弱点になりうる。だから、自分自身以外に大切なものがないリューインは、ソーロッドやギュンターよりも強い──。

　ソーロッドはその理屈を認めたくなかったが、それはどんなに言葉を弄ろうしても否定できず、ただリューインに勝利することでしか否定できない事実だった。

　ふたたびナイフとフォークを手にしたソーロッドは、気を取り直して食事を続けた。

　いちいちこんなことでへこんで食欲を落としていたら、リューインを追い落とすことなど永遠にできない。ソーロッドはそう自分にいい聞かせ、キリリクと競うようにしておいしい料理を平らげていった。
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　ヴルショヴァラから消えたリューインとソーロッドを捜すといっても、フルルロッサたちには明確な指針があったわけではない。もし要よう塞さいを離れた直後に国境を越えて大公国側へ入り込まれていたら、もはや打つ手はなかっただろう。

　だが、リューインは大公国が誇る〝兵ひよう部ぶ十じゆう六ろつ旗き〟のひとり、ギジェルモ・ソルスを殺害している。敗戦の報とともにその事実はすでに大公国へと伝わっているはずだから、彼らがのこのこ国境越えをするとは思えなかった。

　国境を越えることなくヴルショヴァラを離れたのだとすれば、ひとまずは北に向かったのだろう──そう判断したフルルロッサも、ジャミーとともに街道沿いに北へ向かった。途中の街ではリューインたちらしい旅人の目撃情報はなかったが、ほかに何も手がかりがない以上、今はひとつひとつの街を当たっていくしかない。

「悠ゆう長ちような話だな、オイ」

　両腕につけていたガントレットをはずしてテーブルの上に放ほうり出だしたジャミーは、大きな溜ため息いきとともにドレスを脱ぎ去ると、下着姿のままでベッドに寝転んだ。

　きょうのふたりの宿は、日暮れ頃ごろにたどり着いた小さな町の、町長の屋敷だった。旅立ちに際し、餞せん別べつとして用意してもらった手形のおかげで、国内ならどこへ行くのも自由だし、こうして宿も融ゆう通ずうしてもらえるのはありがたかったが、肝心のソーロッドの行方が判わからないために、ジャミーはずっと機嫌が悪い。

「そんな簡単に見つかるようなら、ボクたちが要塞を離れる前に、殿下のところに発見の報告が届いてたはずだよ」

　フルルロッサは年下の剣友をなだめ、白銀の鎧よろいをはずしにかかった。

　ふたりが許可を得てソーロッドの追跡に出るのに先んじて、事態を把握した王都のサロメアは、各地にいる〝救きゆう国こく剣けん士し団だん〟の構成員たちに、リューインとソーロッドの行方を捜すように指示を出している。剣士団の規模を考えれば、ふたりの行方はいずれ判明するはずだが、実際に少女を奪還するのはフルルロッサたちの役目になるだろう。なまじの腕の剣士シユラフタでは、リューインに簡単に返り討ちにされてしまうからである。

　フルルロッサたちが本格的に動かなければならないのは、だから、情報網にソーロッドたちが引っかかってからになる。

「──それがまだるっこしいってんだよ」

　天井を見上げていたジャミーは、忌いま々いましげに舌打ちして身を起こした。

「今まで引っかかってねーってことは、ソーロッドはもうかなり北のほうにいるってこったろ？　じゃあオレらも急ごうぜ！」

「これでもまだ王国は広いんだよ。漠然と北にいるかもしれないってだけで、具体的な居場所はまだ判わからないんだから」

　鎧よろいを脱いで身軽になったフルルロッサは、外で馬の蹄ひづめの音がしたのを聞きつけ、窓を開けた。

「んー？　何かあったか？」

「判らないけど……何だろう？」

　ヴルショヴァラのような大都市と違って、人口一〇〇〇人程度の小さな町には日没後も騒げるような盛り場などはなく、夜ははやばやと火を落として翌朝に備えるし、そもそも町の門は閉ざされる。

「どうやら町長に──いや、ボクたちに急使が来たらしい」

「何？」

「こんな夜更けに町の門を開けさせるのは、よほど緊急の知らせがある時だけだよ」

　脱いだばかりの鎧を手早く装着したフルルロッサは、あざやかなオレンジ色の髪の乱れを簡単にととのえて客間を出た。

「お、おい！　オレも行くよ！」

「せめてドレスに着替えてからにしてよ！」

　フルルロッサがすでに明かりの落ちた廊下に出ると、ちょうど客間を訪ねようとしていたのか、燭しよく台だいを持った町長が向こうからやってくるところだった。

「おお……ミショー卿きよう。まだお休みではなかったのですな」

「はい。──今、急使が来たようですが？」

「ええ、ミショー卿とザカリアス卿にお会いしたいと……使者のかたがたは玄関ホールでお待ちです」

「かたがた──？　ひとりではないのですか？」

「はい、おふたりですが」

　自分たちのところへ急使が来るとすれば、ソーロッドの居場所を伝えるサロメアからの知らせだけだと思っていたフルルロッサは、首をかしげながらも階下へ急いだ。

　玄関ホールでソーロッドを待っていたのは、旅のほこりにまみれて薄汚れた藍あい色のマントの男たちだった。白い薔ば薇らの刺し繡しゆうが入った藍色のマントは、王族が私的なやり取りをする際に使者にあたえるもので、一種の手形のような役割を果たす。おそらくふたりともサロメアから派遣された急使だろう。

「サロメア殿下からの書状です。ユーミール卿の目撃情報があったと」

　そういって、まずひとり目の急使がフルルロッサに封のされた書状を手渡した。

「こちらもサロメア殿下からの書状ですが、内容については自分も存じ上げません。ザカリアス卿とふたりだけで開封し、内容を把握したあとは誰だれにも見られないように処分せよとのおおせです」

　ふたり目の使者が差し出した書状は、桐きりの木箱に納められた上から封紙が巻かれ、さらに封ふう蠟ろうが捺おされている。こちらのほうはよほど機密性の高い内容なのだろう。

「おい、フルル！　何だって？」

「もう真夜中なんだから大声を出すのはやめなよ」

　遅れてやってきたジャミーを叱しかりつけると、フルルロッサはふたりの急使にかさねて礼を述べ、足早に階段に向かった。

「お、おい、教えろよ！　急使って何だったんだよ？」

「一通はソーロッドの居場所についての知らせだったよ。……ただ、もう一通、中身の判わからない書状が届いた」

　客間に戻ると、フルルロッサは扉に鍵かぎをかけ、窓を閉めた。

「何だよ、やけに警戒してるじゃねーか」

「もう一通のほうは、内容は極秘でボクときみだけで読めって指示があったからね。もし内容が外部にもれたら、かえってここの町長さんたちに迷惑がかかる」

　念入りに戸締まりをしてから、フルルロッサはベッドに腰を降ろし、一通目の書状の封を切った。

「どこだよ？　ソーロッドはどこにいるって？」

「……レハール公領に向かったのが確認されたらしい」

「レハール公領？　──ってどこだ？」

「地図で確認しなよ。それよりこっちの……もう一通のほうが問題だ」

　フルルロッサは桐きり箱ばこを開けると、慌てて地図を開き始めたジャミーを尻しり目めに、厳重に封をされた書状を開いた。

　一通目と同じくサロメアが愛用している香水が振られた上質な紙には、他言無用と再三にわたって念を押した上で、軍が極秘に王都を進発した事実が記されていた。

「──レハール公領に、軍を派遣……？」

「あ？　何だって？」

「レハール公領に向かってひそかに軍が王都を出たそうだ」

「何だよそれ？　ソーロッドを奪還するのに軍が動き出したってのか!?」

「いや、とりあえずソーロッドとは無関係らしい。だからこそサロメア殿下がこっそり教えてくれたんだよ」

「んじゃどーゆーことだよ、軍がどーのって!?」

「だから声が大きいよ、ジャミー」

　唇の前に指を立てたフルルロッサは、ジャミーから取り上げた大きな地図をテーブルの上に広げた。

「──見て判るように、レハール公領は大公国と国境を接している。ここを治めているのは王家に連なるミクローシュ・パラシューヌ・レハールだけど、そのミクローシュには、以前からかんばしくない噂うわさがあったんだよ」

「噂うわさ？」

「ミクローシュは裏で大公国と手を結び、王国から独立しようとしている──いわば第二の大公国になろうとしてるんじゃないかってね」

「……ジョーダンだろ？」

　地図の上のレハール公領をその隣の大公国とくらべ、ジャミーは眉まゆをひそめた。

「──こんなちっぽけなトコが独立したって第二の大公国にはなれねーって。規模がぜんぜん違うじゃねーか」

「大公国が王国から独立を宣言した三〇〇年前は、今よりずっと小さな国だったんだよ。それが今じゃ王国よりも大きな国になってしまった。そういう前例があるからこそ、王国は各地の公領の離反にはずっと警戒してきたんだ。だけどミクローシュは、再三の呼び出しにも応じることなく、あれこれと理由をつけて王都への召喚をこばみ続けてきた。そういうことを繰り返していれば、疑うなというほうが無理だと思うよ」

　サロメアの書状によれば、今回の極秘の出兵は、おそらくイリヤスハールのミクローシュ邸を急襲し、有無をいわせず本人を捕縛して王都に連行することが狙ねらいだという。

「この軍の動きに合わせて、ボクらにも殿下から極秘の任務がひとつ追加された」

「極秘任務？　心躍る響きじゃねーか。何をすりゃいいんだ？」

「殿下が紹介状を同封してくれているんだけど」

　桐きりの箱に入っていたもう一通の封書をジャミーにしめし、フルルロッサはいった。

「──まずはこれを持ってミクローシュ討伐軍に合流し、いっしょにイリヤスハールに向かえとのご指示だ」

「その討伐軍て誰だれが率いてんだ？　ハナシ通じるんだろうな？」

「指揮官はアフラ・ブルガーダ将軍らしい」

「……知らねーな」

「だろうね」

　フルルロッサは溜ため息いき混じりにうなずいた。

　アフラ・ブルガーダは、王国軍における数少ない男性の剣聖チヤルダーシユで、地味だが実務能力の高い堅実な将軍として知られている。自身は〝鉄てつ鎖さ派は〟の剣士シユラフタであり、さらにいうなら、その師匠はソーロッドの祖父ミコワイだった。

「──おそらくこの作戦自体、ユーミール家の後押しがあって実現したものだろうね。ミコワイ将軍は陛下の軍事顧問だし、それに、あの手この手を使って宮廷内でのユーミール家の発言力を高めようとしている」

「ああ……そういやウチの親父おやじも、最近ユーミール家が目障りだって愚痴っぽいことばっかいってやがったな」

「でも、ブルガーダ将軍がミコワイ将軍の弟子なら、事情を打ち明けてソーロッド救出に手を貸してもらえると思うよ。それ自体は悪いことじゃない」

「……何だか含みがあるいい方じゃねーかよ。ほかに何か悪いことがあんのか？」

「それがまさに殿下からの極秘の任務なんだけど、それについては道中で説明するよ。とにかく今は先を急ごう」

「おう！」

　ジャミーはすぐさま部屋の隅に転がしてあったガントレットを手に取った。

　サロメアからの書状を燭しよく台だいにかざし、フルルロッサは嘆たん息そくした。

「討伐軍がイリヤスハールに到着する前に合流しないと……」

　書状が完全に白い灰に変わるのを見届けたフルルロッサは、少ない荷物をまとめてジャミーとともに部屋を出た。
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　ミクローシュの屋敷に来た翌日、リューインは、朝食と昼食を兼ねた席に招かれた。

「……大切なお客人とやらは、もう大公国に帰ったみたいだね」

　皮肉っぽい呟つぶやきをもらし、リューインは広間を見回した。

　広間にはきのうはなかった巨大なテーブルが用意され、朝から食べるには重すぎるとも思える数々の料理が並んでいたが、席に着いているのはミクローシュひとりで、シャロルタたちはやはり背後に控えていた。彼女といっしょに並んでいる、同じような恰かつ好こうをした娘たちが、要するに落らく鳳ほう騎きの面々なのだろう。

「やあ、アズダハ卿きよう」

　ミクローシュは椅い子すから立ち上がり、諸もろ手てを広げてリューインを歓迎した。

「──ゆうべはせっかくの客人を放置してしまってすまなかった」

「別に気にしないでいいよ。領主サマともなればつき合いとかもいろいろあるだろうし、ふらっとやってきた流れ者の相手なんかしてられないでしょ。こっちはおいしいワインと料理と、それにふかふかのベッドを提供してもらえただけで満足だから」

「そのいい回し……よく慇いん懃ぎん無ぶ礼れいなヤツだといわれるだろう？」

「慇懃無礼っていうか、単に無礼？　とはよくいわれるね」

「だろうな」

　リューインに自分の隣の席を勧め、ミクローシュは面白そうに笑った。

「形式だの伝統だのにこだわる老人たちがいいそうなことだ。そんなもの、本当に必要な場で最低限守っていればいいことなのに、ふだんからあれこれ細かいことをいう人間が私は嫌いでね。私が父の跡を継いだその日のうちに、口うるさいじいやには暇を出した」

「なるほどねえ」

　もしミクローシュのそばに形式や伝統を重んじる老臣がひとりでもいれば、領内の娘たちの中から剣を使える者を集めて側室にし、近衛このえを兼任させるような真ま似ねはさせなかっただろう。自分の芸術性を追い求める理想主義者であると同時に、ミクローシュは、昔からの慣習を無駄だと断じて廃する合理主義者でもあるらしい。

「ところで、きのうから気になっていたんだが──」

　別のテーブルに着いたソーロッドとキリリクを一いち瞥べつし、ミクローシュはいった。

「貴公の従者の……あの金髪の娘、彼女が持っているのは神剣マズルカでは？」

「まあね」

　ふたりの視線が自分に向けられていることに気づいて、ソーロッドは慌ててうつむき、食事に没頭しているふりをした。

「では、彼女も剣聖チヤルダーシユなのかな？」

「まだ未熟者だけどね」

「謙けん遜そんだな。この世におのれの神剣と出会える剣聖がどれほどいる？　神剣を持った剣聖というだけで、どこの国に行っても賓ひん客きやくとしての待遇を得られるだろうに」

「あの子が未熟っていうのはさ、あくまでぼくとくらべてってことだよ。確かにあの子も世間一般ではかなりの使い手ってことになる。──けど、そんなことをいうなら、領主サマのところにだって綺き麗れいどころの剣聖がたくさんいるわけでしょ？　城下で聞いたよ」

　キリリクに調べさせたことを、さも自分が市井で聞いてきたかのように語り、リューインはシャロルタたちを一瞥した。

「──特にそこのシャロルタちゃん、かなりやりそうじゃない？」

「貴公の言葉を借りれば、まだまだ未熟者だが──な。とはいえ、我が落らく鳳ほう騎きは、この地方の治安維持になくてはならない存在だ。いろいろと助けられているよ」

　ミクローシュがシャロルタのほうを振り返り、グラスをかざす。シャロルタはそれに対して無言で一礼したが、どちらにしてもリューインには、そらぞらしい三文芝居にしか思えなかった。

「実は、まさにそのことで貴公に話があるのだが」

「話？」

「ああ。──さっそく始めよう」

　ミクローシュが手を叩たたくと、ふたりの侍女が東西に分かれてそれぞれの回かい廊ろうのほうへ歩いていった。

　リューインたちが食事をしている広間は回廊で囲まれた広い中庭に向けて開かれており、テーブルも椅い子すも、中庭を眺める位置にしつらえられている。その中庭には、鎧よろい姿すがたの兵士たちが数人控えていて、まるでこれからここで何かがおこなわれるかのようだった。

「何が始まるのかな？」

　よく冷えたメロンとハムを交互につまみ、合間にワインをくいくい飲みながら、リューインはミクローシュに尋ねた。

「貴公らもきのうここへ来た時に出くわしただろう？　私の屋敷には、仕官先を求めてあちこちから腕自慢の男たちが集まってくるのだが、それがけっこうな数になる。それを十日に一度、ここでふるい落とすのだよ」

「要するに御前試合みたいなことをやるわけ？」

「ありていにいえばそうだ。そこで多少なりとも見込みがあるようなら、我が軍の百人長や千人長に抜ばつ擢てきする。もっとも、そこまで腕の立つ者はなかなかいないのが現実だが」

「まあ、ぼくとくらべればみんな見おとりするだろうねえ」

「それをいうな、アズダハ卿きよう」

　ミクローシュはくすりと笑って親しげにリューインの肩を叩たたいた。

「そこには目をつぶって、ただの余興として楽しんでくれ。田舎のことゆえ、客人を楽しませる娯楽がほかになくてな。何か意見をもらえれば助かる」

　ミクローシュのその言葉が終わるのとほぼ同時に、侍女に案内されて中庭に剣士シユラフタたちがやってきた。東西に分かれて並んだ男たちはいずれも修しゆ羅ら場ば慣れをしていそうな強こわ面もてばかりで、客人を拒絶する門番としてなら、今すぐにでも採用できそうな連中だった。

　やがて、双方からひとりずつ男たちが進み出てきて、中庭の真ん中で順に立ち合いを始めた。立ち合いといっても、手にしているのは剣を模した木の棒であり、真剣勝負にはほど遠いが、技量を見るぶんには特に問題はない。本当の手て練だれなら、手にしているのが木の棒であってもひと打ちで相手を即死させることは可能であり、それほどの剣士がここに出てくるのであれば、ミクローシュにとってはむしろ僥ぎよう倖こうというべきだろう。

「……まあ、血を見るような展開になればいいってものじゃないけどね」

　正直、リューインからすればあくびが出るような茶番だった。余興代わりにといわれてこれを見せられたら、本気で怒り出す者もいるかもしれない。屋敷の主人であるミクローシュからすれば面目を潰つぶされたようなもので、彼の口数が急に少なくなったのも、彼の不機嫌さを物語っているようだった。

　あくびをごまかすために顔をそむけてソーロッドたちのテーブルを見ると、ちょうどソーロッドも退屈そうに大きなあくびをしているところだった。要するに、彼女の物差しで判断しても、この御前試合は退屈なものなのだろう。

「──最近は南方が騒がしいからね」

　目が合ったソーロッドに軽くウインクして、リューインはミクローシュにいった。

「何？」

「近ちか頃ごろは南のほうが騒がしいじゃない？　ヴルショヴァラとかさあ」

「ああ……それは私も聞いている。かの〝破は軍ぐん明みよう星じよう〟が大公国軍の数万の軍勢を撃退し、逆侵攻を仕掛けているとか」

「腕に覚えのある傭よう兵へいや流れ者の剣士が、自分の腕を少しでも高く売りつけようと思うなら、今は王国じゃなく大公国に行くんじゃない？」

「だから今はろくな剣士が集まらないというわけか？　まさか客人に気を遣っていただくとはな……まったく、弁明のしようもない。貴公のいうように、今回集まった男たちはいつになく質が低いよ」

「けどさあ、あの東側の一番端っこに並んでる男」

「あの大柄な男か？」

「あれはちょっと頭ひとつ出てるんじゃない？」

「確かに……あの男が腰に帯びているのは神剣マズルカのようだ」

　ミクローシュは侍女に持ってこさせた資料を広げ、軽く目を通した。

「〝不ふ動どう派は〟の剣聖チヤルダーシユダーモット・クレルグ、人呼んで〝斬ざん岩がん剣けん〟……だそうだが、聞いたことのない名だな。貴公は知っているか？」

「初耳だね」

「本人の申告では、はるか西方の、ブルゴヴィシテ王国で千人長を務めたことがあるという話だが」

「どこ、それ？」

「大公国のさらに向こうにある小国だ。……すぐには確認が取れないと踏んで、適当な経歴をでっち上げる人間は多いが、重要なのは前歴よりも実力だ」

　書類を侍女に投げ返し、ミクローシュはダーモットなる大柄な剣士シユラフタの腰を見つめた。

「不ふ動どう派はは巨大な両手持ちの剣を得意とする流派……なるほど、あれを振るえば巨大な岩もまっぷたつにできるという自信ゆえか、〝斬ざん岩がん剣けん〟という綽しやく号ごうは」

「ちなみに聞きたいんだけどさあ」

　けさ焼いたばかりとおぼしいやわらかく香ばしいパンにはほとんど手をつけず、ワインばかり飲みながら、リューインはミクローシュに尋ねた。

「──あれくらいの神剣を持った剣聖だと、領主サマの軍ではどのくらいの地位に就けるわけ？」

「そうだな……〝剣奏ヒムヌ〟を完全に使いこなせるのであれば、それこそ千人長の地位に就けてやってもいい。落らく鳳ほう騎きの九人の剣聖の中で剣奏が使えるのはシャロルタだけだからな。剣奏が使えないなら百人長といったところだが、まがりなりにも自前の神剣を持つ剣聖なら、それだけで高い俸ほう禄ろくを出す価値はある」

「でも、さすがにあの男がシャロルタちゃんより腕が立つようには見えないけどねえ」

　すでにリューインもミクローシュも、男たちの戦いなどまるで見ていない。見るまでもなく、実力のほどが想像できる連中ばかりだからである。

「今気づいたが、東西で数が合わないようだ」

「え？」

「あの男の相手がいないということだよ。……なら、いっそシャロルタに相手をさせてみようか？　木の棒での叩たたき合あいなどではなく、おたがい本ほん身みで」

　あのダーモットなにがしとシャロルタに、おたがいの神剣を使って立ち合わせようというのである。ダーモットが神剣を使いこなせるかどうか、実際に神剣を使って戦わせなければ判断できないが、当然、木の棒での打ち合いとくらべれば、それなりの危険がともなうのも事実だった。

「見たいかどうかってことでいえば……まあ、見たいよね。でも、仮にも領主サマの側室なんでしょ？　きのう本人から聞いたけどさ？」

「ああ。だが、そうそう後おくれを取るような鍛え方はしていないと自負してもいる」

「そういう意味じゃなくてさ、向こうが本気を出せないんじゃないかってこと。……領主サマの奥方をもし傷つけちゃったらって思ったら、これから雇ってもらおうって立場じゃなかなか本気は出せないって」

「ふむ」

　それも一理あるといいたげに、ミクローシュは腕組みをして思案顔を作ったが、すぐにリューインを見やり、

「……ならばいっそ、貴公が相手をしてはどうだ？」


















「私には貴公の腕が非凡なものだとは判わかるが、あくまでそこまでだ。具体的に貴公がどのような剣技を使うのか、非常に興味がある。……それに、貴公のその剣にもね」

「ぼくがこれを抜くのはよほどの相手の時だけだよ。あの程度の剣士シユラフタにはもったいない」

　背中のロカマドゥータにそっと触れ、悪びれることなく答えたリューインは、逆にミクローシュの顔色を観察しながら聞き返した。

「……まあ、領主サマが得え物ものを貸してくれるっていうなら、軽く相手をしてやるくらいはいいけどさ」

「私の神剣マズルカを貸せと？」

「どうせ何本も持ってるんでしょ？」

「それは……貸すのはやぶさかではないが、抜けないのでは意味がないだろう？」

「神剣の鞘さやは鈍器としても優秀だからね。──どのみち殺しちゃまずいんでしょ？」

　グラスに残っていたワインを飲み干したリューインは、軽く嘆たん息そくして立ち上がった。

「シャロルタ」

　ミクローシュがシャロルタを一いち瞥べつすると、憂い顔の少女は無言でうなずき、背負っていた得物をはずしてリューインに差し出した。

「……公からお預かりしているククルラージェです」

「ロムパイア──かな？」

「はい」

　ロムパイアは、長い柄えの先に幅広の刃がついた、剣と槍やりをミックスしたような武器である。片手であやつれるほど軽い武器ではないが、遠心力を利用した斬ざん撃げきの破壊力は、なまじの長剣など寄せつけない。

　ただ、白銀の輝きを放つこのロムパイア──ククルラージェは神剣である。ククルラージェが認めた剣聖チヤルダーシユでなければ鞘から引き抜くことはできず、その真の力を解放することもできない。

「……長さ的にはちょうどいいかな」

　眠りに就いたままのククルラージェは、柄の部分が長剣の柄つかほどの長さしかない。シャロルタが手にすれば、おそらくこの柄が長く伸び、刃をおおう鞘にかけられた鎖がはずれるのだろうが、リューインが軽く放ほうり投なげたり左手に持ち換えたりしても、まったく反応しなかった。

「このままでは本当にただの鈍器にしかなりませんが……よろしいので？」

「だって、ふつうの剣だとぶつけた瞬間にぽきっと折れちゃうでしょ？　あっちは抜き身の神剣を使うわけだからさあ。せめてこっちも互角に打ち合える得物でないと」

「ですが、あちらはおそらく選ばれております」

　神剣マズルカに選ばれた剣聖チヤルダーシユは、身体的な能力を限界まで引き出すことができる。同じ剣聖同士でも、自分の神剣を持っているのといないのとでは、腕力や身軽さにおのずと差が出てくるのが道理だった。

「んー？　ま、そのくらいいいんじゃないの？　領主サマが知りたいのは、あの大男がどの程度まで神剣を使えるかってことなんだし」

「……危険では？」

「どっちが？」

　気き遣づかいを見せるシャロルタに笑いかけ、リューインは中庭へと降りた。

「……！」

　リューインが出てきたのを見て、ソーロッドが目を丸くして腰を浮かせたが、リューインはそれを視線で制した。

「そこの……えーと……クレルグ卿きよう？　だっけ？　とにかくまあ、領主サマが出るまでもないよ。代わりにこのぼくが、領主サマの名みよう代だいとして相手をしてあげる」

　あわよくばミクローシュ自身の神剣を借りられればと思っていたが、さすがに世の中そこまで甘くはない。とはいえ、神剣を貸してくれればやるといった以上、いまさらやめるとはいえなかった。

　借り物の神剣を手に、ダーモットなにがしの前に立ったリューインは、ミクローシュを振り返って聞こえよがしにいった。

「ところで領主サマは、彼を雇うつもりはあるわけ？」

「なぜそんなことを聞く？」

「それによって手加減の度合いが変わってくるからね」

「────」

　怒声こそなかったが、ダーモットの顔が怒りに紅潮するのが判わかった。

「雇ってすぐにはたらかせたいなら、ぼくもそのつもりでやさし～く相手をするけど、そうじゃないならそれなりにぞんざいに相手するよ？」

「……と、こちらのアズダハ卿はそういっているが、〝斬ざん岩がん剣けん〟、貴公はどうだ？　私としては、貴公がアズダハ卿との勝負に勝とうと負けようと、いずれにしても貴公を雇いたいと考えているのだが──？」

「それがしはおのれの力をしめすためにまいったのです。手加減などもとより無用！」

　眉み間けんに深いしわを刻み、リューインを睨ねめつけて揚よう言げんしたダーモットは、見たところ四〇をすぎたくらいか、おそらくこれまでひたすらに剣の修行に打ち込んできたのだろう。節くれ立った手や剝むき出だしになった肌のあちこちに残る古傷が、彼が歩いてきた道の険しさを物語っている。

「……まあ、相手を威圧するにはいいかもね」

　ダーモットが腰の剣を抜くのを静かに見守り、リューインは薄く笑った。

　才能のあるなしは問題ではない。リューインのように、何か目的があって名を伏せていたのでもないかぎり、四〇になるまで世に知られてもいない、仕官もできなかった剣士シユラフタなど、しょせんはそこまでの才能だった。

「確かにあなたは神剣マズルカには選ばれたかもしれないけど……ここが頂点だよ、たぶん、あなたの力は」

　ククルラージェを肩にかつぐように構え、リューインはダーモットを見み据すえた。

　リューインはさほど興味がないが、不ふ動どう派はとやらは両手持ちの長剣のあつかいに長たけた流派であり、その剣は重厚、手数の多さよりも一撃の威力を重視しているという。おそらく、みずから動いて仕掛けるのではなく、どちらかといえば腰を据えて相手の出方を冷静に見極め、仕掛けてきたところを迎え撃つタイプだろう。

「さすがに何もさせずに勝つってのはまずいよね。実力を見たいんだし」

　ぼそりともらし、リューインは歩き出した。右手にククルラージェを握り、特に構えるでもなく、無造作にダーモットとの距離を詰めていく。

「ちょ、ちょっと──!?」

　ソーロッドが驚きの声をもらしたのが聞こえた。背後のシャロルタがはっと息を呑のんだことも、ミクローシュが無言で息を詰めたのも気配で判わかる。

「おたがい遠慮も手加減も無用なんだから、さっさと斬きれば？　真正面から構えもせずに近づいてくる相手に手が出せないなんて、岩をも斬り裂くって綽しやく号ごうが泣くよ？」

「ぬっ……！」

　ぎりぎりまでリューインの出方を窺うかがうつもりだったのだろう、ダーモットは唖あ然ぜんとした様子で目を丸くしていたが、すぐに反応して剣を繰り出した。

　逆ぎやく袈げ裟さにすり上がった剣が、リューインの鼻先をかすめる。ダーモットの間合いに平然と踏み込んていったリューインが、すぐさまその剣のリーチを見切って半歩下がり、すさまじい一撃をかわしたのである。

　大きく見開かれた双そう眸ぼうに男の驚きが見て取れる。だが、その驚きよう愕がくを押し殺したダーモットは、一気に踏み込むと同時に振り上げた剣をすぐさま垂直に落としてきた。リューインの脳天へと、厚みのある神剣の刃が降ってくる。

「──ま、田舎の私兵なら充分じゃない？」

　リューインは目を細めることなく、ククルラージェでダーモットの剣をはじいて逸そらすと、左手の中指と人差し指を揃そろえて作った指剣をダーモットののどに差し向けた。

「────」

　ざくりと異音がして、ダーモットの剣はその三分の一ほどが地面にめり込んでいた。尋常の使い手がふつうの剣を渾こん身しんの力で振るっても、刃をこれほど深く突き刺すことなどできまい。

「たとえぼくの頭が岩でできていたとしても、もし今の一撃をまともに食らったら、たぶん一刀両断になってただろうね。……確かにこれは〝斬ざん岩がん剣けん〟だ」

　形ばかりの賞賛の言葉を口にしたリューインは、おどけたように両手をあげて数歩後ろに下がった。

「ぐ──」

　ダーモットは地面にめり込んだままの剣から手を放すと、のどを押さえてその場にうずくまった。別にリューインが何かやったというわけではなく、ダーモットの踏み込むいきおいが、そのまま彼ののどを突く指剣の威力に変換されただけのことである。

　もっとも、のどを突かれて咳せき込こむ程度ですんだのはそれが指だったからであり、もしフォークの一本でも持っていれば、今いま頃ごろダーモットは死んでいただろう。

「──まあ、岩はよけたりはじいたりはしないからさあ」

　リューインが広間のほうを見やると、ミクローシュは椅い子すから立ち上がって賞賛の拍手を送った。

「クレルグ卿きようの手腕、見せてもらった。我が軍の百人長として召し抱えよう。──そしてアズダハ卿、貴公さえよければ、千人長として私に仕えるつもりはないか？」

　レハール公領ではミクローシュが将軍として全軍を率いている。千人長といえば、そのすぐ下で一〇〇〇人の兵士を率いるれっきとした士官だった。ミクローシュを頂点とするレハール軍では、実質的にはもっとも高い地位といえる。

　しかし、リューインは即座に首を振った。

「──今の王国で仕官するのが正解とは思えないし、そもそもここじゃあ千人長より上の地位は領主サマなんでしょ？　つまり、それ以上は出世できないじゃない」

　ククルラージェをシャロルタに投げ返し、リューインは自分の席に戻った。

　人の手を借りて退場していくダーモットを見送り、ミクローシュは嘆たん息そくした。

「確かにあの男も腕は悪くないが……やはり貴公とくらべると見おとりがするな」

「ぼくとくらべるのがそもそもの間違いじゃないかな？」

「今のを見せられたあとでは、その言葉も大言壮語には聞こえん。貴公がその剣を抜いた時にどうなるのか、ますます興味が湧わいてきた」

「仕官は無理でも、ひと晩いくらとかでならこの腕は売るよ？　殺したい人間がいる時は気軽に相談して」

　本気とも冗談ともつかないリューインの言葉に、ミクローシュはワイングラスを持つ手を止め、少年の顔をまじまじと凝視した。





　　　　☆






　フルルロッサとジャミーがレハール討伐軍に追いついたのは、イリヤスハールまで歩兵の行軍速度であと二日という日の、日没後のことだった。

　見晴らしのいい小高い丘の上に陣を張って野営の準備にかかっている軍勢を遠目に見やり、フルルロッサは渋い顔をしていた。

「おい、どーしたんだよ、フルル？」

　特注の鞍くらから腰を浮かせて尻しりを押さえていたジャミーが、フルルロッサの表情に気づいて声をかけた。

「例の討伐軍てのはあいつらで間違いないんだろ？　さっさと司令官のとこへ乗り込もうぜ。……馬に乗りすぎてさすがに尻がいてーよ」

「ちょっと……静かにしてくれないかな、ジャミー」

「何だよ、オメーはその……誰だれだっけ、ぶ、ぶる、ブルガーダ？　とかいう将軍に会ったことねーのか？」

「顔かお馴な染じみならここまで躊ちゆう躇ちよしないよ」

　おそらくあの軍勢が、アフラ・ブルガーダ将軍率いるレハール討伐軍で間違いない。だが、あちらはあくまで極秘裏に動いている軍である。迂う闊かつに近づけば、秘密を守るためにその場で捕らえられかねない。

　たとえそうでなくとも明後日には戦闘に入るかもしれない兵士たちである。殺気立っている者もいるに違いない。軍の様子を窺うかがう不審者に間違われでもしたら、たちまち槍やりを持って追い回されるはめになる。

「何だよ、めんどくせーな……んじゃ、いっそこいつら無視して先を急ぐか？　どのみちソーロッドを取り戻すのに軍の力を借りるつもりなんざ最初からなかったしよ」

「きみの考えは甘すぎるよ」

　フルルロッサは下馬したあとも尻ばかり撫なでているジャミーを振り返った。

「──リューイン・アズダハは、ボクときみのふたりがかりでも勝てないかもしれない相手なんだ。あの男を出し抜いてソーロッドを無事に取り戻そうとするなら、討伐軍の協力は絶対にあったほうがいい。もうひとつの任務のこともあるし……とにかく、ボクがどうにかうまく話をつけるから、きみは余計なことをいわないでね？　あいさつだけきちんとしてくれればいいから」

「……大丈夫なのか、ホントに？」

「きみの口数が少ないほうがうまくいくはずだよ」

　フルルロッサは馬を引いて野営地に向かった。

「──待て、そこのふたり！」

　篝かがり火びのそばにいた夜警の兵士たちが、ふたりに気づいて誰何すいかの声こえをあげた。

「いったい何者だ!?」

「ブルガーダ将軍にお目通りを願いたい。こちらは陛下の遠縁に当たるザカリアス家の一子ジャミー嬢と、その同輩フルルロッサ・ミショーである。サロメア殿下の〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟が来たと伝えてもらえればいい」

「サロメア殿下の──？　しょ、少々お待ちください！」

　夜警のひとりが慌てて走り去っていく。王国軍の兵士のほとんどは平民出身で、王侯貴族の顔と名前をいちいち覚えているはずもなかったが、それでも国王の遠縁というフレーズやサロメアという名前には、権威に弱い彼らの態度を劇的に変化させる効果があった。

「お待たせいたしました！」

　先刻の兵士がすぐに戻ってきた。

「閣下がお会いになるそうです。どうぞこちらへ」

　兵士はフルルロッサたちを案内して野営地の真ん中を突っ切っていく。おびただしい数の陣屋が立てられているが、外に出ている兵士の数はさほど多くはなかった。決戦に備えてゆっくり休んでいるのかもしれない。

　やがてふたりは、もっとも大きな陣屋へと案内された。

「閣下！　おふたりをお連れいたしました！」

　陣屋の中でフルルロッサたちを待ち受けていたのは、鼻の下の髭ひげと癖の強い巻き毛が特徴的な男だった。剣士シユラフタとしてはやや身体からだが重そうに見えるが、軍を指揮する司令官としては、その恰かつ幅ぷくのよさが兵士たちに安心感をあたえるだろう。

　大きなテーブルの上に広げていた地図をたたみ、男はふたりを見やった。

「〝荊けい棘きよく万ばん刃じん〟どのと──そちらが〝金きん蓮れん公こう主しゆ〟どのですかな？　お噂うわさはかねがね伺っておりますよ。私が陛下よりこの軍を預かっているアフラ・ブルガーダです」

　人当たりのよさげな笑みを浮かべ、ブルガーダはふたりに簡易ベンチを勧めた。

「このような場ですのでたいしたおもてなしもできかねますが、すぐにあたたかい飲みものを運ばせましょう。──で、まずははっきりとさせておきたいのですが」

　後ろ手に手を組み、ブルガーダはテーブルを回り込んでふたりの前に立った。

「──私が軍を率いてここにいることをどうやってお知りになったのです？　今回の作戦は、都にいる軍の人間でも知る者は少ないはず……もし情報の漏ろう洩えいがあったとすれば由ゆ々ゆしき事態ですからな」

　笑顔のまま、ブルガーダは少女たちを見み据すえた。人当たりがよさそうに見えるのはあくまで上辺だけで、そのまなざしには寒さむ気けがするほどの鋭さがある。

　フルルロッサは慎重に言葉を選んで説明にかかった。

「閣下は、ミコワイ・ユーミール将軍と親しいとお聞きしております」

「無論、ユーミール老将軍は私の剣の師でもあります。……しかし、それが何か？」

「実は、老将軍の孫娘で我々の同輩でもあるソーロッド・ユーミールが、今、イリヤスハールにいるらしいのです」

「イリヤスハール──」

　ブルガーダの目がぐっと細められる。この軍の目的地をなぜ知っているのか──ブルガーダはフルルロッサたちへの疑念をさらに強めたようだった。

「本人の名誉のために、今はまだ詳しくは申し上げられないのですが、ソーロッドはそこで我々の救助を待っているのです」

「……老将軍には都を発たつ前にあいさつに伺ったが、そのようなことは何もおっしゃっておりませんでしたぞ？」

「老将軍は公私の別をはっきりとなさるおかたなのでは？　そのようなことを打ち明ければ、閣下の任務遂行のさまたげになるとお考えになり、あえて何もおっしゃらなかったのだと思いますが」

「……そのような事実があるとして」

　ブルガーダは溜ため息いきとともに陣屋の中を歩き始めた。

「そのことと、ご両所がここにいらしたことと、どのような関係が？」

「おそらく老将軍は、ことと次第によってはソーロッドが命を落としてもやむなしとお考えなのでしょう。何よりも名誉と規律を重んじるおかたです。……ただ、殿下はそれを哀あわれんでおいでなのです」

「殿下？　──サロメア殿下が？」

「はい。老将軍のお立場では、孫娘を救いたいと声高に叫ぶことはできかねますが、ソーロッドは殿下にとっても目をかけてきた妹のようなもの……そして絶ぜつ華か十じゆつ剣けんのひとりです。むざむざと死なせてしまっては、ソーロッドはもちろん、老将軍があまりに不ふ憫びんだとおっしゃって、彼女の救出を我々に命じたのです」

「なるほど……」

「本来なら閣下の軍が到着する前にソーロッドを救出すべきところでしたが、我々の不手際でそれが間に合わず、恥を忍んで閣下に助力をお願いにまいったのです。こちらは、いざという時には閣下を頼たよれとの、殿下から頂いた紹介状です」

「確かにサロメア殿下なら、我が軍の動きを把握しておられても不思議はない。それをご両所に明かしてしまわれたのは決してほめられることではないが、おそらく陛下なら、このことで殿下を罰したりはなさらぬでしょうな」

　サロメアからの紹介状に目を通し、ようやくフルルロッサたちがここにやってきた理由に得心がいったのか、ブルガーダは静かにうなずいた。

「──ですが、私に助力を求めよとはどのような意味です？　ご両所は王国でも指折りの剣聖チヤルダーシユ……〝荊けい棘きよく万ばん刃じん〟と〝金きん蓮れん公こう主しゆ〟が揃そろっているのに、私などの助力が必要になるとは思えません。いや、そもそもソーロッド嬢ご自身も剣聖ではありませんか。いったいどのような窮地におちいっておられるのです？」

「それにはまず、リューイン・アズダハという男のことをご説明しなければなりません」

　兵士がホットワインを運んできたのを見て、フルルロッサはいったん口を閉ざした。

　落ち着きのないジャミーには苦痛かもしれないが、ブルガーダの説得にはもう少し時間がかかりそうだった。
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　ユーミール家の娘とはいえ、ソーロッドはしょせん拾われた子供である。王都の屋敷に迎えられたあとも、しばらくは令嬢としてのあつかいはしてもらえなかった。むしろ、降って湧わいたような幸運を摑つかんだ小娘として、屋敷の使用人たちからは嫉しつ妬とのまなざしで見られていたと思う。

　それがようやくあらたまったのは、嫡ちやく男なんギュンターがソーロッドの置かれた境遇を察して、何くれとなく世話をするようになってからだった。ソーロッドをユーミール家に引き取ったのがミコワイの気まぐれだったにせよ、いずれ家督を継ぐはずのギュンターが、ソーロッドを自分の妹としてまめまめしく世話を焼くのを見れば、使用人たちもそれにならわざるをえない。ここでソーロッドに冷淡に接していては、将来ギュンターが家長となった時にうとんじられるかもしれない──そんな打算がはたらいたのだろう。

　しかしソーロッドは、使用人たちの態度が友好的になったからといって、それに甘えて何でも人任せにするような真ま似ねはしなかった。貴族の子弟の中には靴下ひとつ履くにもメイドの手を借りる者もいるというが、ソーロッドはギュンターがそうであったように、自分でできることは自分でやれる人間になろうと努めてきた。

　だから、正直な感想をいえば、今はとても困惑していた。

「大丈夫ですかあ？　強すぎないですかあ？」

　ソーロッドの背中をタオルでこすりながら、キリリクが耳もとでささやいた。

「べ、別に痛くないけど……あ、ありがと」

　フルルロッサに頭を洗ってもらったことはたびたびあったが、ユーミール家の屋敷にいた頃ころでさえ、メイドに身体からだまで洗ってもらったことなどなかった。そういうことに慣れていないせいか、キリリクにこうして背中を流してもらっていると、どうにも落ち着かなくてお尻しりのあたりがくすぐったい。

「それにしてもソーロッドさん、剣士シユラフタなんかやってるわりにはお肌綺き麗れいですねえ」

　ミクローシュの屋敷の浴室は、やはりあの主人ならではというべきか、湯船の大きさはさほどではないものの、そこにほどこされた装飾は──実用性は別として──見事というほかはなかった。ここもまた、彼にとっては芸術品の一部なのかもしれない。

　その上さらに驚くべきは、充分な広さのあるこの浴室が、あくまで侍女や使用人たち専用のものだということである。おそらくミクローシュが使う浴室は、ここよりさらに広く、そして豪ごう奢しやなのだろう。

　ソーロッドに右腕を挙げさせ、指先から肩まで撫なでさするように洗いながら、キリリクは感心したように呟つぶやいた。

「──素人考えですけどぉ、ふつう剣士っていったら、あちこち傷だらけになるものなんじゃないんですかぁ？」

「そ、それは……人によるんじゃないの？」

「つまりソーロッドさんは、そういう修しゆ羅ら場ばの経験があんまりないから手傷を負ったことがないってことですかぁ？」

　痛いところを突かれ、ソーロッドは憮ぶ然ぜんと口を閉ざしたが、すぐに甲高い声をあげて身をよじった。

「ちょっ──!?」

　腕を洗っていたキリリクの手が、さわさわと脇わき腹ばらから前のほうへ伸びてくる。そのくすぐったさに、ソーロッドは慌ててキリリクの手を押さえた。

「な、ちょ……！」

「遠慮しなくてもいいんですよう。わたし、こういうお世話には慣れてるんですから」

「な、慣れてる!?　って？」

「そこはまあ、詳細な説明ははぶきますけどぉ、お国のためならひと肌脱ぐくらい、わたしにとっては当たり前ですから」

　そういいながら、キリリクはソーロッドの背後からぴったりと自分の裸身を押しつけ、シャボンにまみれた手を少女の身体からだに這はい回まわらせた。

「そっ、わ、わたしにサービスしたって意味ないでしょ!?　あ、あなたの目的って、あ、あいつなんだから！　って、へっ、ヘンなところ触らないで！」

　ソーロッドも〝風ふう姿し衛えい〟のひとりとして、同じ年とし頃ごろの娘たちといっしょに入浴する機会は多かったし、そこで悪戯いたずらをする少女は少なからずいた。しかし、キリリクのそれには無邪気ないたずらでは流せない、何ともいえない生々しさを感じる。このまま放ほうっておいたらどこまでもエスカレートしていきそうな気配さえあった。

「うふふふふ……リューインさんを我が国にお迎えするには、リューインさんがご執心のソーロッドさんを籠ろう絡らくするにかぎりますからね」

「ろっ、籠絡!?」












「そうですよう。さあ、すべてをわたしにゆだねて──」

「い、いい加減に──」

　顔を真っ赤にしたソーロッドは、図ずう々ずうしく胸もとに伸びてきたキリリクの手を摑つかむと、花か崗こう岩がんのタイルに座ったままの姿勢で、彼女をかるがると放ほうり投なげた。

「ひあ──!?」

　たとえ片腕を封じられていたとしても、ソーロッドの体術はキリリクのそれを大きく上回る。キリリクを湯船に投げ込んだソーロッドは、頭からお湯をかぶってシャボンを洗い流すと、身体からだの前をタオルで隠しながら湯船に身を沈めた。

「ふっ、ふざけないで！　もしここにわたしの剣があったら、あなた、指の一本くらいなくなってたわよ!?」

「やーん！　悪意のないイタズラですよう」

　ぶくぶくと水面に浮上してきたキリリクが、いまさらのように弁明した。

「……悪意がなかったとはぜんぜん思えないんだけど」

「わたしの思いは純粋なんですよう？　何しろ祖国のことしか考えてませんから！」

　髪をかき上げてざぶざぶとソーロッドのところへやってきたキリリクは、その隣に腰を降ろして熱い吐息をもらした。

「わたし、眼鏡めがねがないとよくものが見えないんですよ。それでついつい手がすべっちゃって……」

「そもそもわたし、あなたに身体を洗ってくれなんて頼んでないでしょ？」

「いやぁ、ユーミール家のお嬢さまなら、そういうお世話が気に入ってもらえるかと思ったんですけどぉ」

「わたしが生まれついてのお嬢さまじゃないってこと、知ってるくせに」

「それはまあ、聞いてますけどねえ」

　水みず瓶がめをかついだ裸婦像に寄りかかり、ソーロッドとキリリクはお湯に浸つかっている。冷静に考えれば奇妙な構図だった。ソーロッドは王国の柱石たるミコワイ・ユーミールの孫娘で、キリリクは大公国の軍人──ふつうなら並んで風ふ呂ろに入ることなどありえない。

「……でも、さっきいったじゃないですかぁ」

　キリリクは固くしぼったタオルを頭に乗せ、天井を見上げた。

「何をよ？」

「リューインさんを大公国にお迎えするには、まずはソーロッドさんを落とさないと駄目なんですよう」

「だからどうしてそうなるわけ？」

「だって、あんな自由人のリューインさんが、ソーロッドさんにだけはやけにこだわるからですよう」

「それは……そんなこと、わたしにいわれても」

　確かにリューインはソーロッドにこだわっている。ソーロッドの失われた記憶について何か知っていて、彼女にこだわる理由もそこにあるのだろう。

「ねえねえ、本当はどうなんですぅ？」

　ふたたびキリリクがソーロッドに身を寄せてきた。

「──本当にリューインさんとは何もないんですか？　絶対に誰だれにもいいませんから、わたしにだけ教えてくださいよぅ」

「な、何もないっていうか、覚えてないっていってるでしょ!?」

「旅をしている間に思い出したこととか、手がかりになりそうなこととかも、何ひとつないんですかぁ？」

「思い出したことなんて──」

「思い出したけどリューインさんに教えたくないから口に出してないこととかぁ、何かないですかぁ？」

「……本当に何か思い出したとして、それをどうしてわたしが素直にあなたに打ち明けると思うの？　あなたにいったらその日のうちにあいつに教えるでしょ？　絶対に誰にもいわないなんて噓うそばっかり」

「えへへ……そこはまあ、点数稼ぎのチャンスなんで……」

「どっちにしても、わたし、何も思い出してないから」

　ほんのりいい香りのするお湯で顔を洗ったソーロッドは、熱いしずくをしたたらせて湯船から上がった。

「──長湯しすぎると湯ゆ中あたりするわよ？」

「判わかってまぁすぐぶ!?」

　ソーロッドに続いて湯船から上がろうとしたキリリクが足をすべらせ、前のめりにつんのめった。

「だっ、大丈夫!?」

「い、いえ……この豊満な胸がクッションになってくれたので問題ありません」

　それでもわずかに顔面をぶってしまったのか、キリリクは赤くなった鼻を押さえて立ち上がった。

「……あなた、そんな調子でよくスパイなんかやれるわね？」

「わたしの本職はスパイじゃなくて内偵ですよぅ」

「そのふたつがどう違うのかわたしには判らないけど、今夜は今みたいなドジ、絶対に踏まないでよね？」

　脱衣所でふかふかのタオルを頭からかぶり、ソーロッドは静かに深呼吸した。

　今夜、リューインはミクローシュと夜を徹して杯を交わすことになっている。おそらくミクローシュは貴重なワインを取とり揃そろえ、リューインの説得にかかるつもりなのだろう。リューインを口説き落とすまで、ひと晩中でも飲み続けるに違いない。

　ソーロッドとキリリクは、その間に宝物庫を捜すようにリューインからいいつけられていた。ここにどれだけの神剣マズルカがあるか、具体的な数を調べてこいというのである。

　脱衣所に移って眼鏡めがねをかけたキリリクは、意味ありげな視線でソーロッドを見つめ、唇を吊つり上あげた。

「これでもわたし、いざという時はそんなドジなんか踏みませんから。まがりなりにもこの仕事を何年もやってきてるんですよう？」

「……それはいいけど、何なの、その目は？」

「いいえ、別に」

　ふふんと小さく鼻を鳴らし、キリリクは着替えにかかった。

「──ただ、リューインさんがソーロッドさんにご執心なのは、少なくとも身体からだが目当てじゃないんだなぁって」

「どっ、どういう意味よ!?」

　反射的に胸もとを隠し、ソーロッドはわめいた。

　確かにキリリクとくらべれば、ソーロッドの身体はボリュームに欠けるかもしれない。しかし、それは決してソーロッドが貧相なわけではなく、キリリクがよりグラマラスなだけだった。

「だってぇ、リューインさんが手を出すなら、ソーロッドさんよりわたしのほうが先じゃなきゃおかしくないですか？　ソーロッドさんはきっと激しく抵抗するでしょうけど、わたしはいつでもおもてなしする気まんまんなわけですし」

「……！」

　ソーロッドの脳裏に、卒然と、きのうのリューインの言葉がよみがえってきた。

　守らなければならないものは弱点になる──リューインのその持論に照らせば、彼がこだわりを見せるソーロッドこそ、リューインの弱点になるのではないのか。あるいはソーロッドの過去の記憶の中に、リューインに対する切り札が眠っているのではないか。

「──ソーロッドさん？　どうしたんです？」

「あっ、あなたがバカなことばっかりいってるから呆あきれてただけ！」

　はっと我に返ったソーロッドは、キリリクに背を向け、手早く服を身に着けた。
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　夕刻、食事の前に入浴をすませたリューインは、かすかな湯気を引きずって東の離れへと戻ってきた。

　別の浴室を借りて入浴しているソーロッドとキリリクは、まだ戻ってきていない。年齢に関係なく、女というものは風ふ呂ろが長いと相場が決まっている。こうしてリューインがひとりきりになるのは久しぶりだった。

「──どう？　あなたの見立てでは？」

　グラスにそそぎもせず、瓶びんに直接口をつけてワインを飲んでいたリューインは、ソファに寝そべる美女の言葉に視線を移した。

「見立てって？」

「あの男に勝てる？」

　黒衣の魔女──ヌグレードの瞳ひとみが挑戦的に輝いている。しどけなく横たわり、ドレスのスリットから青白い脚線をちらつかせるこの美女を見れば、おそらく八〇すぎの老ろう爺やですら、勃ぼつ然ぜんと湧わいてくる衝動を抑えるのは困難だろう。

「あの男の神剣マズルカはいまどき珍しい〝牙きば〟よ。もちろんロカマドゥータがあの剣に後おくれを取ることはないけど、逆にいえば、あとは剣を持つ者同士の腕がものをいうでしょうね」

「じゃあどっちが勝つかは決まってるんじゃない？」

「自信たっぷりね」

「ほかにはありそう？」

「……ここにはなさそうね。ユクバールだけだわ」

　赤い唇を撫なでながら、ヌグレードは遠くを見つめた。

「それにしても……あなた、いつまでこんなことを続けるの？」

「こんなことって？」

「あの子を引きずり回して、それであなたの気がすむの？」

「すまないよ。……すまないから引きずり回してるんだよ」

　しっとりとした湿り気を残す髪をかき上げ、リューインは深く息を吸い込んだ。

「ようやく見つけたんだ、すべてを思い出すまでぼくにつき合ってもらうよ。……最終的に〝山〟まで連れていって、そこですべてを思い出すならよし、もし思い出せなくても、そこで時間切れだよ。決着はつける」

「わたしは逆効果だと思うけど？」

　テーブルに寄りかかって一気にワインを飲み干したリューインは、冷ややかなまなざしでヌグレードを振り返った。

「……それ、どういう意味でいってるの？」

「あなたは復ふく讐しゆうのつもりかもしれないけど、いずれあなたはそれができなくなる。簡単にいえば……そうね、情が移る？　ひょっとしたら、もう手遅れなのかもしれないけど」

「情が移る？　あの子に？」

「だってあなた、今だってあの子にヒドいことできてないじゃない？　傍はたから見れば、単なる物もの見み遊ゆ山さんの旅をしてるだけよ、今のあなたたちって」

「…………」

「わたしにとってはどちらでもいいことなんだけど……あなた、本当は復讐したいなんて思ってないんでしょう？」

「思ってるよ。……ただ、やり方がよく判わからないだけでね」

　リューインはワインの瓶びんの代わりにロカマドゥータを手に取った。そっと柄つかに触れただけで鞘さやにかかっていた鎖がはずれ、かすかに刃やいばが鳴り始める。

「だからもしかすると、どこかでぼく自身が自分を抑えられなくなって、あの子をズタズタにしちゃうかもしれない」

「それは復ふく讐しゆうというのとは違うわね。……苛いら立だちとか、八つ当たりとか、どちらにしろ、もっと子供っぽい感情よ」

「あのさあ」

　ロカマドゥータを引き抜いたリューインは、ヌグレードの含み笑いを押し潰つぶすかのように声を荒げ、中庭に面した扉を押し開いた。

「──きょうはやけに突っかかるよね？　もしかして、ぼくがあなたの思い通りに動かないから怒ってる？　できの悪い弟子だって？」

「怒ってるのはあなたでしょう、リューイン？」

　ソファから立ち上がったヌグレードは、夜風が吹き寄せてくる中庭へと降りたリューインに歩み寄り、馴なれ馴なれしげにその頰ほおに手を伸ばした。

「この世界にばらまかれた神剣マズルカはまだ多いのよ。あなたにはまだまだはたらいてもらわないと。……約束、忘れてないわよね？」

「覚えてるよ。だけど、ぼくのほうの目的も果たさせてくれるって話だったよね？」

「ええ」

「じゃあしばらく見守っててくれるかな？　ふつう師匠って、弟子の成長をやさしく見守ってくれるものじゃないの？」

「あいにくとわたしはそういうタイプじゃないの」

　リューインから離れたヌグレードの手には、いつの間にか、ロカマドゥータと瓜うりふたつの剣が握られていた。

「……たまには師匠らしいことでもしてあげましょうか？　今のあの子じゃ稽けい古この相手にもならないでしょう？」

　左手でドレスの裾すそをつまみ、大胆に太ふと腿ももをさらして、ヌグレードは剣を構えた。

　それに対して、リューインもロカマドゥータを構える。

「あの領主の剣はあなたの好きになさい。……けど、それ以外の剣はすべて折ること。いいわね？」

「判わかってるよ」

　目を細め、リューインは一足飛びに間合いを詰めてヌグレードに斬きりかかった。





　　　　☆






　自分の過去はともかくとして、今のソーロッドは、自分は王国の善良な国民だと思っている。王国に代々仕えてきたユーミール家の人間であり、サロメアが主宰する〝救きゆう国こく剣けん士し団だん〟の一員でもある。

　そうした立場を思えば、今こうしていることは、むしろ国のためになる行為である。

「……さっきから何をぶつぶついってるんですかあ、ソーロッドさん？」

　唇をとがらせてうつむいていたソーロッドの肘ひじを、キリリクがつついた。

「べ、別に何もいってないけど」

「そうですかぁ？　何だか不満そうな顔してますけど」

「この顔は生まれつき！」

　押し殺した声でいい返し、ソーロッドはあたりを見回した。

　すでに時刻は真夜中をすぎ、邸内はひっそりと静まり返っている。中庭のところどころに置かれた灯とう籠ろうを除けば、すでに明かりは落とされ、おだやかな夜の闇やみがあたりを押し包んでいた。

「あっちですよう」

　ソーロッドにそうささやき、キリリクは中庭のしげみの陰を選んで歩き出した。

「あなた、宝物庫がどこにあるか知ってるの？」

「正確には知りませんけどぉ、きのう、屋敷の使用人のみなさんに噂うわさ話ばなしを聞いて回った時に、見張りがいて近づけないところがあったんで、その先にはさぞ大切なものがあるんだろうなって見当をつけたまでですよう」

　ソーロッドたちは、リューインの指示で、ミクローシュが神剣マズルカを保管している宝物庫を捜していた。ぎりぎりまで屋敷の人間には気け取どられるなと釘くぎを刺されているが、可能なら神剣を持ち出してそのまま逃げろともいわれている。

　リューインは今いま頃ごろミクローシュといっしょにワインを飲んでいるはずだったが、もしそこに、リューインの従者たちが神剣を盗んで逃げたという知らせが届いたらどうなるのか──できることならやってみたかった。

「──まあ、面白くないのは判わかりますけどねえ」

「えっ？」

　不意にキリリクに声をかけられ、ソーロッドは戸惑いの表情を浮かべた。

「な、何のこと？」

「この仕事ですよう。……こんなコソ泥みたいな真ま似ね、自分がやるようなことじゃないと思ってるでしょう？」

「……そんなことないけど」

　長い間を置いて、ソーロッドはいった。

「だって、もし本当にここの領主が王国から離反するつもりなら、このまま放ほうっておけないでしょ？」

　ミクローシュが本気で王国から独立しようというのなら、彼が王家から下か賜しされた神剣は、すべて王国に返すべきものといえる。ソーロッドがやっているのは、つまりはその手伝いのようなものである。

「──ていう具合に自分を納得させないとやりきれないんじゃないんですか？　何だかんだいったって、結局ソーロッドさん、リューインさんのいう通りにはたらかされちゃってますし。ホントはとってもムカついてるんでしょ？」

「……だったらわざわざ指摘しないでよ」

「ふふふ……ついついからかいたくなるんですよう、ソーロッドさんて」

「────」

　含み笑いをもらすキリリクの手を、ソーロッドが強い力で摑つかんだ。

「！　な、何です？　もしかして、お、怒っちゃいました？」

「違う。ムッとしたのは事実だけど」

　ソーロッドはキリリクの口に人差し指を押し当てると、やわらかな彼女の身体からだに手を回して地を蹴けった。

「ひゃ──」

「静かにして。……衛兵が来たかも」

　ミクローシュの屋敷はほとんどが平屋造りで、水平方向には広いが、上には伸びていない。回かい廊ろうの屋根の上に移動してしまえば、発見される危険性は一気に下がる。

　屋根の上に身を伏せていると、鈍い銀色の鎧よろいをまとった兵士たちが通りすぎていった。夜警という任務に就いているわりには緊張感が薄いのは、これまでこの屋敷で実際に夜警が活躍した前例がなかったからかもしれない。

「……まあ、領主の館に盗みに入るような大胆な人間はなかなかいないだろうし、おまけにその領主が国でも指折りの剣聖チヤルダーシユとなれば、緊張感が薄れるのも仕方ないのかも」

　衛兵が充分に遠ざかったのを確認して、ソーロッドは身を起こした。

「でも、実際どうなんですぅ？　たぶんリューインさんはミクローシュより強いんでしょうけど、ソーロッドさんはどうですぅ？」

「そのへんのことは、やってみないと判わからないけど──相性としてはそんなに不利じゃない、と……思う」

　祖父や兄に倣ならって、ソーロッドは〝鉄てつ鎖さ派は〟の剣聖を名乗っているが、双剣をあつかうという意味では、それを得意とする流派──〝比ひ翼よく游ゆう鳥ちよう派は〟に近い。実際、ギュンターにも正式に学んだらどうかと勧められたことがある。

「〝金きん蛇じや派は〟が〝孤こ舟しゆう派は〟に似ているなら、速さと手数の多さで相手を圧倒する戦い方なんだろうけど──でも、それならたぶん、わたしのほうが一枚上手だと思う」

　流派や得え物ものの相性というものは確かにある。手数が勝負の軽い剣を使う相手なら、それを上回る手数で圧倒し、逆に重い一撃にすべてをそそぎ込むような相手は、その一撃を出させずに倒しきればいい──双剣を得意とするソーロッドに、かつてギュンターはそうアドバイスをした。

「──でも、そういう相性を平然とひっくり返す剣聖もいるから」

「リューインさんみたいな？」

「……まあね」

　認めるのは癪しやくだが、確かにリューインは、どんな相手とでも互角以上に戦える剣聖といえるだろう。初めて目にする〝剣奏ヒムヌ〟を前にしても、それをうまくいなして圧倒することができるのは、ほんのひと握りの剣聖チヤルダーシユだけだった。

「──ただ、どっちにしても、もし途中で見つかってミクローシュが出てきたら、あなたを連れて逃げ切るのは無理」

「む、無理って──」

「とにかく、見つからないようにしないと……」

　キリリクの指示にしたがって、ソーロッドは屋根の上を低い姿勢で移動していく。いかに領主が歓待している客人の従者であろうと、このような時刻に人目を避けて屋敷の奥をうろついているのを見とがめられれば、さすがに弁明のしようがない。

「ソーロッドさん、そっちです。その先」

「こっち？」

「はい。昼間はここに衛兵がいて、先に進めなかったんですよう」

　回かい廊ろう沿いにそのまましばらく進むと、闇やみの中に明かりが見えてきた。

「……？」

「ソーロッドさん──」

　キリリクが指さすほうを見たソーロッドは、眉まゆをひそめて絶句した。

　この屋敷には中庭や回廊が多く、全体的に風通しのいい構造になっているが、そこにあったのは、窓ひとつない頑丈そうな石造りの箱としか呼びようのない建物だった。ここから見るかぎりでは扉はひとつしかなく、その左右には衛兵が控えている。

「……いかにも何か大切なものを守ってるって感じですねえ」

　ソーロッドと並んで屋根の上に寝転んだまま、キリリクがいった。

「あれじゃ中を確認できないどころか、近づいただけで大騒ぎになりますよぅ」

「……あれが宝物庫だっていう確証はないわけ？」

「あったらそのままリューインさんに報告して、あとは勝手にやってもらってます」

　確かにリューインなら、衛兵のふたりや三人、まばたきひとつの間に無力化し、あの鉄の扉をこじ開けて、中から神剣マズルカを持ち出すことなど造作もないだろう。

　問題は、そこまでやって中に神剣がなかったら元も子もないということだった。

「どうします？　十中八九、あそこで決まりだと思いますけど、戻って報告します？」

「────」

　リスクという面で考えれば、それが一番現実的だった。この場所さえ伝えておけば、あとはリューインが勝手に押し破って神剣を持ち去るだろう。

　しかし──と、ソーロッドは思う。

　リューインならもっと簡単にこの場所を捜し出すことができたかもしれない。そしてそのまま宝物庫を破って悠ゆう々ゆうと逃げ出すだろう。ソーロッドやキリリクに下調べをさせる必要性はあまり感じられない。

　にもかかわらず、リューインがわざわざこんなことを命じたのは、自分をためしているのではないか。

「────」

　ソーロッドは腰の後ろに手を回し、ジェグマダールを静かに引き抜いた。

「え？　や、やるんですか、ソーロッドさん？」

「見たところ剣士シユラフタでもなさそうだし──ふたりなら一瞬で眠らせられると思う」

「だって……じゃ、そのあとはどうするんですか？」

「神剣マズルカがあったら持って逃げればいいんでしょ？　あいつもそういってたし」

「えーと……その場合、リューインさんは……？」

「ふだんからあれだけ大きな口を叩たたいてるんだし、自分の身くらい自分で守れるでしょ」

　結果的にリューインを窮地に立たせることになるかもしれないが、ソーロッドは微み塵じんも申し訳ないとは思わなかった。ソーロッドはリューインの指示にしたがっただけだし、何より神剣の持ち出しをリューインに任せた場合、それが王国の財産であろうとなかろうと関係なく、その場でへし折りかねないからである。

「……できるわよ。このくらいのこと」

　キリリクを安心させるというより、むしろ自分自身にそういい聞かせ、ソーロッドは回かい廊ろうの屋根から大きく飛んだ。

「──っ!?」

　ジェグマダールによって限界を超えた身体能力を引き出されたソーロッドは、一気に衛兵たちの背後に移動すると、彼らが振り返るより早く、その首筋に手刀を叩き込んだ。

「ぐ……が」

「っ……」

　衛兵たちが昏こん倒とうしてその場に崩れ落ちると、ソーロッドは鍵かぎを捜し始めた。

「そ、ソーロッドさん！」

　苦労して屋根の上から降りてきたキリリクが、意識のない衛兵たちを見ていった。

「たぶん、彼らは鍵なんか持ってないですよう」

「どうして？」

「ここが本当に宝物庫なら、開けたくてもほかの人間が勝手に開けられないように、鍵は領主本人が厳重に保管してるはずですよう」

「……じゃ、あなたはそいつらを縛り上げて」

「ど、どうやって!?」

「マントを細く裂くなり何なり、自分で考えてよ」

　押し殺した声でキリリクに指示を出したソーロッドは、鉄の扉にかけられた錠前を揺らしてみた。かなり頑丈で複雑そうな錠前だった。鍵を使わずにこれをはずすのは、たぶんソーロッドやキリリクには無理だろう。

「……根っこから斬きり飛とばすしかないわね」

　キリリクが衛兵たちを縛り上げている間に、ソーロッドはジェグマダールにものをいわせて錠前を斬り飛ばした。

「……食い詰めた剣士シユラフタが泥棒や強盗に身を落とすって話、ホントなんですねえ」

「わたしは泥棒じゃないから！」

　感心したように呟つぶやくキリリクを肩越しに振り返り、ソーロッドは吐き捨てた。もしソーロッドがそこまで悪人になりきれるなら、そもそも衛兵を殺さずにおく必要はない。王国に叛はん旗きをひるがえそうとするミクローシュに仕えていたとしても──そもそもミクローシュの容疑さえまだ確定はしていない──部下である彼らに死罪になってしかるべき罪があるとは思えなかった。

「そういうところ、リューインさんなら甘いっていうんでしょうけど……わたしはそれでいいと思いますよう」

「は？」

「ソーロッドさんには、そういうのって似合わないですし、もしソーロッドさんがそんな冷酷な人間だったら、そもそもリューインさんをだまし討ちにしようとして返り討ちにされて、今いま頃ごろ生きてないと思います」

「……それ、ほめてるの？」

「ほめてるじゃないですかあ。ソーロッドさんは冷酷じゃない、高潔な子だって」

「……ありがと」

　ソーロッドは大きな溜ため息いきをもらし、扉を引き開けた。

「明かり」

「はいはーい」

　キリリクが篝かがり火びから火のついた薪たきぎを一本持ってきて中を照らし出す。

「……宝物庫には違いないみたいね」

　決してせまくないはずの庫内には、天井まで届くような巨大な棚が整然と並んでいて、そこに無数の木箱が収められている。近くにあった箱を開けてみると、中には布と綿に包まれた五枚セットの大皿が入っていた。やはりここにはミクローシュが収集した美術品や骨こつ董とう品ひんが収蔵されているらしい。

「けど、こんなにある中からどうやって捜すんですかぁ？　いちいち箱を開けて中身を確認してたらきりがないですよう？」

「価値としては美術品レベルだけど、それでも神剣マズルカは武器よ。それもかなり強力な」

　いざという時には切り札として使えるものを、そんな奥のほうにしまっておくとは思えない。緊急時にはすぐに持ち出して、使える者に貸し出すのだとすれば、判わかりやすいところにひとまとめにして置かれているはずだった。

「扉に近いほうから捜してみて。大きい箱優先で」

「お、大きい箱？」

「わたしのジェグマダールはさほどでもないけど、ふつうの剣は柄つかから切っ先までそれなりの長さがあるでしょ？」

「あ、それくらいの長さのものが入りそうな箱を調べろってことですね？」

「そう。大きくて、頑丈で、両側に持ち運べるような取っ手がついてて、おまけに鍵かぎがかかるようになってればたぶんそれだから」

「ど、どうしてそこまで判わかっちゃうんですかぁ？」

「わたしだってユーミール家の人間だもん」

　軍人の家系であるユーミール家には、まとまった数の剣をそのまま持ち運べる保管用の箱がいくつもあった。あれと同じような箱を捜せばいい。

「……違った」

　条件に合う箱がいくつかあったが、中に収められていたのは、装飾過多の財宝としての剣ばかりだった。見たところ神剣マズルカは一本もない。

「もしかして──」

　ここには落らく鳳ほう騎きという近衛このえがある。あるいは、ミクローシュは自分の手もとにある神剣の大半を、近衛の側室たちに貸しているのではないか。だとしたら、死蔵してあるような剣はもともとないのかもしれない。

「ソーロッドさん！」

「あった？」

「かもしれないですぅ」

　棚の一番下の段からキリリクが引っ張り出してきた箱は、この宝物庫に置くにはややくたびれていて、あちこちにぶつけたような傷があった。

「鍵がかかってて中身を確認できないんですけど」

「ちょっと待って……」

　ソーロッドはふたの隙すき間まにジェグマダールの切っ先をねじ込み、水平に引いた。

「あらぁ」

　古ぼけた箱の中には三本の剣が収められていた。ソーロッドがさっきまで目にしていたような、宝石と貴金属で飾り立てられた装飾用のものではなく、明らかに実戦向けの剣である。

　キリリクはそのうちの一本を取り出し、重さを確かめるかのように両手で捧ささげ持った。

「これ、神剣ぽくないですかぁ？」

「たぶんね」

　ソーロッドはさっき見つけた装飾用の剣を一本引き抜くと、キリリクに持たせた剣を思い切り叩たたいた。

「あたっ!?」

　激しい手のしびれを感じたのか、キリリクは剣を放ほうり出だして手をかかえ込んだ。

「な、何するんですか、いきなり～？」

「…………」

　装飾用で刃が研がれていないとはいえ、ソーロッドが渾こん身しんの力で斬きりつければ、本物の剣と変わらない切れ味を発はつ揮きする。しかし、キリリクが見つけた剣の鞘さやには傷ひとつなく、逆にソーロッドが使った剣のほうに大きなゆがみが生じていた。

「……間違いないわね」

「確認するならするで、ひと言いってからにしてくださいよう」

「ぶつぶついってるヒマはないわよ」

　大皿を包んでいた布を拝借し、それで三本の神剣マズルカをひとまとめにすると、ソーロッドは宝物庫の外をうかがった。

「ど、どうします……？　やっぱりいったんリューインさんのとこに戻ったほうがよくないですかぁ？」

　いずれソーロッドたちの宝物庫破りが発覚するとすれば、リューインと合流したほうがリスクは少ない。しかし、それではリューインの強さを頼たよっているようで、ソーロッドとしては癪しやくだった。それ以前に、リューインがミクローシュとの酒盛りを終えて離れに戻ってきているという保証もなかった。

「……あいつのところに戻りたいならあなたひとりで戻れば？　わたしはひと足先に脱出するから」

「ええ!?　に、逃げるんですか!?　ついに？　リューインさんから？」

「そういう意味の脱出じゃないわよ。あいつにいわれたことを実行してるだけ。どこか場所を決めて落ち合おうって、あいつに伝えてくれる？」

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ！」

　キリリクは涙目になってソーロッドの腕にすがった。

「──さっきみたいな衛兵がうろうろしてるのに、わたしひとりで見つからずに離れに戻るなんて、むっ、無理ですよう！　それだったらわたしも連れてってくれないと！」

　確かにキリリクひとりでは、離れにたどり着く前にあっさり衛兵に見つかってしまうだろう。そうなればすぐに騒ぎが広まり、ソーロッドの逃走も難しくなる。

　軽く嘆たん息そくして、ソーロッドはキリリクをかかえてふたたび回かい廊ろうの上に移動した。


















　燭しよく台だいの蠟ろう燭そくがかなり短くなっている。それだけ長い間、リューインとミクローシュは差し向かいでワインを飲み続けていた。

　リューインとミクローシュ、それにシャロルタほか数人の侍女たちしかいない広間は、宴うたげというにはやけに静かで、そのせいか、夜風が肌寒くさえ感じられた。

「しかし……あきれたな。いったい貴公はどれだけ飲んだら満足する？」

　熟したイチゴをつまんで口に運び、ミクローシュはグラスを逆さに伏せた。ミクローシュの顔には明らかに酔いがきざしているが、向かい合うリューインの顔色はいつもとまったく変わらない。

「じゃあ領主サマは、どれだけ息をしたら満足する？」

「貴公にとっては呼吸するのもワインを飲むのも同じというつもりか？」

　目の下を赤く染めたミクローシュは、熱い吐息を長々ともらした。

　ミクローシュもかなり酒には強いほうだろう。それに、まだこれで限界というわけでもない。ただ、足元がおぼつかなくなるほど酔うような愚は犯さないだけのことだった。

「まあいい……それでも私は貴公をあきらめんぞ。貴公も、貴公の神剣マズルカもな。……王国や大公国では、貴公はどうせ出世などできん」

「まあ、確かにぼくみたいなタイプは組織の中じゃ敵を作るばっかりだろうからね。──にしても、領主サマは自分の欲望を隠さないね」

「黙っているだけで望むものが手に入るか？」

「そりゃそうだけど」

「私とてこういうことをいうべき時と相手はわきまえているよ。──私なら、貴公にふさわしい地位をあたえられると思うがね」

「その話はまたあしたね。このへんの情勢も含めて、いろいろとさ」

　リューインは椅い子すから立ち上がり、ひらひらと手を振った。

「シャロルタ」

　リューインを見上げ、ミクローシュはシャロルタを呼びつけた。

「……アズダハ卿きようがお休みだ。部屋までお送りしてさしあげろ」

「はい」

　かぼそい声でうなずき、シャロルタはランプをかかげて歩き出した。

　静かな邸内を前後に並んで歩きながら、リューインはシャロルタにいった。

「別に案内なんていらないんだけどね。もう離れまで目をつぶってたって行けるし」

「いえ、誠心誠意お仕えするよういいつかっておりますので」

　そう答えた美少女の声がかすかに震えている。肩越しに広間のほうを一いち瞥べつしたリューインは、ふたたびシャロルタの背中を見やって唇を吊つり上あげた。

「はぁん……」

　ミクローシュがシャロルタに何をいい含めておいたか、リューインには察しがついた。おそらくソーロッドが知れば発狂したかのように騒ぎ出すだろうが、幸か不幸か今はソーロッドはキリリクとともに離れの寝室を留守にしている。

「ぼくの勘違いだったらすごく恥ずかしいんだけどさ、きみのところの領主サマ、けっこう酷なことを命じるよねえ」

「…………」

　リューインのその言葉に何もいわず、シャロルタは東の離れに入った。

「──従者のかたがたは？」

「こんな時間だよ？　もう寝てるんじゃない？」

「そうですか……」

　居間から副寝室へと通じる扉を見やり、シャロルタはほっとしたようにうなずいた。

「リューインさまは、ここにとどまるおつもりはございませんか？」

　主寝室に足を踏み入れたシャロルタは、壁の燭しよく台だいに火をともした。

「そういうことをここで聞くってことはさ、やっぱり領主サマから、ぼくの説得を命じられてるの？　まあ、どっちにしたってとどまるつもりはないんだけどさ」

　リューインはシャロルタに続いて寝室に入ると、あくびをしながらカーテンを引き開けた。居間と同じくこの寝室は中庭に面している。わざわざ燭台の炎に頼たよるまでもなく、今の時刻なら月明かりだけでも充分に明るい。

　中庭に面した両開きの扉を全開にしたリューインを見て、シャロルタが首をかしげた。

「まだお休みにならないのですか？」

「まだ眠らせるなっていわれてるんでしょ、シャロルタちゃん？」

「…………」

　冷ややかな夜風が吹き込んでくるのが、ワインで火ほ照てった肌に心地いい。リューインは背中のロカマドゥータをはずして大きな枕まくらの下に置くと、平然と上着を脱ぎ始めた。

「──きみのご実家って、どこにあるの？」

「この街の郊外です。ミクローシュさまからお屋敷をたまわり、祖父と両親、姉妹たちと──それに、叔お母ば夫婦と従姉妹いとこもそこで暮らしております」

「おもだった一族全員がそこに住んでるってこと？」

「はい」

　シャロルタは燭台のそばに立ち尽くし、どこか落ち着かない様子で中庭のほうを見ている。リューインから目を逸そらしているというより、中庭を気にしているようだった。

　さっさと服を脱いだリューインは、ベッドに上がってシャロルタを見つめた。

「それじゃあどんなにイヤでも領主サマには逆らえないねえ」

「……いえ、嫌だなどということは──」

「そのわりには乗り気じゃないよねえ？　それともやっぱりぼくの勘違い？　ぼくはてっきり、きみが領主サマからぼくを接待するよう命じられたのかと思ったんだけど」

「粗相のないよう、誠心誠意、お仕えするようにと──」

　細い声でさっきと同じセリフを繰り返すシャロルタの顔は、いつも淡々としている彼女らしくもなく、真っ赤に紅潮していた。

「奥歯にものがはさまったようないい方だねえ。……要するに、夜よ伽とぎを命じられたわけでしょ？　きみのカラダを使ってぼくを骨抜きにして、うまく領主サマの配下になるよう説得しろとかさあ？」

「…………」

　シャロルタはうつむいたまま何もいわなかったが、その沈黙が何よりも雄弁にリューインの言葉を肯定していた。

　リューインはベッドの上であぐらをかき、溜ため息いき混じりにいった。

「いくら自分のいいなりだっていったって、仮にも側室であるきみたちに客人への夜伽を命じるかなあ？　ひょっとして、こういうこと初めてじゃないでしょ？」

「……わたしたちは、ミクローシュさまにお仕えするためにここにおりますから」

「でもさあ、きみたち、自分の身内がなかば人質みたいになってるわけでしょ？　そうじゃなかったらこんなことする？」

「ミクローシュさまの命であれば──」

「っていうか、それ以前に領主サマに仕えたりしないわけでしょ、何も弱みがなきゃ？」

　察するに、シャロルタをはじめとする〝落らく鳳ほう騎き〟の少女たちは、剣士シユラフタであると同時にミクローシュの側室であり、彼にとって重要な客人をもてなす際にあてがわれる高級娼しよう婦ふのようなものなのだろう。そんな立場を、まだはたちにもならないシャロルタたちが望んで受け入れているとは思えない。おのおのがミクローシュに弱みを握られているために、泣き顔を押し隠して務めているのだろう。

「……まあ、きみの立場とか気持ちは判わかるつもりだけどねえ」

　リューインの言葉にシャロルタは顔を上げたが、すぐにまた目を逸そらしてしまった。ベッドに座り込んだリューインの裸身が目に入ったからだろう。

「でもさぁ、きみはきみが領主サマに仕えることで、自分の一族の快適な暮らしを保証されてるわけでしょ？　別に一族が虐待されてるとかじゃないんだよねえ？」

「それは……はい。何不自由ない暮らしをさせていただいております」

「じゃあきみも、誠心誠意？　領主サマのいいつけを守ってちゃんとはたらかなきゃダメだよね。世の中ってそういうモノだし」

　リューインは軽く手を打ってシャロルタにいった。

「よし！　それじゃお仕事がんばろっか！　ね？　ぼくって相手に同情したからって据すえ膳ぜん食べないほど善人じゃないし」

「……はい」

　シャロルタは哀かなしげに瞳ひとみを伏せると、チュニックの腰を絞っていた金の象ぞう嵌がん細工のベルトをはずした。

「あー、ちょっと待って！　どうせならぼくが脱がしたい！　ここ座って、ここ！」

　自分の隣を叩たたいてシャロルタを呼び寄せたリューインは、鼻歌混じりに少女の衣をほどき始めた。

「──ウキウキしながらこんなこというのもアレだけどさー、きみがそうやって泣いてるの見ると、何かこっちが悪いことしてるような気になっちゃうんだよねー」

「申し訳……ございません──」

　シャロルタは静かに涙を流しながら、震える唇を嚙かみ締しめている。苦く界がいにある我が身に絶望し、悪夢のような時間が一瞬でも早く終わらないかと必死にこらえているような、そんな表情だった。

「まあ、悪いことをしてるような気がしたとしても、ぼくはやることやめたりしないし、そもそもこの場合、悪いのはきみにこういうお役目を振った領主サマだしねー」

　手早くシャロルタを裸に剝むき、ベッドの上に押し倒したリューインは、少女の耳もとでささやいた。

「……領主サマにもいったんだけどさ、ぼくは誰だれの部下にもならないけど、自分の腕なら報酬次第でいくらでも売るんだよ」

「────」

　シャロルタは目を見開き、何もいわずにリューインを凝視していた。おそらくその全身に刻まれた無数の傷に驚いたのだろう。

　リューインはシャロルタの細い肩を押さえて胸もとに顔をうずめると、くぐもった声で続けた。

「──だからさ、きみがもしそれに見合う報酬を用意できるなら、ぼくがそいつを始末してあげてもいいよ」

「だ、誰でも──？」

「誰でもね。ぼくに殺せない人間て、そうはいないと思うし」

　かすかに聞こえるシャロルタの胸の鼓動がどんどん早くなっていく。それをごまかすかのように、シャロルタの腕がリューインの背中に回され、きつく抱き締めてきた。

「……ああ」

　シャロルタの身体からだからはいい匂においがする。肌には傷ひとつなくすべらかで、リューインの手に吸いついてくるような気がした。とても剣士シユラフタの身体とは思えない。少なくとも、数多くの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきた剣士なら、よほどの天てん稟ぴんと幸運にでもめぐまれていないかぎり、綺き麗れいな身体のままでは生き延びることはできなかっただろう。事実、リューインに組み敷かれている少女は、すでに自分が剣士だということを忘れて熱い喘あえぎをもらしている。今なら彼女を殺すことなどたやすいに違いない。

　リューインはシャロルタの頰ほおに光る涙の跡を舌先でなぞり、含み笑いをもらした。

「善とか悪とか誰が決めるようなことでもないけどさ、世の中にはさぁ、ぼくも含めて、たとえそいつが死んでも、泣く人間より喜ぶ人間のほうが明らかに多いだろってヤツがいるよねえ？」

「は……っ、あぁ……は、い」

「今、シャロルタちゃんが頭の中で思い浮かべてる名前──その男はどうだろうね？　死んだら誰だれが泣いてくれる？　どれだけの人間が喜ぶ？」

　リューインのささやきの意味を、シャロルタがはっきりと認識できているかどうかは判わからない。リューインにとってはどうでもいいことだった。リューインはただ、シャロルタの惑乱を目の当たりにして、その反応を楽しんでいるだけなのである。

「……いつも思うけど、あなた、こういう時にほかの女のことを考えてるでしょう？」

　聞き慣れた魔女の声に、リューインはぎくりとして振り返った。

「────」

　薄うす闇やみが降りた寝室に、ほかに誰の姿もない。

「……？」

　わずかに理性を取り戻したシャロルタが、戸惑いのまなざしでリューインを見上げた。

「リューインさま──？」

「……世の中、無粋なヤツが多いよ」

　シャロルタの額にかかる髪をかき上げ、そっとキスをしようとしたリューインは、すぐに鼻の頭にしわを寄せて身を起こした。

「──やれやれ」

　遠くで甲高い笛の音がしている。風雅な笛の音ではなく、人の警戒心を呼び起こすような味気ない音だった。

　リューインはベッドから飛び降り、脱ぎ捨ててあった服を身に着け始めた。

「な、何が──？」

　リューインに剝はぎ取とられたチュニックを摑つかんで胸もとを隠し、シャロルタはあたりを見回した。

「屋敷にドロボーでも入ったんじゃない？　ちょっと見てくるよ」

「いえ、それでしたらわたしが──」

「シャロルタちゃん、手もとに神剣マズルカないでしょ？　危ないからここにいて。きみに何かあったら、ぼくが領主サマに難癖つけられかねないからさ」

　ロカマドゥータと火のついた燭しよく台だいを摑み、リューインは寝室を飛び出した。

　呼よび子この笛の音はまだ続いている。リューインが屋根の上から確認すると、少し前までほとんど明かりのともっていなかった邸内に、ぽつりぽつりと明かりがつき始めていた。

「これはあのふたりがしくじったってことかな？　まあ、そうそううまくいくとは思ってなかったけどさあ」

「もしかして、これもあなたのいう復ふく讐しゆうなのかしら？」

　気づくと、屋根の上にしゃがみ込んだリューインのかたわらに、黒いドレスの女が座っていた。

「あの子にあんな真ま似ねさせたって、どこかでドジを踏むのは判わかってたでしょう？　それでもあえてやらせたのは、あの子に対する──」

「覗のぞき魔まは少し引っ込んでてくれる？」

　ヌグレードをじろりと一いち瞥べつし、リューインはロカマドゥータを一いつ閃せんさせた。

　かきん、と硬い音がして、そこかしこに建っていた灯とう籠ろうが崩れ落ち、炎と油があたりに飛び散った。

　それを見届けてから、リューインは夜空に飛んだ。
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　キリリクをかかえて鉄の門もん扉ぴを飛び越えた次の瞬間、全身が総毛立つ感覚にソーロッドは身震いした。

「ひゃああ!?」

「黙ってて──！」

　ジェグマダールによって常人を凌りよう駕がする身体能力を引き出されている今のソーロッドにとっても、自分より重いキリリクをかかえて移動し続けるのはいささか酷なことだった。ましてや追手をいなしながらの逃亡劇ともなれば、ふつうに逃げるよりもはるかに体力を消耗する。

　市街地へ続く坂道を駆け降りていくソーロッドの背後から、門が開くきしみと、数頭の馬の蹄てい鉄てつの音が追いかけてきた。

「そっ、ソーロッドさん！　追手ですよぅ！」

　ソーロッドにかかえられているキリリクが、声をうわずらせて叫んだ。

「判ってるから黙ってて！　──だいたい、あなたがあんな何でもないところで足を踏みはずすから見つかったんじゃないの！　スパイのくせに！」

「スパイじゃないですう！」

　屋根から落ちかけたキリリクが悲鳴をあげたおかげで、夜警の兵士たちに見つかってしまった。見とがめられるとしても屋敷の門を越える時だけと考えていたソーロッドにとっては、痛すぎる計算違いだった。

　当初ソーロッドは、屋敷を抜け出したあとは市街地へ逃げ込み、馬を調達してそのままイリヤスハールを離れようと考えていたが、追手を引き連れたままではそれも難しい。いざとなれば、自分が追手を引き受けて足止めしている間に、キリリクに神剣マズルカを持たせて先に逃がすしかなかったが、それもこんな開けた場所では無理だった。

「追手は何人!?」

　振り返ることなく、ソーロッドは小こ脇わきにかかえ込んだキリリクに尋ねた。

「四──じゃない、五、六人はいます！　ぜ、全員女の子で、馬に乗ってますよぅ！」

　おそらく〝落らく鳳ほう騎き〟の少女たちだろう。〝剣奏ヒムヌ〟が使えないとはいえ、神剣マズルカを持つ剣聖チヤルダーシユが六人──とても振り切ることはできない。

「どうにか市街地に逃げ込むから、わたしが追手を足止めしてる間に、あなたはその神剣を持ってひとりで逃げて！」

「ええ!?　じょ、冗談よしてくださいよう！」

「くっ──！」

　さすがにキリリクというお荷物は重すぎた。市街地へ入るか入らないかというところで追手に追いつかれたソーロッドは、いっさいの警告なしで飛んできた矢を横にステップしてかわすと、キリリクを放ほうり出だして左手を腰の後ろに回した。

「ぶひゅ」

　前のめりにつんのめったキリリクの前に立つと、ソーロッドは両手でジェグマダールを引き抜いた。

　騒ぎを聞きつけたのか、あたりの民家の窓に明かりがともり、外の様子を窺うかがう人々の顔が覗のぞいたが、すぐにまたカーテンを閉めて閉じこもってしまった。

　弓矢を捨てて馬から飛び降りてきた少女たちは、みなシャロルタと同じような恰かつ好こうをしていて、腰にはそれぞれ神剣とおぼしい輝きを放つ剣を帯びている。が、シャロルタ本人の姿はない。

「不幸中のさいわいかもね──」

　ここにシャロルタがいないのは、ソーロッドにとっては数少ない好材料だった。あの屋敷にいる剣士シユラフタたちの中で、ソーロッドがもてあます相手がいるとすれば、それはシャロルタとミクローシュのふたりだけだと想定していたからである。

　その双方がいないのなら、ここを切り抜けるのもそう難しくはない。

「イニエッド！」

「判わかってる！」

　少女たちがたがいに声をかけ合い、四方から同時に斬きりかかってくる。さすがに神剣を使えるだけあって、屋敷をうろついていた衛兵たちよりは動きがいい。が、剣奏があつかえるレベルでないことも判っている。

「はっ！」

　左右の剣で少女たちの斬ざん撃げきを打ち返し、逆に前まえ蹴げりで正面の敵を吹き飛ばしたソーロッドは、冷静に四方を見やった。

　シャロルタ以外の落鳳騎の少女たちが相手なら、ソーロッドが剣奏を使うまでもない。その気になれば、斬り伏せて無力化するのに三分もかからないだろう。

　だが、そうはしたくなかった。この少女たちは──シャロルタも含めて──ミクローシュに何かしらの弱みを握られているために、心ならずも彼の側室、近衛このえとなっている。そんな彼女たちを傷つけたり、ましてや斬り殺すなど、ソーロッドにはできなかった。

　だからソーロッドは剣奏を封印したままで戦った。もしソーロッドが〝春しゆん雷らい〟まで使うような事態になれば、落らく鳳ほう騎きの少女たちはもちろん、周囲の民家に住む住民たちまで巻き込んでしまう恐れがある。

　そこまでせずとも、手加減して気絶させられればそれでよし──そう考えていたソーロッドの視界の中に、その時、屋敷のほうから高速で近づいてくる人影が飛び込んできた。

　それが誰だれなのかを確認するより早く、空気を引き裂いて鋼の槍やりが飛んできた。

「!?」

　咄とつ嗟さに反応してはじき返したソーロッドの右手に、激しい痺しびれが残った。

「私の宝物庫に入り込んだ賊がいるというから、酔い覚ましに少し相手をしてやろうかと思って来てみたが──」

　民家の屋根の上に登ってソーロッドたちを見下ろしているのは、いつもの薄着の上から毛皮のコートをはおったミクローシュだった。右手には抜き身の剣を持ち、左手には穂先から柄えまですべて鋼でできた槍をたずさえている。

「まさか客人の従者が盗ぬすっ人とだったとはな」

　左手に持っていた槍を屋根に突き刺し、ミクローシュは丘の上の屋敷を振り返った。

「これはアズダハ卿きようも承知のことか？　つまり……彼の指示かどうかという意味だが」

　酷薄そうに細められたミクローシュの瞳ひとみが、ソーロッドの足元で丸くなっているキリリクを見み据すえた。

「ただの人間からすれば得がたい宝ともいえるが……彼ほどの剣聖チヤルダーシユにとっては、その程度の神剣マズルカなどおもちゃも同然ではないか？　彼の持つ神剣はまさしく宝、おまえたちが盗み出した使い道の薄い神剣などとはくらべものにもならん。……だろ？」

「だったらこのまま見逃してくれてもいいんじゃない……？」

「そうはいかない。おまえたちのような賊を見逃しては、領内の治安や軍の規律を維持できなくなる。……法を犯した者にはそれにふさわしい罰が必要だ」

　ミクローシュが軽く手を振ると、少女たちがふたたびソーロッドに斬きりかかった。

「ちょっ……もうやめて！」

　剣奏ヒムヌを使えない以上、神剣の力を充分に引き出せているとはいえない。もし仮にまったく同じ神剣が二本存在するとして、その剣奏を使える剣聖と使えない剣聖とでは、戦闘力に雲泥の差が出る。たとえ剣奏を封じた状態で戦ったとしても、剣奏を使える人間のほうが、神剣に秘められた力をより多く引き出せる──すなわち神剣によって自身の力も引き出してもらえるからである。

　だから、落らく鳳ほう騎きの少女たちでは、たとえ一〇人いたとしてもソーロッドの相手にはならない。それは彼女たち自身にも判わかっているはずだったが、いくらソーロッドにあしらわれても、あきらめる様子はまるでなかった。

「そ、ソーロッドさん！　あのムチみたいなので、や、やっちゃってくださいよう！」

　頭をかかえてうずくまることしかできないキリリクが、金切り声でわめいた。

「それは──絶対にダメ！　こんな……だ、だって、みんな、わたしと同じくらいの女の子なのよ!?」

　これがみずから覚悟してソーロッドの前に立ちはだかった剣士シユラフタであれば、老若男女関係なく、ソーロッドも本気で相手をするのにやぶさかではなかったろう。しかし、明らかに彼女たちは、望まない戦いをしいられている。ソーロッドには勝てないと理解しつつも、おそらく親兄弟のために逃げ出すことも倒れることもできず、何度でも立ち上がって、ぼろぼろになりながらソーロッドに挑んでいる。

　それが判わかるソーロッドには、彼女たちに対してこれ以上の攻撃はできなかった。もしソーロッドが春しゆん雷らいを使えば、確実に誰だれかが死ぬ。

「……不ふ甲が斐いない」

　屋根の上で観戦していたミクローシュが、溜ため息いき混じりに口を開いた。

「このようなありさまでは、落らく鳳ほう騎きの存在意義自体を見直さなければならないな。あらたに周辺諸国まで触れを出して、真に戦える者を集め直すしかない。おまえたちも本心ではもう戦いたくないのだろう？　ならば暇を出してやるのが私の務めだろうな」

「お、お待ちください、ミクローシュさま！」

　苦痛の呻うめき声ごえを嚙かみ殺ころしていた少女たちが、ミクローシュの腹立たしげな言葉に顔色を変えた。

「今しばらく、お、お待ちを──」

　少女たちはたがいに視線を交わすと、ふたたびソーロッドを取り囲んでいっせいに襲いかかってくる。それまでと違うのは、そのうちの何人かは、明らかにキリリクを狙ねらっていたということだった。

「ひ！」

「待ってよ!?　この子は剣なんかぜんぜん──」

　非戦闘員を狙ってきたことへの怒りと、それまで思うように戦えなかったことから来る苛いら立だちが、瞬間的にソーロッドの剣を鋭くさせた。

「ぐっ……！」

　ジェグマダールによって二の腕や肩口を斬きりつけられた少女たちが、神剣マズルカをはじき飛ばされて数歩よろめいた。

「悪いけど、このくらいは我慢してよね！」

　まったくの無傷では撃退できないと覚悟を決めたソーロッドが、残りの少女たちに向き直ろうとした時、ソーロッドの膝ひざに予想外の重さがかかった。

「え──!?」

　神剣を失った少女たちが、丸腰のままソーロッドに組みついてきたのである。それを振りほどく間もなく、ほかの少女たちが斬りかかってきた。

「ちょっ──」

　ジェグマダールを持つソーロッドを、神剣を手放した少女たちの力で組み伏せることはできない。それでも、ソーロッドの足あし枷かせとしては充分な重さがあった。

「くっ──!?」

　ソーロッドがかろうじてその一撃を受け止めた時、脇わき腹ばらに熱い痛みが走り、すさまじいいきおいで背後の民家の壁に叩たたきつけられた。

「──っ」

　激しい衝撃に咳せき込こもうとしたソーロッドののどを、圧縮された空気の代わりに熱い鮮血が駆け上がってきた。

「な……え？」

　何が起こったのか理解できず、ソーロッドは自分の身体からだを見下ろした。

　ソーロッドの胸に頰ほおを押しつけるような恰かつ好こうで、落らく鳳ほう騎きの少女が彼女の腰に腕を回していた。

　その少女の背中から、鈍にび色いろの槍やりの柄えが伸びている。それは少女の胸と、それにソーロッドの脇腹を完全に貫通し、さらに後ろの壁に食い込んでいた。

「……ま、このくらいは役に立ってもらわんとな」

　徐々にかすみ始めたソーロッドの視界の中で、屋根の上のミクローシュが満足げにうなずいていた。そのかたわらに突き立っていたはずの槍が、今はない。

「……！」

　ソーロッドはもう一度自分の身体を見下ろした。

　ソーロッドに抱きついたまま動かなくなっている少女は、生きているのかいないのか、すでに意識はない。胸を槍やりが貫通しているのだから当然だった。












　果たしてこの少女は、自分をつらぬいた槍を投じたのが、名ばかりとはいえ自分の夫だったと気づいているのだろうか──。

　急激に襲ってきた悪寒と脱力感に、ソーロッドのまぶたがすとんと落ちた。
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　死んだかも──と、レンズに跳ねた血ち糊のりを拭ふき取とることも忘れ、キリリクは絶望した。

　キリリクの目の前で、〝落らく鳳ほう騎き〟の少女といっしょに槍でつらぬかれたソーロッドが、力なく崩れ落ちていく。それだけの深手を負ったソーロッドが死ぬかもしれないと思うのと同時に、ソーロッドに何かあれば、おそらく自分もリューインの逆げき鱗りんに触れて命がないだろうという気もしていた。

　ほかの少女たちも、目を見開いている。彼女たちにとっても、この乱戦の中でミクローシュがあんな真ま似ねをするとは予想外だったのだろう。

「……捕らえろ」

　小さなくしゃみをして、ミクローシュはいった。

「アズダハ卿きように真意を問いたださなければならないが──いずれにしろ、その少女の神剣マズルカは私のコレクションに加えさせてもらおう」

「ずいぶんと身勝手ないいぶんだけど……ま、一宿一飯の恩義ってものがあるからね。今夜のところは許してあげるよ」

　傲ごう慢まんなミクローシュのセリフに、さらに傲慢なセリフがかぶさってきた。

「彼女にとってもいい薬になったんじゃない？」

　そういって小さく笑ったリューイン・アズダハは、いつの間にかソーロッドのそばに立ち、ミクローシュを見上げていた。

「────」

　いったいいつそこにやってきたのか──キリリクがリューインの動きを目で捉とらえられないのは、それはもはや当然のことだろう。だが、落らく鳳ほう騎きの少女たちや、何よりもミクローシュの驚きの表情を見るかぎり、それは彼らのような剣聖チヤルダーシユにとっても捕ほ捉そく不可能な、知覚できない速さによるものだったのかもしれない。

　ミクローシュは驚きの表情をすぐに怒りのそれに変え、押し殺した声で尋ねた。

「アズダハ卿……これはきみの差し金か？」

「宝物庫を荒らしたこと？　だったらまあ、そういうことになるかな？」

　リューインは背中の剣を引き抜くと、ソーロッドと少女の間にその刃を差し入れ、槍やりの柄えを切断した。周りの少女たちは、ただそれを遠巻きに眺めていることしかできない。

「ぼくの従者もそうだけど──この子、すぐに手当してあげないと死んじゃうよ？」

　腹から下を出血で赤く染めたソーロッドをかつぎ上げ、リューインはいった。

「そんなことはどうでもいい。それよりここまでのことをしておいて、まさかこのまま逃げられるとでも思っているのか？」

「ここまでのこと？　ああ、屋敷に火をつけてきたこととか？」

「何──？」

　その言葉に、全員の視線が丘の上のほうに向かう。

「……！」

　ミクローシュの屋敷から、赤い炎と黒煙が上がっていた。

「……行くよ、キリリクちゃん」

「はぇ？」

　ぼんやりと丘の上の炎を見上げていたキリリクの身体からだが、ひょいとかかえ上げられた。

「ミクローシュさま！」

　リューインの動きに気づいた少女が悲鳴にも似た声をあげる。慌てて少女たちが剣を拾い上げ、リューインを取り囲んだが、実際に斬きりかかることはできないようだった。

「早く戻って火を消さないと、わりと困るんじゃない？」

　涼しい顔でそう告げるリューインは、背中にキリリクをしがみつかせ、左手でソーロッドをかかえた状態で、平然と屋根の上まで飛び上がった。

「貴様──」

　ミクローシュにもまだ逡しゆん巡じゆんがあるようだった。あくまでここでリューインを追いつめるべきか、それとも屋敷に戻って火を消すか──。

　それを見てリューインが笑った。

「大丈夫、ぼくらそんな遠くには逃げないよ。──領主サマに返してもらわなきゃならないものがあるからね」

「返すべきもの──だと？」

「ああ、いろいろとね。……だから、今夜のところはおたがいに痛み分けということにしておこうよ」

「ふざけるなよ……すぐに貴様を追いつめて、引導を渡してやる」

　憎々しげに吐き捨てたミクローシュは、落らく鳳ほう騎きの少女たちを引き連れて屋敷のほうへと戻っていった。おとなしく引き下がったのが意外ではあったが、コレクター気質かたぎで芸術家肌のミクローシュとしては、屋敷に保管している芸術品の数々や、あるいは美しく調和の取れた屋敷自体が心配だったのかもしれない。

　ほっとしてリューインの背中から降りたキリリクに、リューインがいった。

「──きみ、この街の近くにある、そこそこ大きな金持ちの屋敷とか知らない？」

「は？」

「立たて籠こもれそうな屋敷だよ。まさかこの街の民家には立て籠もれないでしょ？」

「た、立て籠もるっていうこと自体が、その……ど、どうしてです？」

「じゃあきみは、この状態のソーロッドちゃんを連れて逃げ回れっていいたいわけ？」

「────」

　リューインが自分を見るまなざしにいつもと違う冷たさを感じ、キリリクは震え上がった。言葉遣いこそふだんとあまり変わりなかったが、やはりリューインは静かに怒っている。明らかにソーロッドが重傷を負ったことが原因だった。

　もしこれでソーロッドの負傷がキリリクの不手際によるものだとばれたら、本当にキリリクの命はないかもしれない。

　キリリクは慌ててこめかみに手を当て、

「ちょ、ちょっと待ってください！　た、確か、街を出て少し北に行ったところに、何とかっていうお金持ちが住んでるらしいです。ここの領主と組んで、けっこうあくどく稼いでる商売人らしくて……」

「そりゃあ都合がいい」

　キリリクの話をみなまで聞くことなく、リューインは地上に飛び降りた。

「──馬車を調達したいんだけど、どこにあるかな？」

「ええっと……」

　さいわい、騒動を避けたいからか、家の人間は出てくる様子がない。キリリクは民家の厩きゆう舎しやから馬車を引き出し、御者台に乗り込んだ。

「ぼくもそんな本格的に火をつけてきたわけじゃないから、そんなに時間は稼げないと思う。それまでに落ち着ける場所を捜して手当しないと」

「手当って──」

　キリリクには医療の専門知識はないが、軍人として、それなりに過酷な戦場の現実も見てきている。その経験則からいえば、胴体を槍やりでつらぬかれた兵士が生き延びた例はほぼ皆無だった。

　だが、それを今のリューインにいうわけにもいかず、リューインがソーロッドといっしょに荷台に乗るのを待って、キリリクは手綱を鳴らした。
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　冷ややかな黎れい明めいの空気には生木が焼けたような臭においが染みついていた。

　ようやく火を消し止めたミクローシュの庭で、激しく頰ほおを打たれたシャロルタは無言で痛みに耐えた。

「私を失望させたな、シャロルタ」

　ぷらぷらと手を振り、ミクローシュは淡々と呟つぶやいた。

　すでに屋敷の中庭には多くの庭師たちが入り、芯しんまで焼けた木々を掘り返したり、焼け焦げた枝葉を剪せん定ていしたりしている。炎上に気づいたシャロルタが逸いち早はやく屋敷の者に消火を命じたために、建物への延焼はほとんどなかったが、それでも、この屋敷そのものを自分が作り出した芸術品と見ているミクローシュには、やはり許しがたいことなのだろう。

　ミクローシュは腰に手を当て、冷ややかにシャロルタを見下ろした。

「せめてあの若わか僧ぞうを足止めしておくくらいできなかったのか？」

「……申し訳ありません」

　石畳の上にひざまずいたまま、シャロルタは唇を嚙かみ締しめた。

　リューインの籠ろう絡らくを命じられたにもかかわらず、それを見抜かれ、逆にいいくるめられて足止めされた。その間にリューインの従者が宝物庫をこじ開けて神剣マズルカを盗み出したとなれば、シャロルタに申し開きのしようはない。

　いっさいの弁明をしないシャロルタに、それ以上怒りのぶつけようがなくなったのか、ミクローシュは小さく舌打ちして兵士たちにいった。

「賊の追跡はさせているな？」

「はい」

「あの怪け我が人にんを連れていては、そう遠くまでは逃げられない。いずれどこかに腰を落ち着けて手当をするだろう。そこを突き止めて、あとは遠巻きに監視していればいい。追いつめるのは私が行ってからだ。軍に出陣の準備をさせろ！」

　兵士たちに屋敷内のチェックをあらためて命じながら、ミクローシュは母おも屋やのほうへ去っていった。

「シャロルタ」

　ほこりを払って立ち上がったシャロルタのもとへ少女たちが駆け寄ってきた。

「どうしたの、ヌスス？」

「イニエッドが──」

　涙ぐむ少女たちを見て、シャロルタの胸のうちを悪い予感がよぎった。

　実際に剣を振るうところは見ていないが、リューインの従者だというあの少女は神剣を持つれっきとした剣聖チヤルダーシユだった。もし〝剣奏ヒムヌ〟を駆使できるレベルなら、捕縛に向かった〝落らく鳳ほう騎き〟の少女たちが手傷を負ったとしてもおかしくない。途中でリューインが割って入ったのであればいわずもがなだった。

「まさか……イニエッドがやられたの？」

「かろうじて生きてはいるけど──」

　シャロルタは少女たちとともに駆け出した。

　一国の王が側室を持つ場合は、それぞれに独立した城や宮殿をあたえ、おたがいが顔を合わせることなく暮らせるように配慮するものだが、側室とは名ばかりのシャロルタたちは、屋敷の一番の広い離れで共同生活をしている。おたがい年も近く、似たような境遇に置かれていることもあって、落らく鳳ほう騎きのメンバーは全員が姉妹のような関係にあった。

「──イニエッド!?」

　奥の間へとやってきたシャロルタは、あたりにただよう強い血けつ臭しゆうに顔をしかめた。

「シャロルタ……」

　ベッドの周りにいた少女たちが、暗い表情でシャロルタを振り返った。

「イニエッドは!?」

「どうにか血は止まったけど……きょうが山だって──」

「────」

　ベッドに横たわった少女は、上半身に固く包帯を巻かれ、弱々しい呼吸を繰り返している。頰ほおは青ざめ、肩のところで切きり揃そろえられた金髪にも生乾きの血が付着していた。

　シャロルタはイニエッドの冷たい頰にそっと触れ、ヌススに尋ねた。

「どうしたの？　いったい何があったの？」

「屋敷から逃げ出した賊を市街地まで追いかけていったら、あのお客人の従者とかいうふたりで……」

「正直、わたしたちでは束になってもかなわないくらいの強さだった。……あの子絶対、名のある剣聖チヤルダーシユだと思う」

「その子がイニエッドを？」

「そうじゃないの。わたしたちではどうしようもなくて、そこにミクローシュさまがいらして、その──」

「わたしとイニエッドがあの子を取り押さえようとして組みついていた時に、ミクローシュさまが……」

「────」

　シャロルタは姉妹たちの告白に目を見開いたが、しかし同時に、苛いらついたミクローシュならやりかねないとも思った。ふだんのミクローシュは鷹おう揚ようで寛容な支配者だが、しばしば突発的に残忍な真ま似ねをやってのける。あるいはその残忍さこそが彼の本性なのかもしれないが、いずれにしても、その発露によって命を落とした者は少なくない。だからこそシャロルタたちは、自分たちがその犠牲になることはもちろん、領内に住む身内に害がおよぶことを恐れて、おのれを殺してミクローシュにしたがってきた。

　しかし、落らく鳳ほう騎きの姉妹が手にかけられたのは初めてだった。

「シャロルタ！　わたしたち……このままでいいの!?」

　ヌススがシャロルタの手を摑つかんで揺さぶった。ほかの少女たちも同じ気持ちだろう。

　だが、シャロルタたちに何ができるというのか。

　シャロルタたちは、その一族も含めて、ミクローシュに生かされている。シャロルタたちがどれほどつらい目に遭おうと、それはその代償として受け入れるしかない。

「…………」

　呆ぼう然ぜんとイニエッドを見つめるシャロルタの耳もとで、あの若者のささやく声がよみがえってきた。
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　キリリクの持つ断片的な情報によれば、この屋敷の持ち主は薬やく種しゆ問どん屋やをやっていて、ミクローシュの庇ひ護ごのもと、レハール領内での薬の流通を一手に握っているという。いわれてみればこの屋敷の豪ごう奢しやさには、ミクローシュの屋敷とはまた方向が別の、いってしまえば趣味の悪さがにじみ出ていた。

　当然、この屋敷の財産を守るための護衛役はそれなりにいたが、さしたる意味はなかった。ミクローシュ邸のものよりはるかに頑丈そうな飾り門を一撃で破壊したリューインに恐れをなして、屋敷の主人たちよりも先に、みんな逃げ出してしまったのである。

　無人となった屋敷にソーロッドを背負って足を踏み入れたリューインは、三階の大きな寝室に入ると、ベッドに少女を横たえてキリリクにいった。

「──厨ちゆう房ぼうに行って、まずは綺き麗れいな水を汲くんできて」

「だっ……の、のんびりしてる場合じゃないですよう！　早く逃げないと！」

　この屋敷は田園地帯の真ん中にぽつんと建っている。イリヤスハールからは馬車を飛ばして一時間ほどしかかからなかった。逆にいえば、もしミクローシュが軍勢を率いてやってきたら、一時間ほどで完全に包囲されてしまう。

「追手には充分気をつけて来たつもりですけど、でも、そもそもこの屋敷の住人が街まで逃げてってうったえ出れば、わたしたちがここにいるってことはすぐにバレちゃうじゃないですか！　だったら──」

「キリリクちゃんさあ」

　狼ろう狽ばいするキリリクを振り返り、リューインはその肩にロカマドゥータの鞘さやを置いた。

「──ぼくのいうこと聞きたくないなら今すぐ消えてくれる？　逃げたいならいいんだよ、ひとりで逃げても」

「だ、だって──」

「いいわけを聞いてる時間も惜しいんだよね、ぼく」

「……！」

　今のリューインを迂う闊かつに刺激するのは、腹を空すかせているオオカミの尻尾しつぽを引っ張るよりもはるかに危険だろう。キリリクは眼鏡めがねを押し上げ、無言で階下へと走った。

「手当なんかしたって助かりっこないのに……！」

　もし奇跡的に内臓が傷ついていなかったとしても、脇わき腹ばらにあんな大きな穴が開いて助かるはずがない。医者の手当も受けられない以上、出血多量できょう中に死ぬ。

　にもかかわらず、リューインはその現実を受け入れようとしない。リューインにとってはそれだけソーロッドが重要なのか──あるいは、彼女を救う方法があるのか。

　とにかくキリリクには、リューインにしたがう以外の選択肢はない。今ここでリューインと別行動を取っても、ミクローシュから逃げ切れる保証はないのである。

　一階まで駆け降りたソーロッドは、厨房のすぐ裏にあった井戸から水を汲み上げると、手て桶おけに移し替えて三階まで運んだ。

「もっとだよ、もっと」

　この屋敷の夫人のものなのか、リューインはシルクの寝間着をロカマドゥータの切っ先で器用に細長く裂いていた。

　ふと見ると、ベッドの上のソーロッドの手には、彼女が抜き放ったままのジェグマダールが握らせてある。まるで何かのおまじないのように、少女は胸の上で両腕を組み、両方の手に剣を握っているのだった。

　次にキリリクが水を汲くんで三階に上がってきた時、リューインは懐から細い鉄てつ串ぐしのようなものを引き抜いていた。

「な……何するつもりですかぁ……？」

「縫うんだよ」

「ぬ、縫う……？」

「もちろん、こんな太い針じゃ人を殺すのにしか使えないけどね」

　おそらくその鉄針は、リューインが暗器として使っているものだろう。リューインはそれをロカマドゥータの刃に当て、あっという間に半分以下の細さに削ってしまった。

「あとはワインと──それと、薬やく種しゆ問どん屋やなら酒蔵にアプサントがあると思うから、それも持ってきて」

「え？　あ、あんなもの飲むんですかぁ？」

「消毒に使うに決まってるでしょ。……急いで」

「は、はいぃ！」

　疲労でがくがく震える膝ひざを叱しつ咤たし、キリリクはふたたび一階まで駆け降りた。

　確かにここの酒蔵には、豊富な種類の酒に混じって、リューインご所望のアプサントも何本か保存されていた。薬草を原料として作られるアプサントは、ほかの酒に混ぜて飲むこともあるが、戦場ではしばしば消毒薬の代用品にも使われるほど強い酒だった。

「──こっ、これでいいですかぁ？　あるだけ持ってきましたけど……」

「ご苦労さん。……じゃ、ちょっと手伝って」

「……え？」

　リューインはソーロッドの服を脱がせて身体からだを横に向けると、短く切断された槍やりに手をかけた。

「きみ、このままソーロッドちゃんをささえてて。ぼくが槍を半分だけ抜くから」

「は、半分？」

「一度に全部引き抜くと、おなか側と背中側の両方の傷から一度に出血しちゃうでしょ？　だから、まず背中のほうに向かって半分だけ引っこ抜く。それでおなかのほうの傷を縫合してから、今度は完全に引き抜いて背中の傷口をふさぐんだよ」

「わ、わたしがささえるのはいいとして──ぬ、縫えるんですか、リューインさん？」

「最近やってないけど、けっこう慣れてるよ。昔はよく自分の傷を縫ってたからね」

　こともなげに答えたリューインは、すでに針を準備し、寝間着から取った絹糸といっしょにアプサントで消毒している。

「ど、どうなってもわたしは知りませんよ？」

　キリリクはリューインにいわれるままにソーロッドの身体からだをささえた。

「大丈夫だよ。ぼくは刃物だったら何でもあつかえるから。本当は料理だって裁縫だってうまいんだよ……っと」

　ぬるっと気色の悪い音がして、短く切断された槍やりの尻しりのほうが少女の脇わき腹ばらに呑のみ込こまれた。代わりにそこからどろりとした黒い血液があふれ出てくる。おびただしい出血ではあったが、ただ、それはキリリクが考えていたよりははるかに少なかった。それこそ槍を抜いた瞬間、ワインの瓶びんに酌めるほどの血があふれてくると思っていたのである。

「……内臓は傷ついてないみたいだね。単なる偶然か、それとも意識的にずらしたのか」

　水とアプサントで傷口を清め、リューインは薄く笑った。

「狙ねらってずらしたんだとしたら、す、すごくないですか？」

「ぜんぜんすごくないよ。最初からこんなもの食らわないほうがすごいの」

　釣り針のように湾曲させた鉄の針を使って、リューインは手早く脇腹の傷を縫合していく。確かにリューインは、この血なまぐさい精密な作業に手慣れているようだった。

「は、ぐ……っ」

「ソーロッドさん!?」

　かぼそい呻うめき声ごえに、キリリクは少女の顔を覗のぞき込こんだ。

「あ……ぐ──」

　さっきまで目を閉じていたソーロッドが、細かくまつ毛を震わせていた。かろうじて意識が戻ってきたらしい。

「傷口が染みたかな？　ま、この子にはいい薬じゃない？」

　縫合用の絹糸をつけ足し、リューインはソーロッドの耳もとでささやいた。

「いい、ソーロッドちゃん？　死にたくなければ絶対に剣を放はなしちゃダメだからね？」

「…………」

　ソーロッドの目はうっすらと開いていたが、リューインやキリリクのほうを見てはいない。しかし、その声はしっかり届いていたのか、ソーロッドの手はあらためてジェグマダールを握り締めていた。

「あの……剣を握ってると、何かあるんですか？」

「まあ、あくまでぼくの経験則なんだけどさ」

　リューインはソーロッドの背中から突き出している槍の穂を摑つかんで一気に引き抜くと、ふたたび水とアプサントを使って傷口の消毒にかかった。

「神剣マズルカていうのは、相性さえよければ、剣聖チヤルダーシユの身体能力を極限まで引き出してくれるものなんだよ。要するに──傷を治す力もね」

「え？　そんな都合のいい──」

「ぼくにとってはふつうのことなんだけどね。……結局そうやって、本当に強い剣聖だけが生き延びてくんじゃないの？　自然の摂理でしょ」

「それじゃ……ソーロッドさん、助かるんですかぁ？」

「それはこの子次第じゃない？」

　リューインの視線は傷口を縫う自分の手もとにまばたきもせずそそがれている。その口ぶりほどには、ソーロッドのことを突き放してはいないようだった。

　キリリクは上目遣いにリューインを見やり、

「……正直なところ、リューインさんがここまでソーロッドさんに肩入れする理由って何なんです？」

「肩入れ？　ぼくが？」

「ごまかさないでくださいよう。肩入れする気がないんだったら、わざわざここまでしないでしょ？　いつミクローシュの追手が来るか判わからないのに、危険を冒してでもソーロッドさんを助けたい理由って何なんですかぁ？」

「…………」

　リューインは目を細め、ソーロッドの顔を覗のぞき込こんだ。

「また気を失ってますけど」

「そこにあるシルクの寝間着を裂いたヤツ、アプサントに浸して消毒して」

「あ、はい」

「たとえばの話なんだけどさ」

　自分で縫合した傷口をあらためて水で清めたリューインは、その上から消毒したシルクをぐるぐると巻きつけていった。

「親兄弟とか恋人とか、とにかくきみの大切な人間を殺した仇かたきがいるとするじゃない？」

「仇……ですか」

「そう。もしきみに憎い仇がいたとしたら、そのおこないをとことん後悔させてから、自分の手でとどめを刺したいって思わない？」

「あの──リューインさん？　それってもしかして、ソーロッドさんがリューインさんにとっての仇だっていう意味ですか？　でも、ソーロッドさんてリューインさんより年下ですよねえ？」

「だから？　仇が年下なら、きみは許せるんだ？」

「だ、だって──ソーロッドさん、たぶん、まだ一五とか一六ですよね？　なのに、リューインさんはソーロッドさんを何年も仇として追いかけてたっていうんですか？　っていうかぁ、そもそもソーロッドさん、記憶を失ってて何も覚えてないんじゃ──」

「だからさぁ」

　いったん手を止めてワインをあおったリューインは、ソーロッドの腹へとカーテンを裂いて作ったさらしをしっかり巻いていった。

「──ソーロッドちゃんには、すべてを思い出してもらわなきゃ困るんだよねえ」

「それじゃリューインさんは、あとあと自分の手でとどめを刺すために、ソーロッドさんを助けたっていうんですか……？」

　キリリクのその問いには答えず、リューインはソーロッドをもうひとつのベッドに移すと、窓から外の様子を窺うかがった。

「キリリクちゃん、今のうちにこの部屋にできるだけ食料と飲み物を運んどいてくれる？　どのみちソーロッドちゃんが回復するまで、ここに立たて籠こもるしかないからさ」

「ここまで来たら最後までおつき合いしますけどぉ……効率のことを考えたら、リューインさんにも手伝ってもらわないと」

「別にかまわないけど」

　軽く首を回したリューインは、今になって思い出したかのようにいった。

「……さっきの話、ソーロッドちゃんにばらさないでね？」

「は、はいぃ!?」

「何をそんなに慌ててるわけ？　単なるお願いだよ？」

「そっ、それは──は、はい、肝に銘じておきます……」

　リューインのにこやかな笑顔がかえって恐ろしい。キリリクはかくかくと何度もうなずき、リューインのあとを追って寝室を駆け出ていった。


















　アフラ・ブルガーダ率いる討伐軍の斥候として、フルルロッサとジャミーがイリヤスハールに入ったのは、すでに日も暮れてかなりたってからのことだった。この街には城壁も城門もないため、日没とともに締め出されることもなければ、街の出入りの際に身分を確認されることもない。今のふたりのような立場の人間にはありがたかった。

　夜の闇やみに溶け込む濃のう紺こんのマントをはおったジャミーは、夜も更けているというのに雑然としている盛り場を見回し、フルルロッサにいった。

「にぎやかなのはキライじゃねーが……何となく妙な空気じゃねーか？」

「そうだね」

　たとえばヴルショヴァラの城下町も、昼夜を問わずに活気に満ちているが、フルルロッサたちが感じているこの場のにぎわいは、ヴルショヴァラのそれとは少し違っている。明るい活気があるというのではなく、張り詰めた糸のような緊張感をともなった──少女たちに馴な染じみのあるたとえをするなら、戦闘を間近に控えて騒然とした最前線の空気に似ている。

「……こういう時は、酒場で情報を集めるといいらしい」

「そーなのか？」

「ナイペルク卿きようがそういっていた。酒場にはおのずと情報が集まってくると」

「あの色気垂れ流しの女め狐ぎつねがか？　さすが歌い女め上あがりだな、下々の事情に通じてるじゃねーか」

「……きみ、本人の前でそれいったら殺されるよ？」

　ひと言多いジャミーをたしなめ、フルルロッサは手近な酒場へと足を踏み入れた。

「あらあら、いらっしゃい」

　ジャミーの脚よりも太そうな二の腕を持つ女将おかみが、ふたりを空いているテーブルへとすぐに案内してくれた。ざっと見たところ、客の入りは三、四分といったところだが、いつもこうなのか、それとも今夜が特別なのかは判わからない。

「ちょっと聞きたいんだけど」

「何だい？　いっとくけど、ウチは酒はこれしかないよ？」

　女将はふたりが何もいわないうちからエールのジョッキを運んできた。ここで飲み食いするなら否応なしにエールを注文することになるらしい。

　そのぬるいエールでとりあえずのどを潤し、何か食べるものを適当に持ってきてほしいと注文してから、フルルロッサはさりげなく女将に尋ねた。

「何だか街がざわついてるような気がするけど、何かあったの？」

「おや、見ない顔だと思ったら旅のお人かい？」

「まーな。ここの領主が腕利きを集めてるって聞いてよ、オレらの腕を買ってもらおうと思ってはるばる来てやったんだぜ」

　一気にエールを飲み干したジャミーがそういうと、女将おかみはあからさまに眉まゆをひそめて声を低く落とした。

「……もしかして、あんたたちも剣士シユラフタさまなのかい？　だったらここではたらくのはやめときなよ」

「あ？　何でだ？」

「確かにここのご領主さまはいつも腕利きを集めていなさるけどねえ……女の剣士さまの場合、お手がつくんだよ？　悪いことはいわないからよそへお行きよ」

「お手がつく……ってどーゆー意味だ？」

「そ、それはまあ、噂うわさで聞いているけどね」

　きょとんとしているジャミーを黙らせ、フルルロッサは小さく咳せき払ばらいをした。

「ここではたらくかどうかはもう少し領主の評判を聞いてからでもいいと思ってるんだけど……それで、何かあったの？」

「ああ、うん、それがねえ」

　作り置きとおぼしい豆とトリッパの煮込みを大きな器に盛って運んできた女将は、太い首を撫なでながら溜ため息いきをついた。

「──きょうの明け方のことなんだけどねえ、ご領主さまのお屋敷から、賊が神剣マズルカを盗んで逃げ出したそうだよ」

「賊？」

「賊といっても、そもそもはご領主さまが招き入れた、えーと、食しよつ客かくっていうのかい？　とにかくお客人だったらしいんだけどさ、それが宝物庫から神剣を盗んで逃げたんだとさ。神剣といったら、たった一本でも大きなお屋敷が買えるってほどのお宝なんだろう？」

「そうだね。──じゃ、もしかしてその賊が街にひそんでるの？」

「賊はとっくに逃げたよ」

「逃げた？」

　トリッパとチーズを交互に口に運んでいたジャミーが、いぶかしげに聞き返した。

「ああ。この街を出て北に少しばかり行ったところに、ナルボンヌっていういけ好かない商人の屋敷があるんだけどね、賊はそこに立たて籠こもってるらしいよ。昼間、屋敷を追い出されたナルボンヌがご領主さまのところに逃げ込んできたからねえ」

「賊はどうして遠くへ逃げずに立て籠もったりしたんだろう？」

「何でも、賊のひとりが深手を負ったとかで……たぶん、怪け我が人にんを連れてたんじゃ逃げ切れないと思ったんじゃないかねえ？　わたしにはよく判わからないけどさ」

「賊ってのはどんな連中なんだ？」

「若いのにやたら腕の立つ男と、あとはその従者だっていう女の子がふたりって話だよ。逃げる時にお屋敷に火をつけてったっていうから、ご領主さまがとにかくお怒りでね。朝になったら軍を率いてナルボンヌの屋敷に攻め寄せるんだとさ」

「は？　賊ってたった三人なんだろ？」

「絶対に逃がさないためだってさ。にしても大おお袈げ裟さな話だよねえ」

「なるほど……街がざわついてるように感じるのはそのせいか」

　女将おかみがほかの客に呼ばれてテーブルを離れると、フルルロッサはそっとジャミーにささやいた。

「ジャミー……それを食べ終わったら街を出るよ」

「あ？　討伐軍に戻るのか？」

「将軍への報告に戻る前に、その金持ちの屋敷へ行く」

「え？　ちょっと待てよ、まさかその賊って──」

「可能性はある」

　サロメアのもとに集まった情報では、リューイン・アズダハには、ソーロッドのほかにもうひとり、眼鏡めがねをかけた若い女が同行しているという話だった。

「まがりなりにもミクローシュは〝白びやく炎えん剣けん〟の綽しやく号ごうを持つ剣聖チヤルダーシユだからね。その屋敷から神剣マズルカを盗んで逃げおおせるなんて、ただのコソ泥にできることじゃないよ。……けど、リューイン・アズダハやソーロッドにならそれができる。将軍のもとに帰るのはそのへんのことを確認してからでいいんじゃないかな」

　もともとフルルロッサは、討伐軍がイリヤスハールに突入する前にソーロッドと接触したくて、斥候を買って出たのである。ソーロッドの手がかりも摑つかめないまま戻るわけにはいかなかった。

「もしかしたら、そのままソーロッドを連れ戻せるかもしれねーしな！」

　ジャミーはにかっと歯を見せて笑うと、残りのトリッパを一気にかき込んだ。

「……ボクのぶん、残そうとか考えてないね、きみ」

　大きな溜ため息いきをつき、フルルロッサはチーズをつまんでエールを片づけにかかった。





　　　　☆






　誰だれかがソーロッドの手を握っている。

　あたたかいのに、その一方ではひんやりとしているようにも感じる。それはもしかすると、ソーロッドが発熱しているからかもしれない。

　振り返ってみれば、ソーロッドがまだユーミール家の一員と認められていなかった頃ころ、風邪をひいて苦しんでいた時、同じように手を握ってもらったことがあった。

　あの時──義理の祖父も父も屋敷におらず、使用人たちがソーロッドを放置していた中で、ただひとりギュンターだけが少女を気き遣づかってくれた。なかなか熱の下がらないソーロッドの額に濡ぬれたタオルを乗せ、うなされる少女の手をひと晩中握っていてくれたギュンターのおかげで、翌日からは、少しずつ使用人たちもソーロッドを人並みにあつかってくれるようになった。

　あの時とよく似た、あたたかな手のぬくもりがある。

　ただ、何かが違う。

　誰だれかに手を握ってもらっているのは確かだったが、ようやく明めい晰せきさを取り戻しつつあったソーロッドの意識が、その違和感に気づいた。

　ソーロッドは今、ヴルショヴァラどころか都からも遠く離れたイリヤスハールにいる。なぜそこでギュンターに手を握られながらベッドに横になっているのか──そんなことがあるはずがない。

　それを自覚した瞬間、ソーロッドは目を見開いた。

「──!?」

　ソーロッドの手を握っているのはやはりギュンターではなかった。

　ただ手を握られているだけでなく、腕うで枕まくらまでされた状態で、ソーロッドは──よりによって──リューインに抱きかかえられて眠っていたのである。目覚めた瞬間に目に飛び込んできたのが憎い敵の寝顔で、とどめにソーロッドもリューインも、その身に下着の一枚さえつけていない。

　それに気づいた刹せつ那な、ソーロッドは甲高い悲鳴とともにリューインの顔を張り飛ばそうとして、脇わき腹ばらに走った激痛に身をよじった。

「あ、ぐっ……！」

「……ああ、ようやく目が醒さめたんだ」

　ソーロッドの呻うめき声ごえでこちらも目を醒ましたのか、ソーロッドの目の前でリューインが大あくびをしている。ソーロッドはかさつく唇を嚙かみ締しめ、どうにか寝返りを打ってリューインに背を向けようとした。

「──え!?」

　痛みをこらえて逆を向いたソーロッドの目の前に、今度は豊満な胸がでんと横たわっていた。横向きに寝ているのにあまり形が崩れていない、張りのある美しいバストを、ソーロッドはしばし目を丸くして、まじまじと凝視してしまった。

「んあ……ソーロッドさん、意識が戻ったんですかぁ？」

「あ、あなた──」

　ふと顔を上げると、眠たげに目をこするキリリクと視線が絡んだ。

「どっ、どうして!?　どうしてわたしがあなたたちにはさまれて寝てるわけ？　それも、み、みんなで、はっ、は、はだっ──」

「全裸なのはぼくとキリリクちゃんだけでしょ。よく見なよ、きみはおなかに包帯巻いてるじゃん」

　ゆっくりと身を起こしたリューインは、枕まくら元もとに放置されていた服を手に取った。

「きみの体温が下がりすぎてて、このままじゃ死ぬかもって思ったから、ぼくとキリリクちゃんとであっためてあげてたんだよ。……目を醒ますなり悲鳴をあげるなんて失敬すぎない、きみ？」












「体温──？」

　まだ激しい痛みの残る脇わき腹ばらに触れ、ソーロッドは眉まゆをひそめた。

「ソーロッドさん、ミクローシュの投げた槍やりに串くし刺ざしにされて、もうちょっとで死ぬところだったんですよう」

　キリリクは眼鏡めがねをかけてベッドを降りた。彼女が歩くたびに、丸い大きな胸がふるふると揺れる。同性のソーロッドはともかく、ここにはリューインもいるのに、まったく恥じらう様子がなかった。

　ソーロッドは大きく深呼吸すると、胸のところまで毛布を引きずり上げ、下着を身につけ始めたキリリクに尋ねた。

「……じゃあ、この手当はあなたが？」

「もしそうだったらソーロッドさんも少しは気が楽だったでしょうねぇ」

　悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみで振り返り、キリリクはちらっとリューインのほうを見やった。

「まっ……え？　ウソでしょ!?」

「……何なの、そのイヤそうな驚きは？」

　逸いち早はやく着替えをすませてワインを飲んでいたリューインが、子供のように頰ほおをふくらませて不満げな表情を浮かべた。

「だ、だって──」

「まったく、ご主人さまにここまで手間かけさせるなんて従者失格だよ、きみ」

　リューインは大きなテーブルの上にうず高く積まれていた食料の山から赤いソーセージを摑つかみ、ソーロッドに投げ渡した。

「──とにかく食べなよ。今のきみは圧倒的に血が足りないんだ。ブタみたいに食べまくって体力をつけないとね」

「ぶ、ブタとは何よ!?」

「そうそう、それ、ブタの血で作ったソーセージだよ。案外いいんじゃない？　今のきみの身体からだにはさ」

　確かに今のソーロッドには血が足りない。こうして身を起こしているだけで身体がふわふわとしているような、軽いめまいと寒さむ気けが断続的に襲ってくる。それを解消するには充分な休息と栄養のある食事しかない。

　恨みがましいまなざしでリューインを睨にらみつけ、ソーロッドは真っ赤なソーセージにかじりついた。

「────」

　塩と香辛料の効いたソーセージを食べながら、ソーロッドは自分がいる部屋の中を見回した。明け方なのか、それとも夕方なのか、窓から見える空は血と灰を混ぜたような陰いん鬱うつな色に染まり、その陽ひ射ざしに照らし出された部屋の中には、おそらくソーロッド自身が流した血の臭においがまだ残っている。

　少女の視線があちこちさまよっているのに気づいたのか、リューインがいった。

「ここは街から少し北に行ったところにあるナントカさんの屋敷だよ。深手を負ったきみを連れてちゃ遠くまで逃げられないから、手当のためにちょっと借りたんだ」

「わたし、リューインさんのこと見直しましたよう」

　ソーロッドのベッドのそばに椅い子すを運んできたキリリクは、大きなパンをむしって食べながらリューインを指差した。

「──ソーロッドさんのその脇わき腹ばらの傷、リューインさんが縫ったんです。てっきりリューインさんは人を斬きるしか能がないと思ってたのに！」

「キリリクちゃん、少し言葉には気をつけようか。さもなきゃぼくがきみの口も縫ってあげたほうがいい？」

「遠慮しときま～す」

　リューインとキリリクが軽口を叩たたき合あっている間、ソーロッドはじっと自分の脇腹を押さえていた。

「ソーロッドちゃん、もっと食べなよ」

　鎖のようにつながったままのソーセージを食べ尽くすと、今度は塊のままのベーコンが飛んできた。今のソーロッドには少し重いとさえ感じる分量である。

「あの──」

　ベーコンを両手で持ったまま、ソーロッドが意を決してリューインの真意を問いただそうとした時、一瞬早く、リューインのほうが先に切り出した。

「──ミクローシュはさぁ、自分は美男子で頭がよくて、自分以外のすべての人間を自分の好きなようにしていいと思い上がってるヘンタイなんだよ。傲ごう慢まんな自信家で、自分の美意識とかルールとか、そういうのを崩されるのが何より嫌いってタイプだと思う」

　どの口でいうのかという気もしないではなかったが、リューインのそのミクローシュ評はあながち間違ってはいないだろう。ふだんは鷹おう揚ような支配者だが、何かひとつでも思うようにならないと、いきなり無慈悲な暴君に変へん貌ぼうする。それは、落らく鳳ほう騎きの少女もろとも槍やりでつらぬかれた時に痛いほど思い知った。ミクローシュは決していい領主でもなければいい夫でもない。わがままで身勝手で、そしてたぐいまれな剣の腕を持っているがゆえに手に負えない独裁者だった。

「だからたぶん、ミクローシュはぼくたちを絶対に許さないだろうね。じきに幼な妻連合とご自慢の軍を率いて攻め寄せてくるよ。ぼくらを殺して神剣マズルカを奪うためにね」

「あのぉ……このままあきらめてくれるって可能性は……？」

「ないねえ」

　にべもないリューインの答えに、キリリクは肩をすぼめてうつむいた。

「一〇〇や二〇〇の兵じゃ片っ端から薙なぎ払はらわれるだけだってことは判わかってるはずだし、たぶん、ぼくたちを逃がさないために、かなりの数の軍勢を用意してくると思うよ」

「かなりの数って……こ、こっちは三人ですよぅ!?」

「まあ、一〇〇人が一〇〇〇人だったとしても特に問題はないよ。ぼくの強さはこの前の要よう塞さい攻防戦で見たでしょ、キリリクちゃんも？」

「そ、それは……まぁ」

「どっちにしろ、ミクローシュはぼくが片づけるから」

　ワインの瓶びんをはやばやと空にしたリューインは、小さなおくびをもらしてベッドの上のソーロッドに歩み寄った。

「──ただ、ぼくのポリシーからいって、ミクローシュの幼な妻連合の相手は避けたいんだよね。となると、おのずときみに任せるしかないんだけど……やっぱ無理？」

「むっ、無理に決まってるじゃないですかぁ！」

　ソーロッドが何かいうより先に、キリリクが椅い子すから腰を浮かせてわめいた。

「一命を取り留めたっていったって、ソーロッドさんはまだおなかに穴が開いてるんですよ!?　今そんな無理をさせたら、こ、今度こそ死んじゃいますよう!?　苦労してソーロッドさんを助けたのは、ほかならぬリューインさんじゃないですか！」

「っていうか、戦ってもらうために助けたんだよ」

　リューインの冷たい視線が、無言でベーコンをかじり続けるソーロッドにそそがれている。そこにはいつもの挑発的な嘲ちよう笑しようがあった。

「ふつう、従者には主人の命令に対して拒否権なんかないんだけど、まあ、一応？　きみの率直な意見も聞いたほうがいい？」

「リューインさん──」

「キリリクちゃんさあ、もうワインがないんだよね」

　指先にはさんだするどい鉄の針を器用にもてあそびながら、リューインはキリリクの言葉をさえぎった。

「最近ぼく、ぜんぜん血を浴びてないでしょ？　だからさぁ、ぼくが厄介な発作を起こす前に、下から新しいワイン持ってきてくれる？　それと、ソーロッドちゃんには水とか果物の追加があるといいよねぇ」

「い、いえ、でも──」

「大公国のスパイがあれこれ気に懸かけることじゃないよ。……ぼく、女の子は斬きらないとはいったけど、女の子をいじめること自体は嫌いじゃないからね？」

「い、今すぐ取ってきます！」

　軽く身震いしたキリリクが、どたばたと部屋を駆け出していく。

「……で、どうなの、ソーロッドちゃん？」

「…………」

　リューインと目を合わせられず、ソーロッドはうつむいた。

　そもそもの発端は、リューインが命じた宝物庫捜しだったし、その途中でしくじったのもソーロッドではなくキリリクだった。しかし、ソーロッドがここまでの深手を負ったのは、リューインのせいでもキリリクのせいでもない。

　すべては〝落らく鳳ほう騎き〟の少女たちを甘く見すぎていたことが原因だった。シャロルタ以外の少女たちならひとりであしらえるという思い上がりのせいで、彼女たちの捨て身の覚悟にもミクローシュの冷酷さにも気づかなかった。

「キリリクちゃんから聞いたんだけどさあ」

　リューインが手首の動きだけで投じた針が、テーブルの上にあったアプリコットの実に突き刺さった。

「きみ、あの側室の子たちに組みつかれて身動き取れなくなったところを、ミクローシュにぶすってやられたんだって？　──バカじゃないの？」

　その辛しん辣らつな言葉がずきりと傷口をうずかせる。なかば予想できていたリューインの反応だが、しかし、返す言葉がない。ソーロッドは小さく鼻をすすり、ベーコンを無む理り矢や理り口の中に押し込んだ。

「あの子たちはさぁ、いってみれば、一族を人質に取られてるようなもんだよねえ？　それはきみも知ってたわけでしょ、ずーっとひとりでぷりぷり怒ってたもんねえ？　だからきみがあの子たちに同情したくなる気持ちは判わかるよ。もしその場にいたのがきみじゃなくてぼくだったら、やっぱりあの子たちを傷つけたくないなーって思うし」

「…………」

「けど、人質を取られてるからこそ、彼女たちはミクローシュの命令に命懸けでしたがうしかないわけじゃん？　場合によっては命を捨ててでも命令をまっとうしようとするはずだって判らなかった？　いや、そのへんの想像力が足りなかったせいで脇わき腹ばらに穴が開いたんだとは思うけどさ、何がダメかって、きみが弱すぎたってことが一番ダメだよね」

　リューインはベッドに立てかけてあったジェグマダールを指でつまみ、ソーロッドの目の前で揺らした。

「──もしきみが充分に強ければ、あの子たちに組みつかれるようなことはなかったし、もし組みつかれたとしても、一瞬ではじき飛ばすとかできたんだよ。それこそぼくみたいにさ。でも、きみはそれができるほど強くなかったし、覚悟も甘かった。こんなにいい神剣マズルカに認められてるきみなら、そのくらいの芸当ができていいはずなのにねえ」

「……！」

　毛布の端で目もとと口もとをぬぐったソーロッドは、ジェグマダールを奪い返して胸にかかえ込んだ。

「そっ、それじゃどうやって戦えっていうわけ？」

　以前、大公国との戦いの中で、リューインから効率のいい戦い方を見せつけられた。最初に圧倒的な力の差を見せつけたり、深手でなくとも手傷を負わせたりすれば、たいていの人間は恐れをなして逃げ出していく。剣聖チヤルダーシユだからこそ、そういう戦い方を意識して、自軍の兵士たちの損耗を減らすべきだとリューインに説教されたのを覚えている。

　しかし、落らく鳳ほう騎きの少女たちは違う。剣技の素養があり、しかも身内を人質にされているのであれば、仲間が傷つこうが自分が傷つこうが絶対に退くことはない。

「そんな子たちを相手に、どうやって戦えばいいのよ!?」

「……まさかきみ、そんなに強くもないくせに、まだあの子たちを傷つけたくないとか思い上がってるわけ？　そういうのってさぁ、ぼくみたいに強い人間だけに許されることなんじゃない？　生かすも殺すもぼく次第っていうか」

「う、うるさいわね！　だから、あっ、あなたならどうするのよ!?　あの子たちに囲まれて、それでもあの子たちを殺さないように戦わなきゃいけないんだとしたら──」

「え～？　そんなの思い切りブン殴って気絶させればぁ？」

　オレンジの皮を剝むきながら、リューインは小こ馬ば鹿かにするようにいった。

「──え？」

「そんなにぽかんとすることないでしょ？　簡単なハナシじゃん。最初にガツンと殴って気絶させるのが、結局は一番ダメージが少ないんだよ。意識を失ってれば決死の覚悟も何もないわけだし。……もっとも、今のきみにそれができるかどうかっていわれると、かなり難しいかもしれないけど」

「……そう」

　ソーロッドは痛みをこらえてベッドから這はい出でると、リューインに歩み寄り、彼が食べようとしていたオレンジを横取りしてかぶりついた。

「食べたいなら食べたいっていってよ。……オレンジくらい剝いてあげるのに」

「…………」

　甘くみずみずしい果実でのどを潤したソーロッドは、大きく深呼吸し、ジェグマダールの柄つかに手をかけた。

「……何なの、ソーロッドちゃん？　こんな時にまさかぼくに決闘を申し込むとか？　確かにいつでも再挑戦は受けつけてるとはいったけど──」

「違う」

「じゃあ何？」

「稽けい古こを……つけて」

　本当はそんなこと、口が裂けてもいいたくはない。リューインから切り出してくるのならまだしも、自分から頼み込んで教えを乞こうなどがまんならなかった。

　だが、自分のなけなしのプライドよりも、今はあの少女たちのためにできることをしてやりたい。その考え自体が思い上がりだといわれればそれまでだが、今のソーロッドにできるのはこれだけだった。

　リューインはアプリコットから針を引き抜いてかじりついた。

「無理しないで少しでも休んでたほうがいいんじゃない？　傷の治りが遅くなるよ？」

「いいから……！　従者が弱いとあなたの恥になるんでしょ!?　だったら今のうちに稽古をつけて！」

　ソーロッドはリューインの襟えり首くびを摑つかみ、ほとんどすがりつくようにして揺さぶった。

「……最低最悪なあなたを見てれば、どんなに高潔なこころざしがあっても、強くなければそれを守ることはできないってよく判わかる！　結局この剣の世界では、強い者しか主張することを許されない。敗者には弁明する機会さえない……だから、あなたやミクローシュみたいなヤツが笑っていられる！」

「あ～らら……ずいぶんないいようだねぇ」

「だったらわたしだって、あなたのムカつく主張をこなごなにするために、もっと強くならなきゃいけないでしょ!?　弱い人たちを守るために、あの子たちを救うために、わたし自身の誇りを取り戻すために──わたしは、もっと強くなりたいの！」

「……前にもいったよねえ？」

　襟を摑む少女の手をそっと振りほどき、リューインは冷ややかに笑った。

「何かを得るためには何かしらの代償を払わなきゃならない。……なら、今のきみがぼくに差し出せるものって何なの？」

「……！」

　リューインの右腕がソーロッドの細い腰に回った。軽く抱きすくめられただけなのに、その腕の中から抜け出すことができない。脇わき腹ばらの傷が痛み、体力が極端に落ちていることを別にしても、まるで蛇に魅入られた哀あわれな獲物のように、ソーロッドはまったく身動きが取れなかった。

「わ、わたしは──」

　長い逡しゆん巡じゆんのあと、ようやくソーロッドが口を開いたところへ、リューインが食べかけのアプリコットを押し込んだ。

「むご──」

「まあいいよ」

　軽くソーロッドを突き放し、リューインは肩を揺らして小さく笑った。

「プライドばっかり大きい気丈なきみが、そうやってぼくにお願いをしてきただけで、きみはかなり大きな代償を支払ったといえる。それにさ、ここであまりきみをいじめすぎると、怒りのあまり傷口が開いて憤死しかねないしねえ」

　ベッドに尻しり餅もちをついてきょとんとしているソーロッドの前で、リューインは次々にオレンジやリンゴを剝むき始めた。

「ま、きみが回復したら、いっしょにお風ふ呂ろでも入って背中を流してもらおうかな？　その条件でよければ稽けい古こをつけてあげるよ。ついでに賢い戦い方もね」

「おっ、お風呂──」

　アプリコットを呑のみ込こんだソーロッドの顔が、たちまち赤くほてっていく。そこに剝いたばかりのフルーツを投げ渡し、リューインは嘆たん息そくした。

「いまさら何を照れてるわけ？　ぼくたち三人、裸で抱き合って眠った仲じゃない」

「は!?　べっ、別にわたしがそうしたいっていったわけじゃ──」

「だいたい、きみの裸は手当する時にとっくりと拝ませてもらったし、今だってほら、ふつうにそうしてるんだから、恥ずかしがることないと思うけどねえ」

「あ!?」

　そこでソーロッドは、今の自分が傷の周りに包帯を巻いただけの、ほとんど全裸でいるということを思い出した。

「ちょっ……わ、わたしの服は!?」

「キリリクちゃんが洗ってくれたよ。今、裏庭で干してる。下着もいっしょに」

「はぁ!?　じょっ、冗談でしょ!?　きっ、着るもの何かないの!?」

「それだけわめけるなら、ま、少しくらい動いても大丈夫かな。まずは吐くほど食事をして、少しでも体力を回復させなよ。稽古をつけるのはそのあとだ」

「……わ、判わかった」

　狼ろう狽ばいを鎮めてふたたび毛布にくるまり、ソーロッドはリンゴをかじった。

「──く、汲くんできましたよう……！」

　両手に水を満たした手て桶おけを持ってキリリクが戻ってきた。

「それじゃ、ぼくはちょっとこのへんを見回ってくるから、キリリクちゃんはソーロッドちゃんのおなかの布、取り替えてくれる？　ちゃんと消毒するの忘れないでね」

　そういい残して、リューインは窓から外に出ていった。その背中をじっと見送るソーロッドのもとへやってきたキリリクは、大おお仰ぎように溜ため息いきをつき、

「それじゃ、ちょっと痛むかもしれないけどがまんしてくださいよぅ」

「……うん」

　キリリクはソーロッドの腹に巻かれていたシルクをほどくと、真新しい寝間着を裂いて酒で濡ぬらし、あらためて傷口の上に巻いていった。刺すような痛みが断続的に襲ってきたが、それも耐えられないほどではない。

「これも不幸中のさいわいっていうんですかねえ？　槍やりの刺さり方がすごく綺き麗れいだったから、出血のわりには傷口が小さくてすんだって、リューインさんがいってましたよう。もしもっと傷口が大きくて不細工だったら、縫い目もひどくなってたし、何より腸がはみ出てきただろって」

「……そういう解説はいらないから」

「そうですかぁ？　それにしても、やっぱりよく判わかりませんよねぇ」

「何が？」

「ソーロッドさんとリューインさんの関係──」

「ちょっと」

　キリリクの唇に人差し指を立てて黙らせ、ソーロッドは眉まゆをひそめた。

　いつの間にかフクロウの鳴き声がやんでいる。ときおり夜風が木々の枝葉を揺する音がするばかりで、冷ややかな静寂が何とはなしに恐ろしげだった。

「……ソーロッド」

「！」

　窓のほうを見ていたソーロッドは、背後から聞こえてきた馴な染じみのある声にはっと振り返った。

「フルル!?」

「ああ」

　廊下に通じるドアを細く開けて、オレンジ色の髪の友人が足音もなく部屋の中へすべり込んできた。

「はわっ!?　けっ、〝荊けい棘きよく万ばん刃じん〟──！」

　正式な軍人ではないとはいえ、ヴルショヴァラでは大公国軍相手に名を馳はせたフルルロッサである。キリリクが彼女に気づいて慌ててソーロッドの背後に隠れたくなった気持ちも判らないではない。

「迎えにきたよ、ソーロッド」

　ベッドのところまでやってきたフルルロッサ・ミショーは、彼女の腹に巻かれた布を見て顔色を変えた。

「……昨夜、ミクローシュの屋敷から神剣マズルカを盗んで逃げた賊がいると聞いたけど、深手を負ったというのはきみのことだったのか!?　傷は!?」

「どうにか……ね」

「きみがこんな状態ならますます放ほうっておけない。早く都に戻ろう、ソーロッド。──サロメア殿下から、何としてもきみを連れ戻すようにいわれてるんだよ」

　フルルロッサはソーロッドをかかえて立ち上がらせようとした。しかし、フルルロッサにともなわれて都に逃げ帰るようなら、最初からリューインについてきたりなどしない。ソーロッドはやんわりとフルルロッサの手を押さえ、声をひそめて尋ねた。

「フルル……あなた、ひとりで来たの？」

「いや、ジャミーもいっしょだよ。今いま頃ごろあの男を足止めしてくれてるはずだ」

　リューインなら、フルルロッサがここへ忍び込んできたとしてもすぐに気づくだろう。しかし、ジャミーが足止めしているというのなら、リューインがここへ顔を出さないのもうなずける。

　もっとも、それはソーロッドにはこの上なく無謀なことのように思えた。

「むっ、無理よ！　無茶だって！」

　ソーロッドはフルルロッサの手を摑つかんで揺さぶった。

「──たとえわたしたち三人がかりでもあいつには勝てない！　それをジャミーひとりで足止めするなんて危険すぎる！」

「それは判わかってる！　だからだよ！　だから早く逃げようっていってるんだ！　ジャミーだってそうは踏ん張れない！」

　フルルロッサはヴルショヴァラでリューインを見知っている。だから、彼の強さがどの程度のものか、ジャミーよりはよほど理解しているだろう。だがそれでも、フルルロッサでさえリューインの強さを見誤っている。

「駄目……！　あいつがその気になれば、ジャミーだって一瞬で負ける！　わたしのことはいいから、フルル、すぐにジャミーと合流して逃げて！」

「そんなことできるはずないだろう!?　ボクたちが何のために来たと思ってるの!?」

「あ、あのー……」

　ソーロッドとフルルロッサがいい合いをしているところに、恐る恐るキリリクが割って入ってきた。

「リューインさんからどうにかうまく逃げ切る方法、あると思いますけど──」

「きみは？」

　そこで初めて、フルルロッサはキリリクを見み据すえた。

「わ、わたしはそのぉ……大公国軍情報部連絡員の、キリリク・プスカシュと申しまして」

「大公国軍!?」

「そっ、そこは今は流しましょうよう！　せっかく耳寄りな情報を教えてあげようとしてるんですから！」

「じゃあさっさと教えて」

「そ、それはですねえ……ソーロッドさんを人質に取れば、何とかなるんじゃないかと」

「は？」

　フルルロッサは眉み間けんにしわを寄せ、キリリクの襟えり首くびを摑んで引きずり寄せた。

「ソーロッドを助けに来てるのに、そのソーロッドを人質に取れって、きみは何をいってるの？　あの男に対してソーロッドが人質になるわけないじゃないか」

「なっ、なりますなります！　理由はともかく、リューインさんがソーロッドさんにこだわってるのは事実じゃないですか！　でなきゃレハール公に攻められるのを覚悟の上で、こんなところで悠ゆう長ちようにソーロッドさんの手当なんかしてませんよう！」

「しかし、きみは大公国軍の人間だろう？　それがなぜボクたちを手助けする？」

「別に手を貸すとかじゃなくて……リューインさんを我が軍にお迎えするには、ソーロッドさんへのこだわりが邪魔というか……もしソーロッドさんがこのままパラスに連れ戻されてしまえば、もしかしたらリューインさんも、すっぱりあきらめて大公国へ来てくれるかもしれませんしぃ」

「ソーロッドが戻るのと引き換えに、あの男が大公国軍に加わるだって？　どちらにしてもボクらにとっては面白くない話だね」

「それで結局、どうするんですかぁ？」

　あらためて包帯代わりの寝間着をソーロッドの腹にきつめに巻いたキリリクは、テーブルの上にあったソーセージをつまんで口に放ほうり込こんだ。

「──今のソーロッドさんを連れて逃げるんだったら、さっさと行動しないと間に合わないですよう？」

「とにかく行くよ、ソーロッド。早く服を着て」

「ちょっ……ちょっと待って、フルル！」

　いまだに躊ちゆう躇ちよを見せるソーロッドに、フルルロッサはいぶかしげな表情を浮かべた。

「どうしたの、ソーロッド？　……まさかきみ──？」

「……わたしはまだ、帰るわけにはいかない」

「きみが剣士シユラフタの誇りを大切にしていることはよく判わかる！　けど、サロメア殿下が戻ってこいとおっしゃってるんだよ!?」

「殿下には本当に申し開きのしようもないけど……わたしのことは、〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟から除名してくださいって伝えて」

「ソーロッド！」

「そのほうが、殿下の名誉を傷つけなくてすむから──」

　サロメアが選んだ絶ぜつ華か十じゆつ剣けんのひとりがリューインの従者に身を落としている事実は、ソーロッド自身はいうまでもなく、サロメアにとっても不名誉なことである。ならばいっそ除名してもらったほうが気が楽だった。

「……それをお決めになるのは殿下だ。きみがどうこういえることじゃない」

　フルルロッサの声は硬く、わずかに震えている。怒りや苛いら立だちを必死に抑えこんでいるようだった。

　次の瞬間、寝室の天井を破って何かが落ちてきた。

「きゃあ!?」

「!?」

　フルルロッサがゾルダーンを引き抜いて封印を解く。ソーロッドも痛みをこらえてジェグマダールを手に取った。

「うぐぐぐ……」

「ジャミー!?」

　床に激突した少女が苦しげに呻うめいた。手にしているのはアンバランスなほど頭の部分が巨大なハンマー──〝金きん蓮れん公こう主しゆ〟ジャミー・ザカリアスだった。

「はいはい、感動の再会はそこまでだよ」

　開け放たれていた窓から、のそりとリューインが入ってきた。

「──ソーロッドちゃんはそろそろお稽けい古この時間なんだ。もう帰ってくれるかな？」

「貴様──」

　フルルロッサはソーロッドを睨にらみつけ、ゾルダーンの切っ先を差し向けた。

　ソーロッドが見たところ、ジャミーの怪け我がはそれほどでもない。おそらくリューインに体ていよくあしらわれて投げ飛ばされたか蹴け飛とばされたのだろう。現に窓から現れたリューインは、手にした剣の鞘さやさえ払っていない。

「夜が明けたら領主サマの軍勢がここへ攻め寄せてくるはずなんだ。それをふたりだけで迎え撃つためには、ソーロッドちゃんにもがんばってもらわなきゃならないんだよね。稽古の時間が減るから、さっさと消えてくれる？」

「な、何だと……？　テメー、こんな状態のソーロッドを、戦わせるってのか──？」

　尻しりを撫なでながら立ち上がったジャミーが、ソーロッドを一いち瞥べつして歯をきしらせた。しかしリューインは顔色ひとつ変えず、ベッドに座ったソーロッドを見下ろし、

「……っていってるけど、どうする？　多少ばたつくけど、ぼくがあの幼な妻連合も引き受けてあげようか？　きみがやっぱり無理だっていうならそれでもいいよ？」

「そんな気き遣づかい、無用だから──」

　ソーロッドはところどころに血の染みがついたシーツを身体からだに巻きつけて立ち上がると、フルルロッサとジャミーにいった。

「金きん打ちようまでして交わした約やく定じようを違えることはわたしにはできない──それに、わたしにはここでどうしてもやっておかなきゃならないことがあるから……」

「お、おい、ソーロッド──」

「それは、サロメア殿下のご意向にそむいてまでしなきゃならないことなの？」

「殿下のためだからこそ、わたしは筋目を通さなきゃならないのよ……！」

「ソーロッド──」

　フルルロッサとジャミーは目を見開いて絶句している。ソーロッドのために差し伸べた手を、ソーロッド自身に跳ねのけられるとは思っていなかったのだろう。彼女たちを失望させることは、ソーロッドにとっても心苦しいことだった。

　だが、やはりソーロッドには剣士シユラフタの誇りを捨てて逃げ帰ることはできない。

「じゃあ、もういいかな？」

　ソーロッドにかける言葉を失ったフルルロッサに、リューインがいった。

「──ソーロッドちゃんを本気で取り戻すなら、それこそおにいさまがここへ来てぼくと決闘するしかないかとも思ってたけど……よくよく考えると、その殿下とやらのほうがふさわしいかな？」

「な、何だと……？」

「〝白しろ薔ば薇ら派〟を自称する〝雪せつ華か白はく龍りゆう〟──サロメア・ラドガ・パラシューヌ、持っている神剣マズルカはヘルガベルーガ、でしょ？　ぼくを負かしたいなら、せめてその殿下にご出馬願うしかないんじゃないかな？」

「貴様！　殿下を愚ぐ弄ろうするか!?」

「いやぁ、これでもほめてるっていうか、正当に評価してるんだよ？　ぼくを倒せる可能性がほんのちょっとでもあるとしたら、たぶんその殿下だけだろうしね」

　リューインは静かに剣を抜き、切っ先を揺らした。前髪をかき上げながら、大きく溜ため息いきをつく。そのおだやかな横顔が、なぜかソーロッドにはひどく苛いら立だっているように見えた。

「ソーロッドちゃんはぼくに負けた。で、そっちのおチビちゃんはそれ以前の問題。このふたりと同レベルならフルルちゃんもぼくには勝てっこない。……逆に聞きたいけど、あと何人負ければ殿下は自分で出てくる？　絶ぜつ華か十じゆつ剣けんていうならあと七人──殿下を除いて六人いるってことでしょ？　じゃあその六人が全部負けたら、さすがに殿下も危機感を覚えて出てくるかな？」

「テメー！　オレはまだテメーに負けたわけじゃねーぞ！」

「鬱うつ陶とうしいな、さすがに」

　リューインの剣先がぴたりと止まった。

「！　──フルル！　ジャミー！」

　大量出血によるものとはまったく別の、尾び骶てい骨こつから這はい上あがってくるような悪寒にソーロッドが反射的に叫んだ時には、すでにジャミーはその場にいなかった。

「わ──ぶっ!?」

　一瞬で距離を詰めたリューインがロカマドゥータを一いつ閃せんさせ、それを受け止めようとしたジャミーがドアを突き破って吹っ飛ばされたのだと、フルルロッサは気づいていたのだろうか。返す刀でフルルロッサに斬きりつけたリューインの動きはあまりに速く、ソーロッドの目では完全に追いきれなかった。

「……ソーロッドちゃんも早く食事をすませなよ。時間がもったいないからね」

　フルルロッサもジャミーを追うようにして、廊下側の窓を突き破り、そのまま屋敷の裏手へと落ちていった。すでに彼女たちが戻ってこないことを確信しているのか、リューインは剣を鞘さやに納めて呑のん気きに首をくりくりほぐしている。

　呆ぼう然ぜんとしているソーロッドの耳もとで、キリリクがささやいた。

「リューインさんがソーロッドさんにこだわる理由って、本当は何なんでしょうね？　心当たりないんですかぁ？」

「……あるわけないでしょ」

　リューインが自分に何をさせたいのか、自分の何を知っているのか──素直に教えてくれるとは思えない。今はこのまま彼にしたがって旅を続けるしかないだろう。しかし、まずはここでの戦いに決着をつけなければ、先に進むことはできない。

　ソーロッドはテーブルの上にあったフルーツの山に手を伸ばすと、皮も剝むかずにリンゴをかじり始めた。
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　ガラスや窓枠の破片といっしょに吹き飛ばされ、裏庭の植え込みに突っ込んだフルルロッサは、軽いめまいを振り払って身を起こした。

「く……っ」

　鎧よろいを着ていなければ、今の一撃だけでかなりのダメージを受けていたに違いない。フルルロッサは立ち上がって呼吸をととのえながら、ジャミーの姿を捜した。

「うぐぐ、あ、あの野郎──」

「……ジャミー？」

　悔しそうな呻うめき声ごえを聞きつけ、フルルロッサは塀を飛び越えて屋敷の外に出た。

「ジャミー！」

　フルルロッサよりもずっと体重が軽く、咄とつ嗟さに踏ん張れなかったからか、ジャミーは屋敷の裏手の小道まで飛ばされていた。ドラムロッドもろとも激突したせいか、そばに生えていたエニシダの幹が大きくえぐれている。その根元に寄りかかっていたジャミーは、頭を押さえて小声で毒づいていた。

「よ、よくもこのオレを、コケにしてくれやがったな……！」

「落ち着いて、ジャミー」

「お、落ち着けって、ムリだろ！　あの野郎ブチ殺してソーロッドを連れて帰ろうぜ！」

「残念だけどそれは無理だよ。……今それを思い知っただろう？」

　実際にその身で彼の剣を受けてみてはっきり判わかった。フルルロッサが想像していたよりも、リューインははるかに強い。三人がかりでも勝てないというソーロッドの言葉は決して誇張ではないだろう。

　そのリューインを、フルルロッサとジャミーのふたりだけで倒すのは不可能だった。

「だ、だってよ！　あんな、だ、だまし討ちみてえな──」

「ふたりがかりで倒そうと考えていた時点で、ボクたちはそれに文句をいえる立場じゃないよ。……それに、たぶん前もって予告されていたとしても、あの男の剣をかわすのは無理だったと思う」

　リューインの剣は恐ろしく速く、そして理不尽なことに、同時に恐ろしく重い。ソーロッドには面白くないことだろうが、彼女と決闘していた時のリューインは、そうとう手を抜いていたと今なら判る。

　完全に頭に血が昇っているジャミーを必死になだめ、なかば引きずるようにして、フルルロッサは屋敷を離れた。

「とにかく、ボクたちは任務に失敗したんだ。もしかしたらと思って一いち縷るの望みをかけてここまで来たけど、今ははっきりいえる。ボクたちじゃあの男には勝てない」

「て、テメー、諦あきらめが早すぎるだろ!?」

「いいんだ、これで！　ボクたちじゃ勝てないと、素直に報告に戻るべきなんだ！」

「おい、フルル！　テメーはそんなに友達甲が斐いのない女だったのかよ!?」

「きみは！」

　おたがいあちこちきしむ身体からだを引きずるようにして歩きながら、フルルロッサはジャミーを肩越しに振り返った。単純な友人にその事実を告げればショックを受けると判わかっていたが、いわなければ納得はしてくれないだろう。悔しさに涙がにじむのをぬぐいもせず、フルルロッサは星明かりの下でわめいた。

「──まだ判ってないようだから説明してあげるけど！　ボクたちが任務に失敗したと報告するほうが、今はソーロッドのためなんだよ！」

「どーゆー意味だよ、それ!?」

「最初に殿下から下された命令をよく思い出してみなよ」

「はァ!?　そりゃあ……何が何でもジェグマダールを奪還してこいって──そう書いてあるじゃねーか。オメーだって何度も読んだだろ!?」

「そうだよ。……殿下はひと言も、ソーロッドを奪還してこいとはおっしゃっていない」

「あ……？」

「ソーロッドを連れ戻すのが無理でも、ジェグマダールだけは何としても持ち帰れっていう意味なんだよ、それは！」

　ジャミーは頭をかかえ、顔をしかめてサロメアからの命令を反はん芻すうしている。

「だ、だって、殿下が……ソーロッドを、見捨てろって……そ、そういうことかよ？」

「そうだよ。──ただ、そうなってしまえば、おそらくソーロッドはこのまま放ほうっておかれることになる」

「そ、それじゃどーしろっていうんだよ!?」

「ボクたちが失敗したとなれば、おそらく殿下はこの一件をほかの〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟に任せるだろうけど……少なくとも、ソーロッドを救い出す目は残る」

「何だよそれ──」

「とにかく、ミクローシュの動きを将軍に報告するのが先決だ。早くもどろう」

　ジャミーを急せかし、フルルロッサは夜道を走り出した。





　　　　☆






　現在、落らく鳳ほう騎きは全部で九人いるが、深手を負ってまだ立ち上がることもできないイニエッドを屋敷に残し、シャロルタは七人の姉妹たちとともにミクローシュの出陣につきしたがった。

　いつもは美少年然としたシルクのチュニック姿で戦場に立つことが多いが、きょうはミクローシュからの指示で、軽装の胸当やガントレットを身につけている。銀色の鎧よろいをまとった軍勢の先頭に立つミクローシュと落らく鳳ほう騎きの姿には、確かに一いつ幅ぷくの名画のような凜り々りしい美しさがあった。

　丸一日をかけて美々しい軍容をととのえさせたミクローシュは、真っ白な愛馬にまたがり、朝焼けに目を細めていた。

「──リューイン・アズダハは私が倒す。おまえたちは彼をいぶり出したあと、彼の従者の娘たちを押さえろ。特に、神剣マズルカを持っているほうの娘は絶対に逃がすな」

「は」

「全軍は屋敷を遠巻きに包囲するだけでいい。どのみち凡人が何百人束になろうと、我々の戦いに割って入ることなどできないのだからな」

「ですがミクローシュさま」

　シャロルタはミクローシュに馬を寄せ、低い声でいった。

「──おひとりで本当によろしいのですか？」

「どういう意味だ、シャロルタ？」

　シャロルタに向けられたミクローシュの双そう眸ぼうに、冷徹な輝きがともる。

「……私があの若わか僧ぞうに後おくれを取ると？」

「いえ、そうではございません。ですが、ミクローシュさまとアズダハ卿きようのような剣聖チヤルダーシユ同士が戦えば、たとえ勝ったとしても無傷ではいられないのではないかと──祖父からはそのように聞いておりましたので」

　シャロルタはこうべを垂れ、ミクローシュの勘気をやりすごそうとした。

「ふん……気き遣づかいはありがたいが、私には無用だ。流れ者の剣聖など、いかに腕が立とうが私の敵ではないよ」

　御前試合の時、ミクローシュはリューインの実力の一端を見ている。その上で、自分はさらにその上を行っているという自信があるのだろう。彼の身を案じた助言も、あなどりの言葉と受け止められてしまうのでは、シャロルタにはこれ以上何もいえない。

　ミクローシュに率いられた五〇〇〇の軍勢は、イリヤスハールの郊外を北に向かって進んでいる。これだけの数を擁して戦うべき相手がわずか三人というのはいささか大おお袈げ裟さすぎる気もするが、何ごとも仰ぎよう々ぎようしくやりたがるミクローシュらしくはあった。そのために特別な予算を使わなければならないことも、そのせいでまた領内の住人が搾取されることも、ミクローシュはまったく意識していない。もっとも、もし意識していたとしても、だからといってあらためたりはしないだろう。ミクローシュは生まれついての支配者──王宮という、国王ですら無視できないシステムがないぶん、誰だれにも掣せい肘ちゆうされることなく好き勝手にふるまうことが当たり前と思っている、たちの悪い独裁者なのである。

「──いくつになる？」

　物思いにふけっていたシャロルタを、ミクローシュの声が現実に引き戻した。

　ミクローシュ率いる軍勢は、エニシダの並木に縁取られた道を整然と歩いていく。あたりには青々とした麦畑が広がり、明け方の冷ややかな風が、朝露の湿り気と緑の香りを含んで吹き抜けていった。

「おまえには従姉妹いとこがいただろう？　いくつになった？」

「父の妹の娘でしたら、今年一三になりました」

「そうか。ゾイカ一門に生まれた娘であれば、剣の手ほどきも受けているのだろう？」

　確かにシャロルタの従姉妹も剣の手ほどきは受けている。今の一族には男子がほとんど生まれないため、娘であろうと幼い頃ころから剣を教え込み、一族の気風を絶やすことなく後世に伝えるというのが、長老である曾そう祖そ父ふの考えだった。

　だが、それを素直に答えることができず、シャロルタは口ごもってしまった。

「どうした？　かつてのおまえと同じく、曾祖父から剣を習っているのではないのか？」

「いえ……曾祖父ももうかなりの年ですし、教えているといっても、しょせんはまだ子供の手習いといった程度で──」

「ならばおまえが教えてやればいい」

「……は？」

「イニエッドはもう一九だ。回復しようとしまいと、近いうちに落らく鳳ほう騎きに欠員が出ることになる。今のうちからおまえが仕込めば、その娘もそれなりの剣士シユラフタに成長するだろう」

「────」

　それを聞いた瞬間、全身の血が逆流するような感覚に襲われた。ミクローシュには、自分が串くし刺ざしにしたイニエッドへの罪悪感などかけらもない。その上、今度はシャロルタの幼い従姉妹まで同じ道に引きずり込もうとしている。

　それを思うと、とうの昔に捨てたはずのミクローシュへの怒りが、腹の奥底でふたたび熱くたぎり始めるのを覚えた。もしシャロルタに一族という枷かせさえなかったら、つねに冷静であれという曾祖父の教えすらかなぐり捨てて、今ここでミクローシュに斬きりかかっていただろう。

　結局、シャロルタがきょうまでそうした破滅的な道をいっさい選ばずにきたのは、その一族の存在ゆえだった。

　いっときの激情に任せてシャロルタがミクローシュに逆らい、返り討ちに遭うだけならまだいい。しかし、そのあとに待っているのは、シャロルタの一族に対する報復だった。それが判わかっているからこそ、シャロルタは心を殺してミクローシュにしたがってきた。現にシャロルタは、ミクローシュにしたがうことをよしとせずに逆らった娘が殺され、その家族までがのちに処断されたのを見たことがある。あの苛か烈れつなまでのミクローシュのやりようを知っていれば、彼に逆らおうとは誰だれも思うまい。それに、おとなしくしたがっているかぎりは、家族の安寧な暮らしは保証されているのである。

　それでも完全には殺しきれない、ミクローシュに対する怒り、憎しみ、何よりも不ふ甲が斐いない自分自身へのいきどおりを、唇を嚙かみ締しめて必死に抑えこんでいたシャロルタは、耳もとでリューイン・アズダハの笑い声を聞いたような気がした。

　すべてのものには代償がともなうというあの若者は、冷笑を浮かべたままミクローシュに逆らい、恐れた気色もなく彼の到来を待ち受けている。この期におよんでもまだミクローシュに恭順し続ける今の自分を見て、彼はやはり冷たく笑うのだろうかと、シャロルタはふと考えた。

「クレルグ百人長！」

　ミクローシュが新任の百人長を呼びつけた。

「はっ」

「貴公の初仕事だ。騎馬一〇〇騎を率いて先行し、ナルボンヌ邸の裏門を押さえよ。……相手はあのリューイン・アズダハだ。十二分に警戒し、決してこちらからは手を出すな」

「承知いたしました」

　御前試合でリューインに一方的にしてやられたダーモット・クレルグは、見るからに気負っていた。初陣ということもあるのだろうが、自分で名乗っていたほどの戦場での経験はないのだろう。これなら落らく鳳ほう騎きの少女たちのほうがよほど修しゆ羅ら場ばに慣れている。

　同じことをミクローシュも感じたのか、先行していく騎馬の群れを見送りながら、うっすらと唇を吊つり上あげていた。

「どうにも頼たより甲が斐いがないな……ま、あの若わか僧ぞうとくらべればそれも当然か」

「クレルグ卿きように先陣を任せて大丈夫でしょうか？」

「裏門を封鎖するくらいのこともできないようなら、我が軍に置いておく必要はない。たとえリューイン・アズダハに殺されたとしても……ま、私にとっては痛くもかゆくもないわけだし」

　薄情な司令官の呟つぶやきに、シャロルタは眉まゆをひそめた。

　こんな人間のために命を賭かけなければならないレハール軍の兵士たちは不幸というほかはない。何しろこれから戦う相手は、確実にシャロルタ以上の腕を持つ剣聖チヤルダーシユ、リューイン・アズダハなのである。


















　厚くスライスしたハムに、同じくスライスしたチーズをはさんで火であぶり、焼き立てをふうふういいながらかじっていたリューインは、窓から外を眺めて首をかしげた。

「……思ってたより時間がかかったなあ」

「ミクローシュは見み栄え張はりですから、きっと兵士たちの鎧よろいをピカピカに磨くのに手間取ったんですよう」

「それが冗談に聞こえないのがねえ……でも、ソーロッドちゃんには幸運だったかな？」

「こっち見ないで！」

　キリリクに綺き麗れいに洗ってつくろってもらった服を身に着けていたソーロッドが、肩越しに振り返ったリューインに向かって椅い子すを蹴け飛とばしてきた。

「その元気は戦いのために取っておきなよ」

　ろくに見もせずに椅子を片手で受け止め、リューインはロカマドゥータを背負った。

　三階建てのこの屋敷は、母おも屋やの前後に広い庭があり、それをぐるっとレンガ造りの塀が取り囲んでいるが、それが本格的に武装した軍隊相手に城壁の役割をするかといえば、残念ながら役に立たないといわざるをえない。そもそも肝心の正面門は、リューインがここへ乗り込んできた時に壊してそれきりになっていたから、その気があればミクローシュの軍はいつでも雪な崩だれ込こんでこられる。

　窓枠の上に顔を半分だけ覗のぞかせ、キリリクは望遠鏡であたりの様子を窺うかがった。

「……具体的に、どうやって迎え撃つつもりなんですかぁ？」

「ソーロッドちゃんが幼な妻連合を相手にしてる間に、ぼくがミクローシュをブチ殺す！　以上！　判わかりやすいね！」

「……ずいぶん具体的ですねえ」

「だってさ、ミクローシュは君主としては人望がないわけだし、要は恐怖政治で押さえつけてるだけだし、となれば、ミクローシュさえ死ねば、軍はそのまま潰かい走そうするわけじゃない？　落らく鳳ほう騎きの子たちなんか、むしろぼくに泣いて感謝すると思うんだよねぇ」

「それは判りますけどぉ……」

　キリリクは歯切れの悪い口ぶりでソーロッドを振り返った。

「……何よ？」

　着替えをすませて金髪をリボンで結んでいたソーロッドが、キリリクのまなざしに不服そうな声をあげる。

「リューインさんのことよりソーロッドさんのことですよ。──大丈夫なんですか、ソーロッドさん？　傷が治ってないのにひとりで落らく鳳ほう騎きの子を全員引き受けるって」

　やれる、とは少女は口にしなかった。前回のあの体たらくのあとで、さすがに大言はできなかったのだろう。その代わりにリューインがいった。

「大丈夫だよ。そのための特訓もしたし、戦い方も教えてあげたから」

「リューインさんがそこまでいうなら──」

　キリリクはそこで言葉を途切らせ、窓から身を乗り出した。

「──一部の騎兵が速度を速めてこっちに来ますよう！」

「見えるよ。たいしたことない数だね」

「正面門を避けて裏門のほうに回り込むつもりみたいです」

「ふつうの兵士がどれだけいたってさほど意味がないのは判わかってるはずだし、まあ、せいぜいぼくらを逃がさないように、屋敷を包囲させる気なんだろうね」

　首をこきこきと鳴らし、リューインは窓枠に足をかけた。

「キリリクちゃんは戦いに巻き込まれないように、どこかに隠れててくれる？」

「どこかって、どっ、どこに隠れてればいいんですかぁ!?」

「そこの衣装ダンスとか、ベッドの下でいいんじゃない？　どのみち向こうもきみのことは頭数に入れてないよ」

　キリリクをすげなく突き放し、リューインはソーロッドを振り返った。

「じゃ、ぼくはミクローシュが出てきたら相手をするから、きみはシャロルタちゃんたちを頼んだよ。──まあ、もし無理そうなら逃げてもいいから。どうせぼくがミクローシュを倒せばそこで戦いは終わるんだし」

「……その前に、わたしはわたしでケリをつけるから」

「お手並み拝見だね」

　挑発的に笑って、リューインはするりと屋根の上へと登っていった。

　しっとりとした朝風が心地いい。はるか遠く、田園の中を列をなしてやってくる白銀の軍勢が、まだ低い空にある太陽の光を跳ね返して輝いていた。騎兵と歩兵合わせて、少なく見積もっても四、五〇〇〇はいるだろう。だが、その数が大おお袈げ裟さだとは思わない。

「さて、と」

　リューインは屋根の斜面に寝転び、大きなあくびをもらした。ソーロッドの稽けい古こにつき合わされて、ゆうべはほとんど寝ていない。

　ミクローシュが満足のいく陣を敷くまで、三〇分か、あるいは一時間か──ともあれあちらから仕掛けてくるまで、ここで高みの見物をさせてもらうつもりだった。





　　　　☆






　ジェグマダールを引き抜き、ソーロッドは一階の客間の窓からそっと外を窺うかがった。

　すでに馬のいななきも聞こえるほどの距離に迫った軍勢は、しかし、一向に攻め込んでくる気配がない。無用の犠牲を出さないように、あくまで兵士たちには屋敷を包囲させるだけにとどめ、剣聖チヤルダーシユの相手は剣聖でと考えているのだろう。

　ソーロッドは静かに窓を開けて屋敷を出ると、物陰に身をひそめて移動を開始した。噴水の装飾から四阿あずまやの柱、さらに手入れの行き届いたトピアリーの陰へと、敵の視界に入らないように身を隠したまま屋敷から距離を取る。

「っと……！」

　四角く刈り込まれたイブキの植え込みの下にどうにかもぐり込み、ソーロッドは息を殺して敵がやってくるのを待ち受けた。

　リューインがソーロッドにレクチャーしたのは、いってみれば、いかに一対一の状況を作り出すかということだった。一対一なら──シャロルタ以外の相手なら──そうそう後おくれは取らない。シャロルタと対たい峙じするまでに、ほかの少女たちを一対一で各個撃破することができれば、数の不利はどうにか引っくり返せる。

　だからこうして泥に汚れるのもいとわず、ソーロッドは緑の香りにまぎれて様子を窺うかがっている。この屋敷の広い庭園には身を隠せる場所が多く、特に背の高いイブキの植え込みは緑の壁となって縦横に走り、庭園の一角を迷路のようなおもむきに変えていた。

　やがて、かすかな足音が迷路の中をやってきた。足の運び方からして、それなりに心得はあるものの、さりとて一流の使い手というほどでもない。つまり、ミクローシュでもシャロルタでもない。

　そう判断した瞬間、ソーロッドは迷わず動いた。

「!?」

　植え込みの下から飛び出したソーロッドの目の前に、ソーロッドより幼げに見える少女がいた。あの夜、ソーロッドを逃がすまいと組みついてきた少女のひとりだった。

「──ごめんなさい」

　少女が右手の剣を振り上げるより早く、ソーロッドは一気に距離を詰めると、ジェグマダールの峰で少女の右肩を打った。

「きゃあ！」

　刀身と柄つかを通して、少女の肩甲骨が折れた感触が伝わってきた。さらに間髪を入れず、ソーロッドはもう一歩踏み込んで少女のみぞおちに肘ひじを叩たたき込こんだ。

「ふゅぅっ……！」

　空気がもれるような呻うめき声ごえをもらし、少女は昏こん倒とうした。

　ソーロッドは少女の神剣マズルカを拾って鞘さやに納めた。利き腕の肩甲骨を折られ、神剣も奪われれば、とりあえずは意識を取り戻しても何もできないだろう。

「──ヌスス!?」

　さっきのわずかな悲鳴を聞きつけたのか、あらたな少女の声が近づいてくる。ソーロッドは音もなくその場から飛びすさり、獅し子しをかたどった石像の陰にひそんだ。

「ヌスス！」

　倒れた少女のかたわらに、別の少女がやってきてひざまずいた。まだソーロッドには気づいていない。ソーロッドは短く息を吸い込み、獅子の頭を蹴けって高く飛んだ。

　陽ひ射ざしをさえぎるソーロッドに気づいたのか、少女は視線を上げて神剣を抜いた。

「！　あなた──」

　落下速度を乗せて繰り出したソーロッドの一撃を、少女が真っ向から受け止めた。わずかに足をたわませただけでどうにか踏みとどまったのはまずは見事──しかし、すかさずソーロッドは左手でもう一本の剣を引き抜き、剣を持つ少女の手首を打うち据すえた。

「あっ──!?」

　少女が手首を砕かれて剣を取り落した瞬間、ソーロッドは身体からだを反転させて背後に回り込むと、今度は首筋に峰打ちを見舞った。

「…………」

　またたく間にふたり目の少女を無力化したソーロッドは、強奪した二本の神剣マズルカをひとまず茂みの中に押し込み、次の獲物を捜してふたたび移動を開始した。

　落らく鳳ほう騎きは全部で九人と聞いている。ソーロッドもろとも串くし刺ざしにされておそらくまだ戦えないはずの少女と、今倒したふたりを除くと、残りはシャロルタも含めて六人。ふたりずつ、もしくは三人ずつで行動されるとあとが厄介になる。

「……つ」

　脇わき腹ばらに走る痛みに顔をしかめ、ソーロッドは大きく深呼吸した。
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　屋根の上で膝ひざをかかえて座り込んでいたリューインは、屋敷の正面門のさらに向こう、整然と列をなした軍勢の中から一〇騎ばかりの人馬が進み出てきたのを見て、空になったワインの瓶びんを放ほうり出だした。

「……ふぅん」

　門のところで馬を降りたのは、シャロルタ率いる落鳳騎の少女たちのようだった。朝風になびく黒髪が、漆黒の征せい旗きのようにはためいている。

「領主サマはど、こ、に、い、る、の、か、な──と」

　首をぐるりと回したリューインは、軒先に向かって歩き出すと、ロカマドゥータを抜くと同時に大きく跳躍した。

「!?　リューインさま──」

　リューインに気づいたシャロルタの頭上を越え、マルメロの梢こずえを踏んでさらに遠くへと飛んだリューインは、銀色に輝く鎧よろい姿すがたの軍容の前に着地した。

「──みずから首を差し出しにくるとは殊勝だな、リューイン・アズダハ！」

　白馬にまたがったミクローシュ・パラシューヌ・レハールが、リューインを見て不敵に笑っていた。

「私はつねに寛容な為政者であれとおのれにいい聞かせているが……そのせいか、ときおり貴様のように勘違いをする者が現れる。つまり──自分が私と同じところに立っているという、尊大な思い込みをする者だ」

「へえ……それは確かにヒドい勘違いだね」

「いまさら悔かい悛しゆんしても遅いぞ？」

「何いってるの？　勘違いしてるのはぼくじゃなくてあなたでしょ？」

　リューインは大おお袈げ裟さに肩をすくめて失笑した。

「いったい何をどう見ると、あなたとぼくが同じ場所に立ってるように思えるのかなあ。やっぱりぼくがわざわざ低いところに降りてってあげたのがよくないのかもねえ」

「────」

　ミクローシュの顔から笑みが消える。ミクローシュは腰に下げていた黄金の鞘さやから剣を引き抜くと、その切っ先をリューインに差し向けた。

「貴様の見識の浅さはともかく、恩を仇あだで返すその性根は赦ゆるしがたい。そもそも流派も名乗れぬとは、師匠から破門された──」

「〝古こ龍りゆう派は〟だよ」

「……何？」

「ぼくの流派は古龍派っていうんだよ。そしてぼくはリューイン・アズダハ──誰だれがいい出したか知らないけど、〝笑しよう面めん飛ひ虎こ〟って呼ばれてる」

「！」

　ミクローシュは馬の鞍くらを足場にしてすばやくジャンプした。

　もっとも、リューインは彼の反応が特に速かったとは思わない。むしろ、ミクローシュがかわす気配を察してから、ロカマドゥータを投じたのである。

「いつも思うんだけど、仕える相手は選ばないとホント不幸だよね」

　リューインの手を離れたロカマドゥータは、激しく回転しながら大きな弧を描くように飛び、ミクローシュの背後にいた兵士たちを次々に血祭りにあげていった。

「がは──」

「ぶっ、ごほ……！」

　どんなに綺き麗れいに磨き上げた金属の鎧よろいも、神剣マズルカロカマドゥータの前には無力だった。大きな楕だ円えん軌道を描いてリューインの手もとに戻ってきたロカマドゥータの刃は、真新しい鮮血にまみれて濡ぬれ光っていた。

　リューインの唐突な一撃を飛んでかわしたミクローシュは、白馬のかたわらに着地すると、自軍を振り返って目を見開いた。

　今の一撃で命を落としたのは、中央最前列を構成していた兵士たち、せいぜい十数人といったところで、全体からすればごくわずかであり、後方の兵士たちは何があったのかさえ理解していなかっただろう。

　だが、恐怖は伝でん播ぱする。集団全体に伝播していくような恐怖を演出することこそが、たったひとりで圧倒的多数と戦う際に必須の技術だった。現に、ミクローシュ自慢の美しく統制のとれた白銀の軍容が、一瞬の殺さつ戮りく劇によってあっけなく崩れようとしている。

「おのれ……！」

　それを目の当たりにしたミクローシュは、大きく振りかぶった剣をリューインに向けて一いつ閃せんさせた。

「────」

　剣など絶対に届かない間合いだったが、リューインは律りち儀ぎに身を引いた。

　その空間を、熱い陽炎かげろうが駆け抜けていく。

「……ちっ」

　軽く舌打ちしたミクローシュは、背後の軍にもう五〇メートルほど下がるように指示して、あらためてリューインと対たい峙じした。

「舌打ちするなんて品がないねえ、領主サマ？」

　リューインはミクローシュの剣をじっと見つめた。

「よくかわしたな。大言するだけのことはある」

「だってあなた、自分で〝白びやく炎えん剣けん〟て名乗ってるじゃない。なら、どういう〝剣奏ヒムヌ〟なのかこっちだって警戒するよ」

　その鏡のような刃に炎を宿す──それがミクローシュが持つユクバールの剣奏だった。剣としてはロカマドゥータと大差ない長さだが、噴き上がる炎や肌を焼く熱気まで含めれば、その攻撃範囲は一気に広がる。

「警戒していたとしても……そもそも剣で防げるものでもあるまい!?」

　ミクローシュが高速でリューインに迫り、ユクバールを繰り出す。灼しやく熱ねつの一撃を、リューインは大きく動いてかわした。

「貴様も剣奏を使ったらどうだ？　ここで貴様が死ねば、次にその剣の真の力を見られるのがいつになるかも判わからんからな。……まさか剣奏を使えないわけでもあるまい？」

「いや、必要だと思えばもちろん使うよ。……ただ、その前に、あなたに聞いておきたいことがあってさあ」

　明るいオレンジ色のユクバールの炎をかわし、門柱の上に降り立ったリューインは、ミクローシュを指差して尋ねた。

「──ゲンツ・ギャローベイって人、知ってる？」
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　シャロルタが把握しているだけで、すでに三人の姉妹が戦闘不能になっていた。

　いずれも利き腕を使えないようにされた上で神剣マズルカを奪われていたが、命に別状はないのは、ソーロッドのやさしさなのだろうとシャロルタには思えた。ミクローシュならそれを甘さというだろうし、だからこそ一度は彼の槍やりにつらぬかれて死にかけたのだろうが、それほどの深手を負ったにもかかわらず、こうして落らく鳳ほう騎き全員を相手取っていられるのは、まぎれもなくソーロッドがたぐい稀まれな剣聖チヤルダーシユであるという証あかしだった。

「オリー……油断しないで」

「ええ」

　行動をともにしている妹分に警戒をうながし、シャロルタは緑の迷路の中を進んだ。

　ソーロッドは確実にこの庭園にいる。たくみに身を隠し、ここまで少女たちをひとりずつ倒してきた。気を抜けばシャロルタも同じ轍てつを踏みかねない。

「……シャロルタ、上から確認したほうがよくない？」

　同行していたオリーが低い声でいった。

「ここは視界をさえぎる障害物や隠れる場所が多すぎる……不意をつかれるのも無理ないわ。でも、上から確認すればどこにいるか判わかるし、そうすればエーファたちとはさみ撃ちできるかもしれない」

「それは……危険だわ」

「危険なのは承知してる！　けど、それよりミクローシュさまの不興を買うほうが──」

　オリーは今の落らく鳳ほう騎きの中では一番の新顔で、古株のイニエッドからは何かと面倒を見てもらってきた。そのイニエッドがミクローシュの冷酷さの犠牲になったのを目の当たりにして、オリーが恐怖と焦燥に駆られているのも無理からぬことかもしれない。

「落ち着いて、オリー」

「だって……早くあの子を捕らえないと、わたしたちだって、どんな目に遭わされるか判らないのよ!?」

「だけど、上から相手を捜すということは、逆に相手に自分の姿をさらすということよ？　あの子がもし剣奏ヒムヌを使えるとしたら──」

「そんな弁明、ミクローシュさまはお聞き入れくださらないでしょ！」

「オリー!?」

　シャロルタが止める間もなく、オリーはマルメロの木肌を蹴けって高く飛び上がった。

　その直後、植え込みの向こうから青白い光の帯のようなものが鋭く伸びてきて、オリーの足首に絡みついた。

「きゃ──!?」

　苦痛と驚きよう愕がくで悲鳴をあげた少女の身体からだが、空へ飛び上がろうとしていたいきおいを無視して地上に引き戻された。

「オリー！　──!?」

　植え込みの向こう側へと急いだシャロルタは、みぞおちを踏みつけられて息を詰まらせるオリーと、そのかたわらに立つソーロッドを見た。

「……シャロルタさん」

　オリーの神剣マズルカを奪って屋敷のほうに放ほうり投なげたソーロッドは、脇わき腹ばらを押さえて荒い息をついている。よく見れば、ソーロッドの腹には白い布が巻かれていて、そこにかすかに血がにじんでいた。

「槍やりでつらぬかれたとお聞きしましたが……そんな状態でよく動けますね」

　掛け値なしの感嘆の呟つぶやきをもらし、シャロルタはククルラージェを構えた。

「わたしは、もう誰だれにも負けるわけにはいかないから──」

　ソーロッドが双剣を構えたまま、ゆっくりとあとずさっていく。しかし、それはシャロルタを恐れてというより、意識を失ったオリーを巻き込まないようにするためだろう。彼女が自分たちに同情しているということは何となく感じていた。でなければ、あの夜、容よう赦しやなくオリーたちを切り捨てて逃げることもできたはずである。

「あなたたちの境遇は判わかってる……ミクローシュに逆らえないんでしょう？　家族が人質になってるのよね？　でも、本当にこのままでいいの？」

「あなたには関係のないことです」

　小さくかぶりを振りながら、シャロルタは、姉妹たちはすでに全員ソーロッドに倒されたのだろうと察した。こうしてふたりが悠ゆう長ちようなやり取りをしているにもかかわらず、エーファたちが駆けつけてこない以上、そうとしか考えられない。

「もう剣を置いて、シャロルタさん……ミクローシュがいなくなれば、もうあなたが戦う理由はないでしょ？」

「────」

　じりじりと間合いを詰めようとしていたシャロルタの眉まゆが震えた。

「あいつなら……ミクローシュでも絶対に勝てない！　ミクローシュは負ける！　ミクローシュさえいなくなれば、あなたも、ほかの子たちも、もうこれ以上──」

　植え込みの迷路を抜け、ソーロッドは低い声でいった。

「ミクローシュさまが、リューインさまに敗れる──と？」

「そうよ！　あいつ性格は悪いけどホントに強いから！　っていうか、もし何だったら、いっしょにミクローシュを倒せばいいじゃない！　みんなでミクローシュを──」

「それを信じろと？」

　シャロルタは自分の間合いにソーロッドを捉とらえると、感情を押し殺して問い返した。

「その可能性に、わたしたちはともかく、一族郎党すべての命を賭かけろと？　もしミクローシュさまが生き延びれば、逆らった者はすべて殺されるのです。わたしはそうした悲劇を間近で何度も見てきました。会ったばかりのあなたの言葉だけで、そんな危険な賭けに命を賭けろというのですか？」

「それは……っ」

「あなたを倒すのに手間取るだけでも不興を買いかねないのです。もしこの上あなたを取り逃がすようなことがあれば、重い罰を受けるのは避けられません」

「シャロルタさん──」

「決着をつけましょう。……わたしは姉妹たちや家族を守るために、あなたを倒さなければならない」

　シャロルタは極端な前傾姿勢で踏み込むと同時にククルラージェを振るった。下から上へ、厚みのある重い刃を走らせる。

「──！」

　ソーロッドは後方に飛びのいてそれをかわしたが、長い金髪がわずかに斬きり飛とばされて風に流れた。

　そのまま上段に構えを取り、シャロルタはいった。

「お見事……あらためて、お名前をお聞きしてもよろしいでしょうか？」

「ソーロッド・ユーミール──」

「ユーミール……？」

「〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟の十の剣、〝双そう月げつ華か〟のソーロッド・ユーミールよ」

　その名前を聞いて、シャロルタは目を細めた。

　どうやらこの少女は思っていた以上の強敵のようだった。
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　イリヤスハールを急襲したアフラ・ブルガーダ率いる討伐軍は、三〇分もたたないうちにミクローシュ邸を制圧した。おそらくミクローシュは、討伐軍が接近していることにさえ気づいていなかったのだろう。街に入る際も、屋敷に踏み入る際も、いっさいの抵抗らしい抵抗はなかった。

「ここにいないということは……今いま頃ごろミクローシュはあの男と戦っているのか」

「くそっ、オレも混ざりてーのによ！」

　討伐軍の女性兵士たちを引き連れ、屋敷の一番奥、ミクローシュとその側室たちが住まう部屋へと足早に向かっていたフルルロッサは、フラストレーションを溜ためているジャミーをなだめるようにいった。

「気持ちは判わかるけど、ボクたちにはもうひとつ仕事があるだろう？」

　ここで接収されたミクローシュ所蔵の神剣マズルカや財宝が、ブルガーダ将軍と懇意にしているユーミール家へとひそかに渡るのを阻止する──それが討伐軍に合流するよう指示してきたサロメアのもうひとつの密命だった。

　背後の兵士たちには聞こえないほどの小さな声で、フルルロッサはジャミーにいった。

「宝物庫にあった神剣はソーロッドが盗み出したというし、リューインと戦うために出陣したのなら、ミクローシュも落らく鳳ほう騎きも自分の神剣をたずさえていったはずだ」

「だったらここにはもう神剣なんか残ってねーんじゃねーのか？」

「だからこそ、まずはミクローシュの財産目録を押さえるんだ」

　ミクローシュはひとかどの剣聖チヤルダーシユである。本人が国王の威光におとなしく服するならいいが、叛はん逆ぎやく者しやとして処分されるより戦場での死を選ぶ可能性もなくはない。もし本人からの証言を得られず、目録もなければ、ミクローシュの財産の全容ははっきりとせず、つまりはブルガーダ将軍がその中から何を横流ししようが確認できなくなってしまう。

「──将軍がユーミール家へ神剣を横流しするのを防ぐには、現物をボクときみですべて確保するか、さもなければ目録を押さえるしかないんだよ」

　ブルガーダがミクローシュ捕縛に乗り出すのは、おそらくミクローシュとリューインの戦いに決着がついてからだろう。どちらが勝つにしろ、すぐれた剣聖チヤルダーシユ同士が戦えば、たがいに無傷ではすまない。そこで漁夫の利を得るために、将軍は仕掛けるタイミングを見計らっているはずだった。

「おい、フルル……この臭におい」

「────」

　かすかに血の臭いがただよう奥の間に足を踏み入れたフルルロッサは、ベッドの上で荒い息をついている少女を見て目を細めた。年齢的にはフルルロッサとそう変わらないだろう。何かいいたげに、少女はじっとフルルロッサたちを見上げてせわしない呼吸を繰り返していた。顔が青ざめているのは、おそらく出血多量のせいだろう。かなりの深手を負っているようだった。

　そのベッドの周りには、怯おびえた様子の召使の女たちが、身を寄せ合うようにしてへたり込んでいる。それもひとりやふたりではない。フルルロッサはゾルダーンを鞘さやに納め、彼女たちを安心させるかのように両手を広げて声をかけた。

「ボクたちは王国軍の者だ。抵抗さえしなければ危害を加えたりしない」

　兵士たちを中庭に控えさせたまま、フルルロッサはベッドのかたわらに腰を降ろし、顔色の悪い少女にささやいた。

「きみは落らく鳳ほう騎きのメンバー……かな？」

「は、はい──」

「もう判わかっているとは思うけど、ボクたちは国王陛下の勅命を受けて、ミクローシュ・パラシューヌ・レハールを捕縛にやってきたんだ。彼には国家叛はん逆ぎやく罪ざいの嫌疑がかけられていて、本来なら、その妻であるきみも無罪ではすまされない。ここではたらいていた者たちについても同様だ」

　それを聞いて、周りにいた侍女たちが息を呑のむのが判った。

「──ただ、もし我々に協力してくれるというのであれば、できるかぎり罪が軽くなるよう取り計らうこともできなくはない。……どうかな？」

「陛下は……本当に、ミクローシュさまを、捕縛なさると──？」

　乾ききった唇を震わせ、少女が尋ねた。

「あくまで彼がそれを受け入れればの話だが、場合によっては誅ちゆう殺さつすることもありえる。いずれにしろ、ミクローシュはレハールからいなくなるということだよ」

　それを聞いて、少女は心底ほっとしたように瞳ひとみを伏せた。

「それで、いくつか聞きたいことがあるんだけど──今、ミクローシュは賊を追って街を離れているよね？　どれくらいの軍勢を連れていったかは判る？」

「騎兵と歩兵、合わせて五〇〇〇ほどです。……ほかに、わたしと同じ落らく鳳ほう騎きが、八人つきしたがっておりますが──」

　少女は不意に手を伸ばし、フルルロッサの腕にすがった。

「わたしたちは、決して忠誠心からミクローシュにしたがってきたわけではありません。ミクローシュに逆らえば、領内に住む家族たちに累がおよぶため……し、仕方なく仕えてきたのです。もし陛下がミクローシュ討伐の軍を差し向けたのなら、姉妹たちはむしろあなたがたに協力するはず……ですからどうか、彼女たちには寛大なご処置を──」

「判わかった。その件はボクからサロメア殿下を通じてお願いしておくよ。……それともうひとつ、ミクローシュの財産目録がどこにあるか知ってる？」

「確証はありませんが……以前、ミクローシュが見慣れない手文庫を持って寝室に向かうのを、何度か見たことがあります。もしかしたら──」

「そうか……協力してくれてありがとう。きみはもう休んで」

　少女の手を撫なでて立ち上がったフルルロッサは、周りにいた侍女たちの中から五人を選び出し、ミクローシュの寝室への案内を頼むと同時に兵士たちを振り返った。

「ボクとザカリアス卿きようは、これからほかの部屋の捜索に回る。きみたちはここに残り、彼女たちの護衛をしてくれ」

「は？　し、しかし、我々も将軍閣下から、屋敷の奥向きの捜索をせよと──」

「それは判る。けど、こういう混乱に乗じて乱暴狼ろう藉ぜきをはたらく者が現れないともかぎらないだろう？　あまり考えたくはないけど、我が軍の男性兵の中にそういう人間がいないともいいきれない。同じ女性として、彼女たちの不安は理解してほしい」

「そ、それは──」

　女性兵たちは困惑の表情でたがいに顔を見合わせている。フルルロッサは大おお仰ぎようにうなずき、彼女たちにいった。

「だったら、きみたちはまずこの部屋から捜索を始めてくれ。そのあとはほかの場所に移動してもいいけど、彼女たちの護衛にかならず五人は残すこと。……これでどう？」

「そういうことであれば──了解です」

　この兵士たちも、もとはといえば女剣士シユラフタを夢見て軍籍に入ったのだろう。まさにその夢を体現したようなフルルロッサからそう提案されれば、無下に断ることもできまい。

　兵士たちの足止めに成功したフルルロッサとジャミーは、案内役の侍女たちを先に立ててミクローシュの寝室に向かった。

「──彼女たちより先に目録を押さえるんだ」

「ああ。さっさとカタつけて、その領主ってのとあの若わか僧ぞうをブチのめしにいこうぜ！」

「若僧って……たぶんきみのほうが年下だろ？」

　ジャミーのいいように苦笑し、フルルロッサは先を急いだ。
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　痛みより熱さを感じる脇わき腹ばらにそっと触れてみると、かすかにぬるつくものを感じた。傷口からまたあらたに出血が始まったのだろう。ただでさえ大量の血を失っているところへきて、これ以上の出血は命にかかわる。

　しかし、シャロルタはそれを自分の好機としか見ないだろう。

「なぜ〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟のあなたがリューインさまの従者となっているのかは存じませんが、相手にとって不足なし──！」

　独特の歩法で間合いを詰めたシャロルタが、ククルラージェを垂直に振り降ろした。

「……！」

　右の剣でその一撃を受け流し、すれ違いざまに左の剣でシャロルタの脇わき腹ばらを払う──殺すつもりならそれで決着がつく。峰打ちでもかなりのダメージをあたえられるだろう。

　だが、そこまでの流れを一瞬で思い浮かべることができたにもかかわらず、ソーロッドはそうしなかった。根拠のない悪い予感にそそのかされて、ククルラージェを右の剣で受け流す代わりに、大おお袈げ裟さともいえる動きで横にかわしたのである。

　直後、ククルラージェの切っ先が、足元に敷き詰められた石のタイルを粉砕した。

「!?」

　広い範囲にわたってタイルがこなごなに砕け、その下の地面が深くえぐれていた。いかに剣聖チヤルダーシユが神剣マズルカを振るったとはいえ、ふつうならこんなふうにはならない。まるで巨大な鉄てつ槌ついを振り降ろしたかのようだった。

「それが──その剣の剣奏ヒムヌ!?」

「だとしたら……どうなのです？」

　シャロルタは地面にめり込んでいた剣を引き抜き、水平に走らせた。

「……ぐ！」

　かわすにかわしきれず、ソーロッドはジェグマダールを二本揃そろえてシャロルタの剣を受け止めようとしたが、激しい衝撃に跳ね飛ばされてしまった。

「やっ……ぱり──！」

　頭を揺さぶられて遠のきかけた意識が、脇腹の痛みですぐに覚かく醒せいする。獅し子しの像に激突して呻うめいたソーロッドは、目を細めてシャロルタを睨ねめ据すえた。

　おそらくククルラージェの剣奏は、インパクトの瞬間にその破壊力を倍増させる〝衝しよう破は〟に違いない。単純といえば単純な剣奏だが、敵に回せば非常に厄介な剣奏でもある。もともと遠心力を利用したククルラージェの斬ざん撃げきは恐るべき破壊力を秘めているが、それが剣奏によって倍加するとなれば、まともに打ち合うことなどまず不可能だった。下手をすれば、受け止めようとかざしたジェグマダールもろとも脳天にその刃がめり込みかねない。さもなければ今のように、踏みとどまれずに吹き飛ばされるかのどちらかだった。

　間合いを詰めての打ち合いでは、手負いのソーロッドに勝ち目はない。出血がひどくなる前に決着をつけなければならなかった。

「お覚悟を──！」

　豪快な斬撃から一転、ソーロッドはククルラージェをコンパクトに突き出してきた。ロムパイアの刃は刺すには向いていないが、単なる鈍器としても食らいたくはない。身をよじるようにしてそれをかわしたソーロッドのすぐそばで、獅し子しの像が砕け散った。

　ソーロッドはククルラージェの峰を脇わきに逸そらし、ジェグマダールをシャロルタの首筋に叩たたき込こもうとした。だが、ガントレットをはめたシャロルタの腕がそれを受け止める。

「ふっ──！」

　顔をしかめながらも、シャロルタはソーロッドに身体からだをぶつけてはじき飛ばした。

「っ……！」

「わたしたちへの同情を捨てないかぎり、あなたでは、わたしには勝てない──！」

「勝つ！　絶対に勝つ……っ！」

　シャロルタの体当たりによろめいたソーロッドは、激痛を嚙かみ殺ころして剣を振るった。

　シャロルタたちを傷つけたくはない。だが、ここで負ければ、リューインに頭を下げてまでしてきたことがすべて無駄になる。何より、シャロルタたちを解放してやるには、一度彼女たちを倒すしかない。

「シャロルタちゃんたちを解放してやるなんてさぁ、上から目線でものがいえるほど、きみって強くないでしょ？」

　稽けい古こをしていた時にリューインから投げかけられた言葉が、今になって生々しくよみがえってきた。現実は彼のいう通りになりつつある。

　だが、ただ一度──一瞬でいい、シャロルタに隙すきを見み出いだせれば、勝機はある。

　ソーロッドは左右の剣の切っ先を斜め後方に向けた。全身にみなぎる剣気が体内で渦を巻き、両腕に流れ込んでいくのをイメージする。それがジェグマダールの刃を震わせ、高く澄んだ音を響かせた。

　それに呼応するかのように、ククルラージェもまた細かく激しく震え始める。

「はっ！」

　ソーロッドは低い姿勢で地を蹴けり、シャロルタに迫った。そのまま懐へ踏み込み、一撃する──と見せかけ、ククルラージェの間合いに踏み入る直前で横に跳ぶ。

「────」

　すぐさまシャロルタの目がソーロッドの動きを正確に追いかけ、ククルラージェが振りかぶられた。

「ご容よう赦しやを！」

　ソーロッドの左の肩口に、袈け裟さがけの一撃が振り降ろされた。

　受けなければ左腕がつけ根から落とされ、受けようとしても受けきれずに肩口に刃が食い込む重い一撃を、ソーロッドは、ほんのわずかに下がってかわした。いや、かわしたというのは正しくはない。かわす動作を最小限まで押さえたために、ほんの数ミリほど、ククルラージェの刃がソーロッドの左の太ふと腿ももを浅く裂いていた。

「ご容赦って──それはわたしのセリフでしょ！」

　噴き上がる鮮血に顔をしかめ、ソーロッドは両手の剣でククルラージェを叩いた。

「!?」

　シャロルタ渾こん身しんの一撃をソーロッドが後押しする形になり、鉈なたにも似たククルラージェの刃は、そのなかば以上が深く地面にめり込んでいた。

　ソーロッドはすかさずそれを踏みつけ、右のジェグマダールを振りかぶった。

「っ──！」

　予想外に深くめり込んでしまったククルラージェは、さすがにそう簡単には引き抜けなかったのか、驚きよう愕がくの表情を浮かべたシャロルタは咄とつ嗟さにククルラージェを手放して後方へ飛んだ。神剣マズルカを抜くことにこだわってソーロッドに斬きられるより、いっときは武器を手放してでも反撃の目を残すほうを選んだのだろう。

　それを追いかけるように、ジェグマダールの刃から青白い雷光が伸び、シャロルタの足に絡みついた。

「──!?」

　体力を消耗している今のソーロッドには、どちらにしても春しゆん雷らいを長時間使うことはできない。ここですべてを出し切るつもりで、ソーロッドは右手に力を込めた。

「シャロルタさん！　ごめん！」

　ソーロッドは雷光の鞭むちでつながれたシャロルタを振り回し、そのままマルメロの幹に叩たたきつけ、さらに反対側に振ってから地面に叩きつけた。

「く、か──」

　敷き詰められた石のタイルの上に背中から激突したシャロルタは、苦しげに息を詰まらせ、そのまま気を失った。雷光の鞭が絡みついたシャロルタの右足は、金属製のグリーブのおかげでズタズタにならずにすんだものの、無傷というわけにはいくまい。まともに歩けるようになるには時間がかかるはずだった。

「…………」

　ソーロッドがククルラージェをどうにか引き抜いてひと息ついていると、キリリクが三階の窓から恐る恐る顔を覗のぞかせた。

「そ、ソーロッドさん……？　大丈夫ですかぁ……？」

「ええ、何とかね……とりあえずそのへんにみんなの神剣が落ちてるから、今のうちに全部回収しといてくれる？」

「え!?　で、でも──落らく鳳ほう騎きのみなさんは……？」

「大丈夫、みんなしばらく立てないから。……わたしはあいつの戦いを見届けてくる」

　神剣の回収をキリリクに任せ、ソーロッドは身体からだを引きずるようにして歩き出した。

　ソーロッドはシャロルタたちをすべて倒した。彼女たちがミクローシュから命じられた主命は失敗に終わったということである。もしこれでリューインがミクローシュを倒せなければ、シャロルタたちにどんなわざわいが降りかかるか判わからない。

　しかし、不思議とソーロッドは、そんなことにはならないと感じていた。

　リューインは絶対に負けない。だから、敗北したリューインの代わりに自分がミクローシュと戦うはめになるとも思わない。あくまでソーロッドは、リューインの戦いを見届けるだけだった。

　いつかまた、自分がリューインと戦う時のために。
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　熱風に目を細めて飛びのいたリューインの衣の裾すそが、焦げ臭い炭に変わった。

「────」

　リューインは裾をつまんで顔をしかめた。

「あのさぁ……あなたはもう少しものを大切にするってことを覚えたほうがいいんじゃない？　そんなだから金持ちっていうのは庶民から恨まれるんだよ？」

「貴様のそれはどこまで本気なのだ？　ただのやせがまんか、それとも本気で私に勝てると信じているのか？　──私に触れることさえできないというのに！」

「ぼくがあなたに触る必要ある？　最後の瞬間に、この剣であなたの心臓をちょちょいとつつくだけでいいんだからさぁ」

　リューインは肩をすくめて鼻を鳴らした。

　レハール軍の兵士たちは、リューインとミクローシュの戦いを遠巻きにして傍観している。ミクローシュに手出し無用と指示されているからというより、凡人ではここに首を突っ込むことができないからだろう。

　ミクローシュの神剣マズルカユクバールの剣奏ヒムヌは、その刃に炎を宿す〝陽よう焰えん〟──触れるどころか近づくだけでも肌がひりつくほどの熱を帯び、時にその炎は激しく噴き上がる。ソーロッドの春しゆん雷らいほどではないにしろ、相手を近づけることなく一方的に攻め立てることを可能とする神剣だった。

　現にリューインはここまで防戦一方で、ミクローシュと満足に打ち合うこともできなかった。迂う闊かつに鍔つば迫ぜり合あいにでも持ち込まれてしまえば、その瞬間、ユクバールの炎がリューインの肌を焼くだろう。

「ぼくの心配するより、さっきの質問に答えてくれないかなあ？」

「何だと？」

「だからさぁ、いったじゃん？　ゲンツ・ギャローベイって男を知ってるかって？」

「聞いたこともないな」

「ホントに？　一応剣士シユラフタなんだけど？」

「忘れたのか？　よほどの腕でなければ、私はここへ来た剣士の名など聞いたりしない！」

　ミクローシュは長い髪をなびかせて地を蹴けると、リューインとの距離をまたたく間にゼロに縮めた。

「──私が知らないということは、はなからここへ来ていないか、あるいは名前を覚える価値もない二流以下の剣士だったということだ！」

　熱い唸うなりを引きずって、明るいオレンジ色に輝く軌跡がリューインを襲う。リューインはその場に伏せるようにしてその一撃をかわすと、青い麦畑に向かって走り出した。

「そんなところに身を隠したとしても、私からは逃げられん──」

「別に逃げはしないけど……ところであなたのその剣、誰だれから手に入れたの？」

「これは私が四年前に陛下から拝領したものだ！」

「じゃあその前は誰のだった？」

「なぜそんなことを聞く？　どちらにしろ、私の知ったことではないな！」

　リューインの背中に向かって、未熟な穂を焦がしながらユクバールの炎が伸びる。

「ゲンツ・ギャローベイも知らない、誰がその剣を持っていたかも知らない……じゃあ、あなたがぼくの役に立てることはもう何もないね」

　低い声で呟つぶやくと、リューインは振り返りざまにロカマドゥータを一いつ閃せんさせた。そのすさまじい速さの太た刀ち行ゆきが、蛇の舌のように伸びてきたユクバールの炎をちぎり飛ばす。花びらのように舞い散る火の粉を前に、ミクローシュは瞠どう目もくしていた。

「貴様──!?」

「驚くようなことじゃないでしょ。そんな曲芸みたいな剣奏ヒムヌに頼たよってぼくに勝つだなんて土台ムリだったんだよ。剣士シユラフタを殺すべきは剣、冷たい鋼の刃やいばじゃなきゃあいけない」

　リューインたちの周囲から、うっすらと煙が立ち昇り始めた。ロカマドゥータの一撃によって無数に飛び散った細かな炎が、青い麦をちりちりと焦がしていく。

「……どうやらあっちのほうもケリがついたみたいだし、こっちも終わりにしよう」

「な、に……？」

「だって、ほら」

　リューインが剣の切っ先で指ししめす方向を、ミクローシュがゆっくりと振り返る。

　そこには、緑の海に腰まで浸つかって大きく肩で息をする、美しい金髪の少女が立ち尽くしていた。

「はっ……八人もいて、深手を負った小娘ひとり捕らえられんとは……」

　激しすぎる怒りのためか、貴族然としたミクローシュの白い肌が、たちまち赤黒く変わっていく。シャロルタたち落らく鳳ほう騎きがソーロッドひとりに返り討ちにされたことが、よほど腹に据すえかねたのかもしれない。

「……よかろう。しょせんは下げ賤せんの出、使えないようなら別の娘を捜してくるだけだ」

　何度も深呼吸を繰り返し、自分自身にそういい聞かせているミクローシュを見て、リューインは思わず噴き出してしまった。

「そのいい方はさすがに可哀かわい相そうじゃない？　ソーロッドちゃんもアレで一応、〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟なわけだからさあ。シャロルタちゃんたちが後おくれを取るのも仕方ないっていうか」

「!?　何？」

「あれ？　いってなかったっけ？　ぼくの従者のソーロッド・ユーミール、〝双そう月げつ華か〟って呼ばれてるらしいよ？」

「〝破は軍ぐん明みよう星じよう〟の……妹──？」

「ってことらしいけど、でも、あなたを今から殺すのはぼくだよ」

「黙れ！」

　ミクローシュはユクバールを振りかざし、自分の周囲を丸く薙なぎ払はらった。斬きり飛とばされた麦の穂が宙に舞い、それが一瞬で燃え上がる。

「──絶ぜつ華か十じゆつ剣けんも〝破は軍ぐん明みよう星じよう〟も、いかほどのものだというのだ!?　私はもう、王国の顔色を窺うかがって暮らすつもりなどない！」

　ユクバールの陽よう焰えんが生み出した火炎が円えん錐すい状じようの螺ら旋せんを描く。あたりの気温が一気に上昇し、炎になめられてもいない麦までがあっという間にしおれていった。

「──貴様もさっさと死ね！」

　灼しやく熱ねつの鏃やじりのような炎の螺旋とともに、ミクローシュがリューインに向かって突っ込んでくる。あたりに炎が燃え広がるのを意に介することもなく、明確な殺意をその双そう眸ぼうに映して、ミクローシュは走った。そこにいるのはもはや鷹おう揚ような支配者でも稀き代たいの天才剣士シユラフタでもなく、ただ目の前の敵を殺すことしか考えられないひとりの剣魔だった。

「あなたは……まあ、中途半端に強い人間によくあることなんだけどさあ」

　間合いを取るでも剣を構えるでもなく、リューインは正面から迫るミクローシュをじっと見み据すえていた。

「上には上がいるって言葉は真実なんだって、そう理解すべきだったね」

　冷ややかに笑ったリューインは、みずからミクローシュに向かって走った。

「馬ば鹿かめ！」

　その瞬間、ミクローシュの炎の螺旋が大きく広がり、リューインを押し包んだ。たちまち衣のあちこちに火が燃え移り、髪が焼ける嫌な臭においが立ち込める。

　が──リューインは立ち止まらなかった。

「せめてもの慈悲だ！　一瞬で焼き尽くしてやる！」

　まさしく〝白びやく炎えん剣けん〟──たがいの刃やいばが相手の急所を確実に捉とらえられる間合いへと踏み込んだミクローシュは、オレンジを通り越して白くさえ見える炎を宿したユクバールを振り上げ、リューインに斬りかかった。

「ほら、上には上がいたでしょ？」

「──!?」

　わずかに足をもつれさせ、リューインのかたわらをよろめくように駆け抜けたミクローシュは、背後を振り返って目を丸くした。

　リューインの身体からだに燃え移っていた火はすべて消えていた。代わりに、まるで鮮血でも浴びたかのように、リューインは全身真っ赤に染まっている。

　いや──それは実際に血だった。

　ミクローシュの右みぎ肘ひじから噴水のように噴き出す血が、リューインの衣や髪を焼くはずだった炎を消したのだった。

「やっぱりワインでまぎらわすより、人を斬って血を浴びるほうがすーっとするなあ」

　血まみれの顔をぬぐってにやっと笑ったリューインは、身をかがめて麦畑の中から何かを拾い上げた。

「ぐ、ぉあ……っ、ば、そ、そんな──!?」

　ミクローシュは右腕をかかえ込んで呻うめいた。

「そんな馬ば鹿かな、っていいたくなる気持ちも判わからないじゃないけどさ」

　リューインがロカマドゥータで串くし刺ざしにしてしめしたのは、ユクバールを握ったまま切断された、ミクローシュの右腕だった。

「さっきまであんなに顔を真っ赤にして怒ってたのに、今は真っ青だね。出血が多すぎたんじゃない？　早く止血しないと右腕だけじゃなくて命まで落とすはめになるよ？」

「お、おの、っ……貴様──よくも、私の」

「あなたに恨み言をいう資格はないよ」

　青白い顔にどっと脂汗をにじませ始めたミクローシュに、リューインは淡々と告げた。

「あなたはソーロッドを傷つけた。それだけでもう死ぬべきだ。あの子を傷つけていいのはぼくだけなのに。……あなたがソーロッドを傷つけさえしなければ、この剣をいただくだけで退散してもよかったんだ」

「な、にを、身勝手な──」

「あなたに身勝手といわれるなんて思わなかったよ。そんなのおたがいさまでしょ？　要はどっちが勝手を押し通せるか──どっちが強いかだよ。判りやすいね、とても」

　リューインはミクローシュの右手をこじ開けてユクバールを奪った。

「これ、まだ必要？　いらないよねえ」

　ぽたぽたと血を垂らす右腕を投げ捨て、リューインはミクローシュに歩み寄った。

「最後にもう一度聞くけど、ゲンツ・ギャローベイって名前にホントに心当たりない？」

　ミクローシュの腰から鞘さやをむしり取り、ユクバールを納めたリューインは、ゆっくりとこちらへやってくるソーロッドを肩越しに一いち瞥べつして尋ねた。

「──それと、この剣の前の持ち主にも？」

「しっ、知らん……！　本当に、何も知らんのだ、私は！」

「田舎に引ひき籠こもってると、世界がせまくなってろくな人間にならないってことかな。……まあいいや、せいぜい養よう生じようして長生きするんだね」

「え……？」

　呆あつ気けに取られているミクローシュを放置し、リューインはきびすを返した。

「……どうしたの？」

　ミクローシュほどではないにしても、今のソーロッドも青い顔をしている。脇わき腹ばらの血のにじみがかなり大きくなっていた。左右で長さがちぐはぐになっている少女の髪を見て、リューインは眉まゆをひそめた。

「怪け我がをしてたってことを差し引いてもさあ……もう少し効率的にやれなかったの？　へろへろじゃない？」

「そんなことより、どうしてとどめを刺さないの!?」

　苦しげな表情にあらたに苛いら立だちをにじませ、ソーロッドはミクローシュを指差した。

「え？　刺したほうがよかった？」

　戦いが終わったことを察した兵士たちが、出血のために満足に歩けないミクローシュのもとへ駆け寄っていく。だが、リューインたちへ近づこうとする者は誰だれもいない。

「……何だったらきみにゆずるけど？」

「そ、それは──」

　利き腕と神剣マズルカを失った男を斬きることなど、それがどんな悪人であっても、ソーロッドにはできないだろう。そういう高潔さが彼女の弱点であり、同時に愛らしさでもあった。

　リューインはロカマドゥータを鞘さやに納め、ユクバールをソーロッドに押しつけた。

「とにかく、向こうがごたついてる間にこっちはこっちで出発しようよ。……ほら」

「えっ？」

　リューインはソーロッドに背を向けてしゃがみ込んだ。

「ほら、おんぶしてってあげる」

「は!?　あ、歩けるわよ、自分で！」

「足を引きずってのろのろとしか歩けないんでしょ？　それじゃ遅いよ。──ほら、ユクバールも落とさないでね？」

「……わたしが後ろから刺すって考えないの？」

「どうせきみにはできないよ」

　ソーロッドを背負って立ち上がったリューインは、風のような速さで走り出すと、一気に麦畑を抜けて屋敷へ向かった。

「きみにそんな真ま似ねができるなら、そもそもぼくの従者になってこんなところまで来てないし、落らく鳳ほう騎きの子たちを思いやっておなかに穴が開くこともなかったんじゃない？」

「…………」

　ソーロッドは何かいいかけたようだったが、結局、反論はなかった。

「──御前試合でぼくにしてやられたナントカ卿きようが、屋敷の裏の門を馬ば鹿か正しよう直じきにずっと見張ってるみたいだから、彼らの馬を借りて出発しよう」

「けど……本当に、いいの？」

「ん？　何が？」

「ミクローシュをこのままにしておいて──」

「このままにしておくかどうかは、ぼくたちが決めなくてもいいんじゃないかな？」

　ミクローシュの行く末を決めるべき人間たちはほかにいる──それを想像して、リューインは唇を吊つり上あげた。
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　激しい痛みをこらえ、ミクローシュは馬を飛ばした。傷口は固く縛ってあったが、それでも出血が完全に止まるわけではない。イリヤスハールの屋敷に戻って医者の治療を受けなければ命にかかわる。

「──!?」

　なだらかな丘をいくつも越えてようやく街のそばまで戻ってきたミクローシュは、城壁などないはずのイリヤスハールの周りを、何か黒いものが取り囲んでいるのに気づいた。

「な、何、だ……？」

「か、閣下！　あれは王国軍の旗では──!?」

　かたわらにいた百人長が、ミクローシュにいった。

「王国軍だと──」

　街の周りを取り囲んでいるように見えたものは、黒い鎧よろいに身を包んだおびただしい数の軍勢だった。ミクローシュとイリヤスハールの間に、無数の旗をかかげる王国軍の軍勢が立ちはだかっているのである。

「──ミクローシュ・パラシューヌ・レハール！」

　王国軍の中から進み出てきた恰かつ幅ぷくのいい男が、ミクローシュを見み据すえて声高にいった。

「すみやかに武装を解除し、このまま王都までご同道願おう！　貴公には国家に対する叛はん逆ぎやく罪ざいの嫌疑がかけられている！」

「ぶ、無礼な！　私は、陛下の縁戚に当たる──」

「その陛下からの勅命なのだ！　おとなしくしたがうならよし、さもなくば、我が軍をもって貴公の軍を粉砕し、罪人として檻かん車しやに押し込んで王都に連れ帰ることになるが──それでもよろしいか!?　どうやら深手を負っておられるようだが、手加減はせぬぞ？」

「ぐ──」

　ふだんのミクローシュなら、おそらくブルガーダの言葉を一笑に付しただろう。中央政府がミクローシュの叛はん意いに気づき、何らかの手を打ってくるだろうことはすでに予想していたし、いざとなれば大公国と組んで独立するつもりでいた。もし討伐軍が派遣されてきたとしても、ミクローシュの強さがあれば、よほどの剣聖チヤルダーシユが派遣されてこないかぎり、指揮官を倒して撃退できるという自負もあった。

　だが、今のミクローシュには右腕がない。ユクバールさえも失い、一刻も早い治療が必要な状態だった。

　ミクローシュは血の臭においのする息をもらし、震える左手をかかげた。

「全軍……突撃だ」

「は……？」

「敵軍に対し、突撃だといった……！」

「でっ、ですが、あれは国王陛下の──」

「もはや私も貴様らも、王国から見ればひとしく賊軍なのだ！　あの軍勢を撃破しないかぎり、貴様らの家族も叛逆者の係累として処断されるのだぞ!?　それが嫌なら戦え！」

　血を吐くようなミクローシュの叫びに、躊ちゆう躇ちよしつつも全軍が動き始めた。

　もっとも、ミクローシュは今の自軍に王国軍を撃破できるとは思っていない。ただ、この場を混乱させてくれればそれでよかった。

　無謀ともいえる突撃を敢行した白銀の軍勢に混じり、ミクローシュはイリヤスハールに向かって馬をひた走らせた。逃げるにしても反抗するにしても、とにかく屋敷に戻って怪け我がを治療しなければならない。

「ミクローシュ！　逃げるか!?」

　乱戦の中、ブルガーダの声が聞こえた。

「貴様の相手はいずれしてやる！　少し待っていろ！」

　右腕を失ったとはいえ、〝白びやく炎えん剣けん〟の綽しやく号ごうを持つミクローシュである。立ちはだかる兵士から槍やりを奪って返り討ちにし、血路を開いてイリヤスハールに駆け込んだ。

「くそっ……！」

　槍を捨てると、ミクローシュは馬の首に寄りかかるように身を伏せた。馬が走るのに合わせて身体からだが揺さぶられ、きつく縛った傷口から少しずつ血が失われていく。めまいとともにそれを感じたミクローシュは、その時初めて、自分の街の違和感に気づいた。

「……？」

　街のすぐそばで戦闘が始まった以上、住民が屋内に身を隠すのは当然だろう。だが、窓や戸の隙すき間まから覗のぞく視線──ミクローシュを見つめる視線が、以前とは明らかに異なっていた。これまでは強大な支配者を見る畏い怖ふのまなざしが、いまはまるで、忌まわしいものを見るかのような嫌悪のまなざしに変わっている。

「な、んだ……？　この私が傷ついてもどってきたというのに、あの、目は──」

　腹立たしさに舌打ちしたミクローシュが、屋敷へと続く坂道に差しかかった時、その行く手に、ふらりと細身の影が現れた。

「……イニエッドか？」

　それが自分の側室のひとりだと察したミクローシュは、肩越しに背後を振り返り、鐙あぶみの上に立ち上がった。

「いいところへ来た！　街の外に敵の軍が展開している！　今すぐ行って、敵将の首を挙げてこい！　おまえ以外の落らく鳳ほう騎きは──っ!?」

　天地が逆転し、ミクローシュは馬から転げ落ちた。

「がっ、は……！」

　真っ白い化け粧しよう石いしの道に背中から落ちたミクローシュは、聞き苦しい苦く悶もんの呻うめきとともに派手に血を吐き散らし、どうにか首をもたげて自分の身体を見た。

　胸の真ん中に剣が突き刺さっている。ミクローシュがイニエッドに貸しあたえた神剣マズルカメッザバルバだった。

「あ……ぁ……？」

　痛みよりも困惑のほうが大きい。なぜこんなことになるのか理解できず、ミクローシュは仰あお向むけに倒れたまま、イニエッドが近づいてくるのを呆ぼう然ぜんと見つめた。

「……もう、うんざりです」

　上半身に厚く包帯を巻きつけたイニエッドは、青い顔に脂汗をにじませ、ミクローシュの胸に突き立った神剣マズルカに手をかけた。

「わたしたちは、あなたのおもちゃではない──」

「ぶっ……ぐ、ぅお──」

　剣を抜くのではなく、イニエッドは体重をかけてさらに深く突き刺してきた。熱い痛みがミクローシュをむせ返らせ、また新しい血が込み上げてくる。

「い、イニエッド──お、ま」

　自分に従属するのが当たり前だと思っていた少女がなぜこんなことをするのかまったく理解できず、ミクローシュの意識はそこで途切れた。
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　イニエッドがミクローシュにとどめを刺すのを見届けて、フルルロッサとジャミーは馬を走らせた。街の外で始まった戦闘を避け、まっすぐにナルボンヌの屋敷へと向かう。

　遠くから響く鬨ときの声こえを聞きながら、ジャミーがぼやくようにいった。

「ちぇっ……どうせならオレかオメーの手柄にしたかったのによ」

「ミクローシュのことをいっているのなら、これがベストな結果だと思うよ」

「は？　どーゆー意味だ？」

「陛下からの命令では、場合によってはミクローシュを殺すのもやむなしってことだったけど、仮にもミクローシュは陛下の遠縁だからね。勅命とはいえ、それを軍が討伐して殺すというのはさすがに外聞が悪い」

　確かにミクローシュは国王からの召喚を無視し続けていた。しかし、それを理由にひそかに大軍を送り込んで討伐するというのは、各地を治める総督たちを疑心暗鬼におちいらせる可能性がある。国王の縁戚でさえ疑いをかけられれば攻め滅ぼされる──そんな実例を目の当たりにすれば、国王への不満を持つ者も現れるかもしれない。

「けど、あの子がミクローシュにとどめを刺してくれたおかげで、それは回避できた。ボクたち王国軍が攻め滅ぼしたんじゃない、ミクローシュの統治に不満をいだいた民衆によって殺された。……という形にしておけば、陛下に対する不満は抑えられるんだよ」

「……そーゆーモンなのか？　結局は殺されたことには変わらねーだろーに」

「そういうものだよ。死人に口なしじゃないけど、ミクローシュが民衆に殺されて当然の暴君だったっていうことにすれば、今回の決着に疑問を感じる人間はいないはずさ。各地の総督たちにとっても、自分の身を律するいい機会になるし」

「まあいーや、オレは最初っからソーロッドを助けるのが目的だったしな」

　状況から考えて、ミクローシュの右腕を落として敗走させたのは、やはりリューイン・アズダハで間違いない。なぜリューインがミクローシュにとどめを刺さなかったのかは不明だが、いずれにしても、彼らの戦いはかなり前に終わっていたことになる。

　なら、すでにリューインたちはその屋敷にはいないかもしれない。

　手綱を鳴らして馬を急がせながら、フルルロッサは、自分がソーロッドとの再度の邂かい逅こうを望んでいるのか、それとも望んではいないのか、よく判わからなくなっていた。


















　まだ慣れない松まつ葉ば杖づえをついて、シャロルタ・ゾイカは邸内をひと通り見て回った。

　王都からやってきたブルガーダの討伐軍は、シャロルタが予想していたよりはるかに紳士的で、略奪も強ごう姦かんもいっさいなかった。市街地でも討伐軍の兵士たちによる無体な事件が起こったとは聞いていない。軍に同道していた〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟の女剣士シユラフタたちのおかげなのか、それとも王国軍とは本来そういうものなのか、シャロルタには判わかりかねたが、これまで哀かなしい思いを強いられ続けてきたここの女たちにとっては何よりの朗報だった。

　その討伐軍は、すでにきょうの朝早く、王都に向けて出立していた。これまでミクローシュが貯ため込こんできた財産については、離れの宝物庫も含めてすべて封がなされ、正式な沙さ汰たが下されるまではそのままにしておくようにといわれている。

　日当たりのいい中庭に降りてきたシャロルタは、緑の香りのする風を吸い込み、石のベンチに腰を降ろした。

「シャロルタどの！」

　膝ひざを撫なでていると、フルルロッサとジャミーが大おお股またでやってきた。

「これは……ミショー卿きようにザカリアス卿──」

「あー、気にすんなよ、座ってろって」

　慌てて立ち上がろうとするシャロルタをジャミーが制した。この少女も王の遠縁だと聞いたが、ミクローシュと違ってざっくばらんで細かい礼儀作法を嫌い、平民出身のシャロルタを同じ女剣士というくくりであつかってくれる。ジャミーほどあけすけではないにしても、フルルロッサも同様だった。

「おふたかたもそろそろ出立なさるのですか？」

「ああ。それで最後にあいさつしておこうと思ってね」

「足のほうは大丈夫なのか？　それもソーロッドにやられたんだろ？」

「足よりも、むしろこちらの骨折のほうが時間がかかりそうです」

　背中側の左の脇わき腹ばらに触れ、シャロルタは苦笑した。ソーロッドとの戦いで地面に叩たたきつけられた拍子に、肋ろつ骨こつにひびが入っていたのである。

「……まあ、絶ぜつ華か十じゆつ剣けんと戦ってそれくらいですんだのであれば、運がよかったというべきなのでしょうが」

「まー、アイツはオレほどの腕じゃねーしな」

「少し黙ってて」

　ジャミーを軽く小突き、フルルロッサはシャロルタの隣に腰を降ろした。

「──そういえば、しばらくはシャロルタどのがレハール領を治めるって聞いたけど？」

「治めるなどと……もともとミクローシュさまは内政に関してはあまり熱心ではございませんでしたから、放ほうっておいても回るように、それなりに優秀な人材を各所に配しておりました。ですから、税率を下げたほかはこれまで通り彼らにやってもらうだけです。あくまでわたしの役目は治安の維持だと考えております」

　ここはもともと大公国と接している。これまではミクローシュが王国と大公国の間でうまく立ち回っていたが、ミクローシュ亡き今、大公国がレハールへの侵攻を考えないという保証はない。

「残った兵力を再編成して……それに、落らく鳳ほう騎きの面々も、そのまま力を貸してくれるといってくれましたし」

「けど、オメーらの神剣マズルカは全部持ってかれちまったんだろ、例のヤローに？」

「ええ……ですが、わたしたちが身につけた剣の腕は残りましたし、ソーロッドどののお情けで、いずれも軽症ですみましたから」

　これまでミクローシュが収集してきた神剣のほとんどは、シャロルタたちが敗れたあの日、リューインたちによって持ち去られてしまった。残ったのはイニエッドが持っていたひと振りだけで、彼女自身はまだ実戦の場には立てそうにない。

　だが、それでもシャロルタたちは故郷を守るために戦わなければならない。ミクローシュに命じられたからではなく、これからは純粋に、この土地と家族とを守るために戦うのである。やることはそう変わらないはずなのに、これまでのような重苦しさを感じないのは、やはりミクローシュという美しい暴君がいなくなったからだろう。

　フルルロッサはシャロルタの肩を叩たたいて立ち上がった。

「シャロルタどのならうまくやれるよ。同じ〝摩ま天てん派は〟だからいうわけじゃないけど」

「ありがとうございます。──おふたりは、このまま王都には戻らずリューインさまを追うのですか？」

「まあな」

　ミクローシュが死んだあの日、フルルロッサとジャミーはナルボンヌ邸へと急いだが、すでにそこにリューインたちの姿はなく、ただ広大な庭園にシャロルタたちが倒れていただけだったという。

「──ソーロッドたちらしい三人組を見たっていう新しい報告も入ってきたし、今度こそ追いつめてやるぜ」

「このようなことを申し上げるのはどうかと思うのですが……わたしには、リューインさまがそれほど悪あく辣らつな人間のようには思えません。少なくとも、わたしたちに対しては同情的でした」

「そりゃーアレだ、そいつが女好きだからじゃねーのか？　男は女に甘いっていうだろ」

「そこまで単純とも思えないけど、いずれにしてもこのまま放置してはおけないからね。ことは我々絶ぜつ華か十じゆつ剣けんの名誉にもかかわる」

「そうですか……わたしには何もお手伝いできませんが、おふたりのご武運をお祈りしております」

　ベンチから立ち上がり、シャロルタはふかぶかと頭を下げてふたりを見送った。

　そして、心やさしい少女たちと、あの本心を明かそうとしない傷だらけの少年とが、せめて悲劇的な道をたどることがないよう、胸の奥で静かに祈るのだった。
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　荷台でチーズの塊をかじっていたキリリクは、聞こえよがしな溜ため息いきをもらした。

「まったく……どうして全部へし折っちゃったんですかぁ？」

「全部じゃないよ。一本は残してるじゃない」

　御者台で手綱を握っていたリューインが、金色の神剣マズルカをキリリクにしめす。しかし、絵に描かれたパンでは腹がふくれないのと同じように、リューインの手に神剣が何本あろうと、キリリクにとってはそれは〇本だった。

「だって、それはもともとリューインさんが捜してたっていう神剣なんですよねえ？」

「うん」

「手放すつもりないんですよねえ？」

「トーゼンじゃない？」

「じゃあ意味ないですよう！　せめてそれ以外の神剣は、財産としてキープしておいてもよかったんじゃないんですかぁ？　だって一一本ですよ、一一本？」

　ソーロッドがシャロルタたち落らく鳳ほう騎きと戦って手にした八本の神剣と、最初に宝物庫から盗み出してきた三本、合わせて一一本の神剣を、リューインは、何の躊ちゆう躇ちよもなくまっぷたつにしてしまった。

　王国との慢性的な戦闘状態にある大公国なら、リューインが二流三流とさげすむような神剣であっても、それなりの値で買い取ってくれるだろう。大公国が嫌なら個人のコレクター相手でもいい。とにかく、売れば大金になることが判わかっている貴重品を、無造作に破壊してしまうのが判らなかった。

「ぼくの従者ががんばって手に入れたものなんだから、つまりはぼくのものでしょ？　なら、ぼくがどうしようとぼくの勝手じゃない」

「だって、今後国境沿いから離れたら、わたしだってそういつまでもお金を用立てるわけにはいかないんですよう？　そういう事態に備えて、いらない神剣を売ってお金に換えるとか──」

「へえ？　それってつまりさ、これまではちょくちょくきみが大公国の人間と接触して、お金を補充してたってこと？　ぼくに黙って？」

「そっ……し、仕方ないじゃないですかぁ！　リューインさん、とにかくよく飲むし！」

「別に責めてないけどねえ。むしろ、余計なことをしないかぎりはきみのお国からガンガン資金提供受けてもらいたいくらいだよ。確かにぼくはよく飲むわけだしさぁ」

「まったく──」

　悪びれないリューインから視線を逸そらし、キリリクは荷台に横になっているソーロッドににじり寄った。

「ソーロッドさんもそう思いますよねえ？　たとえばもっとお金があれば、こんな荷馬車じゃなく、もっとちゃんとした馬車を用意できたはずですし、リューインさんてヒドいですよねえ？」

「……いまさらでしょ、そんなの」

　毛布にくるまって横になっているソーロッドは、焦点の合わない瞳ひとみを虚こ空くうに泳がせ、もぐもぐとソーセージをかじった。

　イリヤスハールを離れてからずっと、ソーロッドはこうして可能なかぎり身体からだを動かすことなく、体力の回復に努めている。おかげで傷口にはうっすら新しい皮が張り始めていたが、まだ失われた大量の血を取り戻すにはいたっていない。

「まあ、今回はソーロッドちゃんもがんばったよね。未熟者は未熟者なりに」

「……それ、ほめてないでしょ」

　ソーロッドは自分の額に手を当て、熱っぽい吐息をもらした。

「そんなことより、ゲンツ・ギャローベイって誰だれよ……？」

「はい？　何ですかぁ？」

「あなたじゃなくてそいつに聞いてるの。……ゲンツ・ギャローベイって誰？」

「何なの、ソーロッドちゃん？　誰だって？」

　馬車は草原の中をことことと進んでいく。リューインはソーロッドを振り返ることなく聞き返した。

「ごまかさないで。あなた、ミクローシュに尋ねてたでしょ？　わたしにも聞こえたの。誰なの、それ？　男だと、思う、けど──」

　ソーロッドの声が次第に途切れがちになり、やがて完全に消えてしまう。気づけば少女は瞳を閉じ、静かに寝入っていた。

　キリリクはリューインの背中とソーロッドの寝顔とを見くらべ、ぼそりといった。

「……仇かたきだ何だいっても、結局はソーロッドさんが、リューインさんの一番の泣きどころになりそうですよねえ」

「そう思う？」

　リューインはキリリクを振り返ってにっこりと笑った。だが、その笑顔が彼の不機嫌さを隠すためのものだということはすぐに判わかった。目がまったく笑っていない。

　それに気づいたキリリクは、慌てて取りつくろうようにいった。

「もっ、もちろんわたしは、ソーロッドさんを人質にしてリューインさんを我が国に引き入れようなんてことは考えてないですよう？」

「へえ？」

「でっ、でもですねえ、リューインさん自身がそのことを、ちゃんと肝に銘じておかないと、たとえ天下無敵の剣聖チヤルダーシユでも、思わぬところで足をすくわれるかもしれませんよ？　今回だって、もしあの時ソーロッドさんがミクローシュに捕らえられたりしてたら──」

「それでもぼくは負けないけどねえ」

　正面に向き直り、リューインはこともなげにいった。

「──ただ、その時はホントに手加減を忘れちゃうかもしれない」

　それがどういうことを意味するのか、キリリクにはよく判わからない。ただ、リューインと対たい峙じする相手にとってはたぶん悪夢なのだろうと、漠然と考えて小さく身震いした。






あとがき









　みなさんこんにちは、夏です。

　違います、嬉うれし野の秋あき彦ひこです。もう夏真っ盛りですねといいたかったのです。まあ、このあとがきを書いている時点では、まだ東京は梅雨明け前なのですが……。

　およそこの世の中でぼくが激しく憎むものといったら日本の酷暑以上のものはないといっていいでしょう。冬はね、いいんですよ。厚着をすれば対応できるし。しかし、夏の暑さは薄着になってしのごうとしても限界があるわけじゃないですか。ぼくのようにクーラーの冷気で頭痛を起こす可能性のある人間としては、もはやどうしていいか判わからんのですよ。汗はだらだらと流れて止まらないし。

　まあ、ぼくの場合、真冬でも大汗をかくわけですがね。




　そんな汗臭い話題はさておき、今回お送りした『剣魔剣奏剣聖剣舞』の第二巻、いかがだったでしょうか。

　現実ではそんなことはなく、あくまで作品内の話なのですが、ぼくは基本、主人公といっしょに戦うヒロインなら血を流さなければならないという考えの持ち主です。ヒロインが強いとか弱いとかは関係なく、とにかくヒロインだけ無傷というのはナシ。もっとほかにやりようがあるのかもしれないんですが、ぼくとしては、そういう経験をすることで、主人公とヒロインが同じ方向に向かっていけるというか……吊つり橋ばし効果？　みたいなもので、主人公とヒロインの仲をわりと自然に接近させることができるんじゃないかと、そう思ってやっています。

　まあ、今回それでソーロッドとリューインの仲がよくなったのかというと、決してそんなことはないんですけどね。ただ、仲は悪いままにしても、ソーロッドにはこれでひとつ覚悟ができたというか──最終的に勝つために何が必要なのか、勝つためにどういう覚悟が必要なのか──それが判ったんじゃないかと思います。

　そもそも、一応、リューインが主人公、ソーロッドがヒロインのはずなんですけど、だからといってこのふたりがくっつくかどうかはぼくにも判らないというか……ぼくの場合は書き進めていかないと判らないので、自分でも楽しみな部分はあります。ストーリーを進めていくうちに、「ああ、このふたりなら吊り橋効果がなくてもくっつくだろうし、そこに不自然さはないな」と思えれば、たぶんくっつけると思うんですよ。

　もちろん、できることならリューインとソーロッドをくっつけてあげたいと思ってはいます。ただ、徐々に明らかになってきたリューインの目的とかソーロッドの過去のことを考えると、諸問題をクリアしてこいつらをくっつけるのは大仕事だなという気もします。いや、自分でそう設定したわけですが。

　ただ、愛憎というのは向きが真逆なだけで、どちらも強烈な感情には違いありませんから、いっそ最後はリューインとソーロッドがふたたび決闘になって、どっちかが死んで終わりというのも悪くないんじゃないかと思います。あくまで好みの問題なんですけど、ぼくはややバッドなエンディングがわりと好物なので。

　とりあえず、リューインとソーロッドはそんなにすぐにはくっつかないでしょうが、逆にリューインとキリリクは案外あっさり（肉体的に）くっついちゃいそうな予感はしています。何というか……キリリク本人がいつでもウェルカムっていっているし、裸で抱き合って寝てますしね。むしろソーロッドがいっしょにいるおかげで一線を越えてないだけという……。

　もしそうなった時にソーロッドがどういう反応を見せるかによって、リューインとソーロッドの距離感みたいなものが浮き彫りになるんじゃないかと思います。単に冷ややかな目で見るだけなのか、キリリクを責めるのか、リューインをなじるのか。たぶんこういう時の反応は、男と女とではまるっきり違うので、もしそういう展開になるなら書くのが楽しみです。




　それではこのへんで、お世話になったみなさまへ感謝のお言葉を。

　イラスト担当のカグユヅさま、お忙しい中をありがとうございました。

　デザイン担当のムシカゴグラフィクスさま、今後ともよろしくお願いします。

　編集担当のＯ氏は──ええと、うん、いいオチが思い浮かびません。

　まあそれはそれとして、読者のみなさまがたには、また近いうちにまたごあいさつできればと思っております。本レーベル、他レーベルを問わず、いろいろと書きたいものはあるので、次がどんな作品でのお目見えになるかは判わかりませんが、ひとまずはご自愛いただき、この夏を乗り切ってください。

　それではまたいずれ！
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